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建 築 協 会 創 立70周年を迎える

社団法人日本建築協会会長 佐 野 正 一

この年、わが日本建築協会は創立70周年という記念すべき年を迎えた 。

70年という歴史は各種団体のなかで稀有の長きである 。 この期間、わが国

の社会と経済は有史以来の激しい変動を経験し、建築界はその起伏のなかで成

長と苦しい挫折を味わい、いま国際社会とも幅広く接触しつつあたらしい発展

期を迎えている 。協会の70年は建築界の変動のなかに共に生きて歴史を刻んで

きた歳月と受けとめたい 。

協会は建築にかかる学術、技芸の発展と普及を目的として、教育、設計、

建設、電気、管工、建材の各分野が平等な立場で参加して発足した点が当時か

ら特色とされた 。 さらにこの幅広い組織に撮 ってなによりも社会への語りかけ、

社会への寄与をめざしたところにユニークな発想があり理想があ った。 これが

今日にいたる協会発展の基礎とな った。

この創立の趣旨に従って一般社会向けあるいは会員向けに各種の事業を継

続的に行 ってきた 。会誌「建築と社会」の発行は大切な事業の一つ、この 3 月

号は通巻 780号に当たる。息、の長さは圧倒的で、ある 。内容の高さはかねて定評

があるが、今後は一層幅広いテーマを取材して高度な充実をはかりたい 。

70周年を機会に、記念式典のほかにいくつかの記念事業がある 。関西住宅

の歴史を回顧する展覧会や住宅関係の図書出版など意義深いものがとりあげら

れる 。 また後世に残す意味をもっ「建築協会賞J 表彰制度の創設がある 。建築

界の発展への貢献あるいは建築を通じて社会への寄与とい った業績を選んで表

彰しようとするもので、建築界各分野を包含する全国団体であるわが協会にし

てなし得る事業といえようか 。薬袋公明氏を委員長とする表彰制度委員会でこ

の制度のありかたを検討し、広〈候補を蒜 って選考し賞金を添えて表彰するこ

と、 5 年程度ごとにこの行事を繰り返すこと、第 1 回目の表彰を 70周年記念式

典の際行うことなど具体的な実行方法を定めた 。選出するに十分な時日とはい

えなかったが、 20数点の応募案件があり、これを東畑謙三氏を委員長とする選

考委員会で慎重審査の結果、別記の通り、賞 5 件と特別賞 2 件を選ぴ表彰する

ことができたのは、何よりのことだと思っている 。 このあたらしい表彰制度が

今後建築協会の事業として定着し、建築界の発展の一助となることをねがつの

である 。



日本建築協会会告

第 1回日本建築協会賞入選発表

日本主主築協会の70周年を契機として、建築界における総合団体としての性絡にもとづき、

建設に関わるあらゆる分野において社会に A・献した同体、または個人に対して、その業績

を讃えるとともに、わが国文化の向上、公共の福祉に寄与することを目的として 、今回、

日本建築協会1 ' 1 ・を創設いたしました 。 ( 作品は表彰対象から外す)

各界に広〈応券を呼びかけましたところ、締切日 ( 昭和62年 1 月31 日) までに、 22件の

応募がありました 。 これが選考については、日本建築協会il ・選与委只会 ( 委 貝 長 東 畑 謙

三、表彰委貝会委貝長 : 薬袋公明、同委員 11名) で、すいせん者の説明を Il fJ < 会なども含

めて、数回に及ぶ選々を重ねました 。

その結果、下記のとおり、日本建築協会tt・5 件、日本建築協会賞特別 t t 2 件を選定しま

した 。 日本建築協会il ・には賀状並びに賞牌、福Uil ・として 50万円を贈呈し、日本建築協会tt

特別 tt・には、賞状並びに1 ' 1 ・牌を贈呈することになりました 。

表彰式は、昭和62年 3 月30 日、太閤園で開催される日本建築協会創立70周年記念式典に

おいて挙行されます。

第 1 回 日本建築協会賞

建 築 総 合 試 験 所 の 設 立 と 運 営

関西建築界の与望に応えて、民間j のカによ って設立された西日本11佐

ーの公的試験機関であり、永年にわたり、産 、官、学各界の協力の

もとに運営努力が続けられている 。

国等の指定試験、民間企業の委託試験のほか、諸検査、自主研究な

とe 広範な分野の活動によって 、建築技術および建築物の質の向上発

展に貢献している。

財団法人日本建築総合試験所理事長 前回敏男

技 能 訓 練 校 の 設 立 と 運 営

戦後いち早〈、電気工事需要の増大に伴つ技能工の不足と工事技術

の低下に対処して昭和20年 10月、工事長養成所を新設し 、その後、

高等技能訓練校に発展させ、多数の優秀な技能工を養成して世に送

り出した。あわせて、東南アジアの研修生を受け入れ、各国より評

価されている 。

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長 若 山 繁

「季刊大林」の刊行と 『復元と構想』の 出 版

「季刊大林J の刊行並びにこれを集大成した『復元と構想j を上梓

し、ここで、著名な歴史的建築物の復元と、先端技術を駆使しての

未来プロジェクト構想、など、独創的な広報活動を展開し、建設の営

みの文化性と、その素晴らしさを広〈社会に P R した。

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長 大林芳郎

建 設 業 界 へ の T Q Cの 導 入

建設業界への T Q C の初めての導入によ って品質意識の高揚をはか

2  控換と 社会/ 1987年 3 月号

り、これが T Q C普及の導火線ともなり、品質向上、サービス向上

による社会への頁献はきわめて大きい。 また、中国建設業界との T

Q C 技術交流により両国の親善を深めている 。

株式会社竹中工務庖 取 締 役 社 長 竹 中 統 一

H 形 鋼 の 開 発

他社に先駆け H 形鋼の製造に関して独自の生産技術を開発し、鉄骨

加工の近代化を促し、超高層ビル建設を可能にするなど、欽骨建築

の普及・促進に貢献した。

新 日 本 製 織 株 式 会 社 取 締 役 社 長 武 田 盟

第 1 回 日本建築協会賞特別賞

大阪駅前市街地改造事業の完成

昭和36年 3 月に公布施行された「市街地改造法J による第一号の卒

業として、住宅、商庖密集地区の住民をピルの区分所有者とし、土

地の高度利用、および道路幅貝の拡張、地区全体の不燃化をはかり、

その後の法令改正を活用して 4 つの高層ビル一大阪駅前第 1 、 2 、

3 、 4 ビルー建設を完了し、新しい都市機能と都市景観をつくりあ

げfこ。

大 阪 市 長 大 島 精

ポートアイランドの建設

ポートアイランドは、山、海へ行〈。と言われた壮大な計画で、海

上都市建設と、土採り跡地のニュータウン開発とを、同時進行した

薗賜] 的なプロジェクトである 。

港湾、住宅、新交通システム、コンペンション、ファ ッションタウ

ン等の複合機能をもっ海の文化都市をつくりあげた。

神 戸 市 長 宮 崎 辰 雄



表紙デザイン ・吉田隆一

( 来畑建築事務所)

舟泊まり、室津 m帰五r自の

一つで、遊女伝説や本陣町家

のi脳障を今に残す、ロマンと

郷慾に満ちた室ゅの町並みを

眺めるには、裏山にのぼるの

も良い.

古い写真で見たことのある、

石械みの必笠はコンクリート

の作業場に変わり、色鮮やか

な主II て答え家屋が人目を欺き

はするが、伏い地形にうまく

軒を接してたっていたであろ

う町家的光景や、風下の流れ

に沿って低〈捕えた煙出しな

どは、ここからでないと眺め

ることはむづかしい.

- 特集予告

4 月号/ 東海特集

4 月号/ 保管 ・貯蔵施段

5 月号/ 室内の仕上床

6 月号/ 駅 {予定}
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創 立70周 年 記 念 号

COMMEMORATION ISSUE FOR THE 70 T H ANNIVERSARY OF  

THE ARCHI TECTURAL ASSOCIATI C OF  j APAN 

会 告

建築協会創立70周年を迎える / 日本建築協会会長 佐野正一

第 l 回日本生j I ; 築協会n・入選発表 2  

小林d / 周/ ，J J、j ドロリ' 1. 4  

ぬくもりのある 11汀づくりを / 山田昇平 ( 大方l ういろグルー プ会長) vs 中仏 - - - - - 6  

材、山町立休日北小マ- 校 . 美並村 )J 幹集約センタ 9

現代ベラペラ住宅への疑問_ r笑う住宅J (イ1 山修式 ) ＱＱ ＭＱ＾Ｇ人 の ｲｦｩ まい』はど こか ら ￆ ｾ たか ｊＨ iillltl _: ) 、

'!I! W倣は りきにない J ( ' 1' 附必介 1 / 防本敏 r-

第一 入者二人による計阿論ー「まちづく りのu!i J (i 目安禿雄・除1 l I 11;1Il ! )/ 日回光雄 10  

大日本上水
12  

F ield-GRC ( 中山製鋼所 ) / 長僑英彦 13  

乾式; r j c} ，長リ工法非耐力外 i授の耐火性能試験結果 14  

i_!}J .平 「東京21世 紀 の 構 図J UU: ，¥俊雄 .(i ) / 片万信也ほか . コープフォーラム '87 ・いま， 日本の

コープ住定がおもしろい ， t J j 物館明治村特別展ぷ「明治怨築をつく った人司ー武I I l I i 一 ・人

と作品」

集合住宅計阿をもっとリ ッチに/ 興和夫. ザ ' f ! j なかの美観/ 己j j ，t 敏自1¥，

ある街並/ 谷淳之介. 臨場感ノ 美濃， '; 'Ui'，

創 立70周 年 記 念 号

15  

16  

対 談

大 阪 モ ダ ニ ズ ム の 村 撃一 大阪 の 近 代 挫 築 デ ィ テ ー ル

大 阪 モ 夕、ニ ズ ム 変 容 の 70年

大 正 . II{{ 千Il tJ JWJ の 111: -1' 11 と 挫 築 位 築 を め ぐ る 1'1 分 見

出 席 者/ il - 1 i 登喜男 ・点士IU謙 三 司 会 者/ 足 立 孝

(5J iJ flU' )一19

1向 井 正 也- 55

6 1  

最 近20年 1:¥]， そ し て こ れ か ら の 10年 一 挫 築， ま ち ， く ら し ， 社 会 を 語 る 一 一 一 一 一- 6 9

21世 紀 の 往 築 様 式/ J京佐 _ j)J I. r心 の12かさ J / 織内雌- j ) J I. 成熟社会への道/ Fll 'ド卒男 国

際 化 ・向付加価値の1時代/ 必純正俊. 地方に井吹いたコ ンペ ・エネルギー/ 牛 山 勉. ここら

でゆ っく り. 下i甘]ヒ 7 かけて ー/ 瀧 光 夫. 今を与えつつ未来をさぐる / 山本良介 . この環境

の変化にやH9J ｩＡ＼Ｂを出して ・ ー Ｏ 志賀修一 Ｎ 都市の活力としての ｾ Ｇ ｦｪ J:; 施 設/ 藤田 flI JlI:l . . /作屑ー

ゆたかな 'fl!:ぷと表現をとりもどすために ー / 大野勝彦 人川社会近代化への「内| 尚の 11寺代」

/ 広 原 雌 IリL 必らしの rl'の心Jif iむもの/ 田 rl
'
↑'1 (- ， i アンケート J / 田中喬. 失 わ れ た 心 象 風

来 と 地j或官I: / - i ' ) ! ! ル敏雄 . 市民参IJII でマイナスデザインから の脱却を/ 恒成ー訓 . 日常生r ，r ーか

ら文化が生みだされるために / g . 多俊之. 向齢化社会とスト ックの充実/ 右 l羽紀久忠. セカ

ンド東京になった大阪/ 吉本慾一. なりふり椛まう都市づくりを / 本山川計 失われた汀白線

/ 長尾義二 r.II di と紋のア メニティ / 庄谷i ' 1i 幸

年 表 I ll x: j.!I: 20年 川 の 年 ぷ- i l l 築 界 と 往 築 協 会の 助 き 79 

構 造 の 頁 145 I  x  線による非似峻検公の原理! と画像処理! の実際 ( その 1 ) / 長谷川主主史 9 2  

施工材料の頁 147 I アプレイシプジエ y トによる鉄筋コンクリートの切断/ イl 情際的 9 3  

設備の頁 148 I ガスによるコージェネの現状と発屯機システムのノ マッ ク化/ lIt m耕一 94 

月 報 ! 日本建築協会月| 甘! の動き ( 昭和62年 I 月分 ) 9 6  

3  



. 大先輩に聞く

小林清周

1 . 生い立ち一 一呉服屋の 9 代目として

建物の維持管理 ( 保全 ) の研究て者二名な、小林清周氏は、 1909年

( 明治42年 ) 新潟県上越市 ( 当時は高田市) の呉服屋の長男として

生まれた 。実家は 1700年より 200 年以上つづく名家で、清周氏は 9 代

目に当たる 。本来なら後継者として家業を継がなけれは‘ いけない立

場であり、悩んだが、父親の理解もあり学聞の道に進んだ。子供の

頃は、家の障子をはずし、立てかけて竹を筋交いにして、立体形

を作るのが好きだ った。 それが、建築の興味へとつながり、中学校、

そして東京の第一高等学校へと進んだ。尚、笑家は、現在立派なビ

ルに建て替わり呉服屋もその中で引き継がれている 。

2  建築を志して 東京工業大学建築学科

第 1 高等学校に入学してからは、 1 年は肋膜炎、 2 年で肺尖、 3

年では神経衰弱で、東大第 2 志望に入ったものの 、体の調子が悪〈、

一年浪人することになる 。 ちょっどそのH寺持lに東京工業大学の建築

の小林政一教授の進めもあり、新設 3 年固め 同校に進むことになる 。

身体の方は、浅草の富士明神 のおきゅうの効果て¥大学入学後は調

子もよくなり、よく親友の三井男爵の家へ行って一緒にダンスホー

ル「フロリダ」 で遊んだりして大いに学生時代を楽しんだ。

就職は、氏の 言築をかりると 「清水建設を 30秒で落ち、海軍省を

30秒で合格」 して、海軍省に進んだ。 この話は 、清水建設の面接の

途中に社長が入ってきたのだが、設かわからず、あいさつをしなか っ

たことで、即座に面接の専務から「君は請負に向かない」と断られ、

次に海軍省をうけにい ったときに、清水建設の I侍の話しをするとそ

の場で合格にな ってしまったということだ。

3  建設省の思い出一一 アメリカの影響

海軍省そして戦後の建設省時代を通して、ノトキ村青周氏にとってアメ

リカの影響は大きか った。海軍省当時は、まず横須賀海軍へ入り、

建築学会の鉄骨構造委員会で活躍した。そして、本省建築局の技師、

4  也築 と社会/ 1987年 3 月号

技術少佐となり、南洋諸島の燃料庫や飛行場を 作 ったが、あとにな

ってアメリカとの桁違いの技術格差をいやというほど味わった。

戦後は、運輸建設本音[1を経て、建設省に入る 。建設省では、関東

地建の営繕計画課長、そして本省の営終局計画課長を務める。計画課

長時代は、今の建設省の営繕業務の基礎となる、合同庁舎 ・実態調

査、及び予算要求の根拠となる緊急度 ・判定基準、そして特別修繕

費の考えなどを発案し押し進めてい った。 また保全の問題として、

「官庁建物管理公社法案」構想も作った。 これらは、 l液中 、戦後を

通じて学んだアメリカの思想、や制度の影響を強〈受けていた 。

合同庁舎のはしりは、昭和25年 G H  Q  ( 総司令部) に出頭したと

きに、係官から「これからの官庁々舎はなるべく合同して建てれば

国民は便利であるし、敷地 ・予算も経済的である 。アメリカでは以

前から郵便局のような特別会計や裁判所のような司法関係のものま

で行政官庁と合同して建てているので、その方針でやるよう u との

指示をうけたのが一つのき っかけにな った。 また、「アメ リカでは、

すべての庁舎のメンテナンスは行き届いているが、日 本ではどの役

所へ行っても汚らしい。君たちは建てることは一人前かもしれない

が、建ててからの管理知識はゼロに等しいじゃないかり という G H

Q の7 ントン担当官からの一言が、小林氏に維持管理を一生のテ-

7 とさせた 。マントン氏はその後小林氏のよさアドバイザーとなる 。

また小林氏は、このことをき っかけに、日本建築学会の建築経済委

員会にお[ 煩いして委員会を作り、各省からの委員と共に専門委員と

して 「耐火建築物の維持保全に関する研究」 を完成させた 。そして、

この内容は随分各方面に利用された 。

1955年、近畿地方建設局営繕部長に着任した 。大阪は、終戦直

前に勤務していた思い出の地であ った。 この時期の近畿地主主は、第

一合同庁舎や神戸港湾合同庁舎の建設で活気にみちあふれていた 。

またそのころ、創立問もない住宅公団への応援のための委託工事の

いろいろなエピソードは、今も思い出深いできごとだ ったようだ。
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4  保全管理・マンション管理の研究一 一吉田首相の教示

小林清周氏は、昭和35年退官し、( 附鴻池組を経て、大阪工業大学教

授として、テーマである建物の維持管理の研究を進めた 。 この聞の

氏の業績は数多く、電々公社の委託研究による海砂対策、 G S  A  

( アメリカ連邦調達庁) の教示の大きかった省エネルギーの研究、建物

のライフサイクルの研究、著書出版、ビル管理業の育成など、数知

れない。建物のライフサイクルの研究では、 大阪ヒ‘ ルデイング協会

の参与として数多くの会員ビルの維持管理に接することができたこ

とも、得がたい経験てあった 。特に 50年以上前に建った貸ビル38件

を、さかのぼって追跡調査し、今なお継続しているのには驚〈。

著書については、 『分談マンションのすべて』 が名著であるが、新

刊としては、『ビル ・マンションの経営企画と管理』 があり、早くも

評判である 。 ビル管理業の育成については、 1982年のt世界ビルメン

テナンス大会報告でまとめられているが、氏の言う、ビルメンテナ

ンス業に内外装の修繕部門をつくり、即時修繕という考えには、共

感をおぼえる 。

マンション管理の研究のき っかけとな ったのが、吉田首相の教示

だというのも、興味深い。これは、建設省に在職中、都内目黒区に

国家公務員共同宿舎を建設したが、その際、故吉田首相から呼びつ

けられ「迎賓館の隣りだというのにバルコニーに一杯の洗濯物を干

して誠に見苦しい 。君等はそ の ことを意識して設計しなか ったのか」

と悠られ、止むなく道路沿いに白隠しの樹木を植えこんだ経験によ

る。 そしてその後、アメリカ、フランスの7 ンション調査を含めて

多くの研究を行うこととなる 。

5  これから一一 共鳴を呼ぶ建築を造りたい

小林洋fI司氏のこれからの研究テーマは、修復による付加価値の研

究にある 。 そして建物の価値に対する理論解析を進められている 。

「わずか20万円の外装の改修で、 100 万円増の価格になる 。 これは

なぜか? J 実費から考えると計算できないホ美砂という要素を建物

こばやし せいしゅう

1909 新潟県生まれ

1934 東京工業大学建築学科卒業

i海軍省に入省

1952 建設省営繕局計画課長

1955 建設省近畿地方建設局営繕部長

1960 c附 鴻 池 組 取 締 役 研 究 担 当

1963 大阪工業大学教授 ( 1984年まで) 、工博

1979 日本建築学会論文賞受賞

「建築物の維持管理に関する一連の研究」

の価値観に入れなければいけない。価値観と 価格とは違う 。

この価値観 ( 美) の理論解析は、 『共 l鳴』 という要素で解明できる

のではないか。物的相互の共鳴があるのと同様に、人的と物的との

共鳴も考えられるのではないか。 そして人的どうしの共鳴が「一 目

ぽれ」 として解釈できるように、建築においても、住む人に共鳴を

与え、幸福にする家があ ってもよい筈であ って、建築家が「共鳴す

る建築」を、名人芸でなしに理論的に造り出したいものであるとい

つ。

6  . 後輩たちへのメ ッセージ

一ーーかゆいところに手のとど〈営繕であれ

小林清周氏は、「営繕」という 言葉の意味をもう一度かみしめてほし

いという 。( 公共建築全般に 言 えることでもあるカ、 ) いたいところ、

かゆいところにすぐ手のとどくのが本当の営絡の姿である 。 治営治

( つくる ) だけでは意味がない 。 そしてまた、ただ慈いところをい緒。

(修 理) するだけでもだめである 。 そこに美を取り入れて、町を歩

〈人にも共鳴を 11.鳥ぶ建物として維持していかなければいけない。 な

ぜなら建築の美観は、建築の価値観を高めるからである 。

赤井 g 弘 ( 編集委員 ・近畿地建) 記

著書

ビルの維持管理 ( 森北出版 )

ビルの経営 ( 理工図書)

建築工事の失敗伊IJ ( 森北出版 )

ビルの管: 迎 ( その理論と実拶IJ ) ( 森北出版 )

分譲マンションのすべて ( 鹿島出版 )

建物の値打ちの高め方 ( 学芸出版 )

ビル ・マン y ョンの経営企画の管理 ( 住宅新報 )

不動産鑑定士と共著
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東海ルネサンス . 対談

山田昇平 vs 中島

東海支部長 ，愛知l工大教授

ぬくもりのある町づくりを

中仏 ー

空の見える地下街 貌( もち) の木広場 大須観音の境内

モノが豊かなだけではモノ足りない

中島 名古屋には、全国一の規桜を誇る地下街が名古屋駅と栄駅を

中心に広がり、大いに娠わ っています。ところが地上の方はどうか

と考えると、賑わいのある街としてはもう一つ少ないように思えま

す。 そのせいか、東京 ・大阪からや って来た人から、名古屋のまち

はそれほど活気を感じない、例えば名古屋駅前に立 っても人が少な

く賑わいがない、これで人口 200 万人のまちなのだろうか、 30万人

ぐらいのまちのようだ、といった声をよく聞かされます。

また名古屋には、全国に誇れる久屋大通りや若宮大通りなどの 100 m 

道路があり、地下室対凋や者[1市高速道路もどんどん挫備されてきており、

名古屋のまちが大きく発展してきています 。が、その一方で、戦後

40年以上が過ぎ、モノがかなり泣かにな ってきたおかげでしょうが、

人々は生活の便利さだけでなく、，c . 、の12かさ、 11乏かい人と人とのふ

れあいを強〈求めるようにな ってきています。

そこで今日は、人が賑わい、人と人との暖かいコミュニケーショ

ンから文化が生まれるよつな町づくりについて、 500 年の歴史と伝

統をもっ大須の町を中心に、お話しを伺いたいと思います。

まずはじめに、 山田さんは名古屋地下鉄地下街述合会の会長もな

さっていると閉し、ていますが・・・・。 。

山田 1963年から名古屋地下鉄栄地下街組合長をや っており、 1981

年からは名古屋地下鉄地下街述令会会長もや っています。 また、名

古屋駅前と栄の地下街は、今から 30年前に、日本で一番最初にでき

た地下街なんですが、その当初から両方を知 っているのは、もう私

一 人にな ってしま っているのかもしれません。 もともとは、せ っか

く地下鉄をつくるのに穴を iliii るんだから、地下鉄の上に地下街をつ

くったらいいじゃないかとい った起j支の考えで始ま ったものです。

もちろん地上の交通緩和のためということもありましたが ー。 と

ころがいざつくるとな ったら、なにせ日本で初めてのことですから、

いろいろと大変な工事でありました 。 そして地下街の空間ができた

後も、今度は庖が入 ってくるかどうかの苦労がありました 。 当時は

まだ、地面の下で商売をするのかとい った考え方でしたから、食べ

物を人様が歩くその下で売るわけにはいかないとか、あるいは服飾i

など色ものが人工照明だけで売れるのかといった心配があったよう

です。

そうして地下街が徐々に拡大されていき、今では名古屋駅前に大

きな地下街がいくつもでき、大いに賑わ っています。 また、ビルグ〉

6  担架 と社会/ 1987年 3 11号

地下街とも結びついて、初めて来た人にと っては、大きくて道がわ

かりにくいとか、迷路のように複雑だとい った声が上がるほどにな

ってきています。 そのような名古屋駅前の反省に基づいて、栄には

l噴水のあるクリスタル広場をつく ったり、空の見える鰯( もち) の木

広場をつく ったのです。

中島 地下街に広場をつくるというのは、確かにすばらしいことだ

と思います。 ランドマークになりますし、待ち合わせをする場所に

もなります。地下街は雨の日はまことに便利だし、冬は l暖かく夏は

涼しくて、人が集まりやすいのだから、商 J苫街でショ ッピンクをす

るだけでなく、そこに人と人とが出会い、楽しい H寺聞を過ごし、新

しい文化が生まれてくるような空間であ ってほしいものです。 その

点、クリスタル広場やもちの木広場はすばらしいです九。

ただ、地下街の日Ir 点としては、人工照明だけなので盆と夜の変化

がない、そろそろ yt 昏時だなあとい った自然とのふれあいがない、

また四季の変化が乏しい、ということがあります。 さらに、人工空

間の宿命なのか、そこではどうも人は構えてしまう傾向にある 。 白

分をつく ってしまうというか、本音で人と人とがふれあうことが少

ないようにも思えます。だから、例えは、地下街で者寄りをするという

わけにはいかないと思うんです。 そうい った意味から、 Ji 主近また大

須のまちに薪者が集まるようにな ってきているようですが・一 ー。

歴史と新しさ 、若者と年寄が混在する大須

山田 大須のまちは、大須観音を中心に門前町として 500 年の歴史

と伝統をもっ大須商庖街があり、寺院 ・神社があるかと思えば映画

館 . iiI l芸場があり、家具や仏壇の問屋街があるかと，号、えばテレビ愛

知があるとい っ た具合に、多種多様な顔をした街がｩＱｾ在しています 。

それが大須の特長であり、おもしろいところじゃないでしょうか 。

そして、そういうところでこそ、ひょ っ として人間というのはやす

らぎを党えるんじゃないかと思うんです。あまりきれいな府がずう

っ と並んでいるよりも、お好み焼き屋があ ったり、ブティ ックがあ

ったり、その隣りに古着屋があ ってもいいと思うんです。

また最近できたアメ横には、遠〈長野や三重の方からもよく屯気

製品のパーツを買いに若者がやってくるようです。東京の秋葉原や

大阪の日本紙までいかなくても、ここで全部揃うからとい って集ま

って来るのです。

そして、イベントとしてはやはり大道町人繰りがメインになりま



山田 fl 平

すが、そのほかにも毎月 18 日と 28 日に大須観音の境内で行われるカ

ラクタ市がだんだん定着してきて賑わうようになってきています。

さらにこれからは、四季折々のイベントを、年中行事として定着さ

せていきたいと考えているのです。 そうすることによって、お客様

が、とくに地上のお客様が来るんじゃないかという気がするんです。

例えば、お正月の初詣、 2 月の節分、それから春に若草祭りをやっ

て、互に夏祭りをや って、とい った具合に 。 それから特に私は今、

夏にホオズキ市とアサガオ市をぜひやりたいと思っているんです。

そういうイベントは、まさに青空のもと、太陽の下でやらないとだ

めでしょうね。

中島 それから現代の社会は非常に不思議なことに、プロセスを重

視しないで、でき上がったものだけを見ているところがあります。

っくり上げていくプロセスを誰も見せてくれない。 しかし特にこの

あたりの名古屋仏壇や名古屋タンスとい ったものは、伝統工芸です

から、やはり次の世代にもつく っているところを見せてほしいと思

うんです。 それは、伝統を' 受け継ぐためというだけでなく、若者が

それをつくるんじゃなくて、それがつくられるプロセスを見て知る

ことにより、また別の新しい文化が必ずつくられていくからなんです。

山田 ちょうどこの辺には、ちょ っ と路地を入 ったところに裕子の

はま った家が並んだ職人の町があるんです。 そこでは、おじいさん

が彫金や木彫や漆を 塗っ たりしているんです。私はそういうところ

が大好きなんです。 そういう町こそ、これからも残していかなけれ

ばならないと思うんです。 しかし実際にはだんだんと少なくな って

きているようです。仏壇屋とか家具屋とかは、そうい った職人さん

たちがつく ったものを寄せ集めて組み立てるだけなんですから、ほ

んとうに重要なのは、その一つひとつの部分、部品をつくる職人さ

んなんですからね。

中島 そういう職人さんたちを、別の場所で残してもしかたがない。

やはりここで生まれたのだから、ここで残さなければ意味がないと

思うのですが 。

それから最近は、いろんな町でよく再開発をや っており、すべて

経済の原則からスクラ ップ ・アンド ・ビルトでや っているようです

が、あれは実に物質中心主義の考え方だと思いますね。

山田 たしかに、へんな再開発をしてもしかたがないと思います。

歴史のないところは、スクラ y プ ・アンド ・ピルトでいいと思うん

ゃまだ しょうへい

1927 名古屋市生まれ

1951 東京大学経済学部商業学科卒業・

l附大向洋紙庖名古屋支社入社

1956 合資会社大須ういろ入社

1970 附大i i 1 ういろ本庖設立に伴い代表取締役社長

大須ういろグループ会長に就任、現在に至る

その他

1963- 名古屋地下鉄栄地下街組合長

1967- 名古屋市交通問題調査会委只

1980- 名古屋生菓子工業協同組合理事長

1981- 名古屋地下鉄地下街連合会会長

1983- ( 他愛知広告協会理事長、大i j ' ( 学区協議会長

ほか多くの聖書臓を兼務

ですが、歴史のある、伝統のあるところは、そうではいけないと思

います。スクラ ップを止めて、メンテナンスをしなければいけない

と思います。

ぬくもりのある町から本物の文化が育 っていく

中島 ところで、四谷 ・山手通りですが、あそこは大須と違 って歴

史のない何もなか ったところに、名古屋大学ができ、南山大学がで

き、中京テレビができ、病院ができ、そこへ最近ではマンションが

でき、ブティ y クができてきて、ファ ッショナフルな新しい街にな

ってきていますが、山田さんは四谷 ・山手通りについてはどうお考

えでしょうか。

山田 東京でいえば、原宿 ・六本木のような考え方の街だと思うん

です。大須とはま ったく異質の、新しい街ですが、あれはあれです

ばらしいと思います。地下街とは一味違う、地上ならではの、一つ

の街づくりの形だと思います。 しかも大学がありますから若いジェ

ネレーショ ンカず集ま ってきて、活気があ っていいでhすね。 ただあえ

て難点をいえば、若者だけの街である点でしょう 。年配の人はどう

も行きにくい 。

そういう意味では、大須にはあらゆるジェネレーションの人たち

が集ま ってきます。 そして祭りがあり、年中行事の市が開かれ、赤

門通り一平野で毎月夜庖が閲かれ、アメ横があるとい った具合に、あ

くまで凹谷 ・ 山手通りとはｾ っ た、下町の、人のぬくもりのある町

だと思うんです。 それは、デパートや地下街のような人工の、す っ

きりした統一感のある街には不可能なことでしょう 。やはり、ご っ

た煮のようなまちの方が、ぬくもりを感じると思うんです。

中島 たしかに、ぬくもりのある町といつのは、議ー近私たちが忘れ

ていたことであり、これからの町っくりのテーマにな っていくでし

ょうね。 よそ行きでなく、普段着で、構えないで人が集ま ってきて

コミュニケーションできる l町からこそ、本物の、ぬくもりのある文

化が育 ってくるはずですから 。そして名古屋市民が心の故郷と感じ

るような、四季折々の風情のある町として、大須がますます発展し

ていかなければいけないでしょうね。

今日はいろいろ楽しいお話しをいただきありがとうございました 。

7  
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旭化成建材は豊かな環境づ、くりを推進します。

ヘーペJL ヘーペ ｊｌｾ 旨テａＮ ｈｓ I t  ..... ，L  A C C S ' t  ..... ' L  

凶独へーベルＱＭＱＱＺＮの技術 ｬＺＧｈｪｾ で生産

している AL C (経i，t気i包コンクリー

トL 主. l t 築の届綴 ・床 ・1111仕切・外壁

に使 ｭ される 。 軽い断熱性に ｾｾ［ω ・・

火に強い ・・l 法制度がよＧＮｾ l 、 など

の特長を布するこ t から、経済性

病住性 ・胞工性に大変緩れU .lt材 t

して、r . l lr!i剖l を中心に多彩な 111; 企の

池築に i丹17.t しています 。

へーベルの特性をそのままに、 一体

成型された大型 AL CノぞオJ ν 。AL Cの

常識を破った偏 1800.m. ダイナミッ

クで) J Ｇｊ 飢、自主而 ・ 免 ｾＡｻＷ 7 スナ ーに

よる取付け・. . 訂正な工業化等々、立

匠性 ・施仁性 ・経済性! : . bに PC版を

超えるオ; 材として注目をmめています.

，Ｎ百 ｩ 品 ・ 向 ｉ 玉・ ｉＮＢｾ 主 Ｑ 獲生によ っ て生み

Ｚ Ｎ ｾされる。 Ｚｉｪｾ 創立恭縫抗 。 ｾＱＡ［ Ｚ￹￺ コンク

リートの約 3倍強に吋たる圧縮強1fJ_

をイi L 、ait's質のバラツキもないため、

抗の小僧化・軽位化ｩＧ ｪＨｾ Ｎｩｬ主し、施工

の令 Ｎｦｉｾ化を ｩ 主成しますＮ

申 国 旗 旭 化 戚 建 制 織 式 会 社

各 製 品 の 間 合 わ せ は ・本社ー大阪市北区堂島浜ト2-6 新大ピル n 06-347-3846

向t比・向11: .  ［ＡＮｾ主 ｩ 養生ｩＧ絞て生 ｩ 墜さ

れる肉強度コンクリートと鋼管によ

る筏令指r Lo 引d民力 tこ強い鋼1 : . . 圧縮

)J に優れたコンクリートの長所を組

み令わせ ｴｾｊ ， ｩ 先端を行〈杭 ｴ して ｩ 首

脳 小。

・営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦2-2-13名古屋センターピル念日52-221-9654/ 金沢市片町2-2-15北国ピルft 0762-31-7188/高松市寿町1-2-5朝日生命高松第二ピルn 0878-22-0305

有豊化成株式会社

・本 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿3-2-5富山化学ピルn 03-348-2017

・出議所名古屋市中区栄5-3-21 合 052-26ト6681

サン工業株式会社



弥富町立弥富北中学校

所 在 地 愛 知 県 海 部 郡 弥 富 町 大 字 鎌 倉62

設 計 青 島 設 計

施工 鹿島建設 ・佐藤工務底 ・内藤産業共同企業体

敷地面積 32 ，386 m'  

延床面積 9，962 m'  

規 模 地 上 3 階

構造 鉄骨鉄筋 コンクリ ー卜 造

竣工 1980年 3 月

名古屋から押し寄せる住宅は、もうこ

の近〈、手の届くところまで迫ってきて

いる 。 しかし、まだこの中学校付近は数

少ない田園風景をとどめている 。 ここに

白い台形の校舎が出現した。海抜 0 メー

トル、一望千里の平野のなかに、もし、

濃緑を呈しているなら農耕民族の祖を肥

る鋲守の森に見まごうであろう 。 しかし、

この白い台形は、白いことにより四季を

通してこの風景の中でのラ ンド マークと

なり得ていて、いうならば、いまの鎮守

さまなのである 。 この台形状の校舎の発

想、は、両棟の聞の空間を 室 内に取りこむ

ことにより、生徒相互、教師と生徒のふ

れあいの場とし、全校生徒と全教員が一

堂に会し、種々のイベント、ミーテイン

グ、また地域住民との交流の場になろう

ことを意図している 。 イタリアのピアツ

アーを想い起こす愉しい広場は、これか

らの教育空間である 。

東 海 の 建 築 マ ッ プ 一 一東海支部建築マップ小委員会一 一

美並村基幹集落センター

所在地 岐阜県郡上郡美並村大字高砂

設計王国建築設計事務所

施工 カツラ工業

敷地面積 43 川 79m'

建築面積 682. 84 m' 

延床面積 623. 30 m' 

規 模 地 上 l 階

構造鉄筋コンクリ ー卜 造

竣工 1978年 12月

何か物かなしい哀愁をこめた民言語でひ

ねもす踊る郡上おどりの隣村の緑深い北

波の山にかかえられるように、この美: ! l E

村基幹集落センターが勾配屋桜のし っと

りとした色調で件んでいる 。

この建物は、山裾を切り開いた台地の

旧小学校跡地に、この村の約80% を占め

る農林業者の研修施設として建てられた

ものである 。

緩やかな勾配屋綴にあたたかく抱かれ

景観としての建築

るかのように、打放しコンクリートの丸

い列柱、アルミ地色の大型サ ッシュはよ

く詩司和をかもしているほかには、際だっ

た特徴をも っていない。 しかし、この控

え目な表現は、この建物をとりまく自然

環境との融合に細心の注意をはらい、最

優先したデザインは、使い手に人と自然

とが手を結ぶことにより、人と山との深

い理解といつくしみを与える象徴的建物

である 。

也築と社会/ 1987年 3 月号 9  



現代ベラベラ住宅への疑問

正直いって、私は住まいに関する本をあま

り読んでいない 。理由をあげればいろいろあ

るが、単純にいってしまえば、興味をおぼえ

る内容のものにごくわずかしか出会えなかっ

たカ‘ らて、ある。

ここにとりあげた三，11]- は、それぞれ視点が

異なっていながら、厚みを失った現代のペラ

ペラ住宅のありょうへの疑問という共通の問

題意識を読みとることが出来る 。

*  *  *  

三 ，11 ] - の中では、イキのよさ、問題提起の明

確さ、そして本としてのオモシロサの点では

「笑う住宅」が最も痛快であ った。この本は、

前作の r r秋葉原』感党で住宅を考える」に

対して反応してきた様々な住宅病の人々への

返答として iEr. かれたものであるが、その 中心

にな っているのは、家にまつわる常識の幻恕

の打 ｉ ｾｦ ｬ と、住まいに巣くう病への笑践的な反

tdt である。

この本の魅力は、大ていの建築家が得々と

して諮りたがる自分の設計思想、の話の持つー

径のアホらしさには目もくれず、著者と同様

に向由な精神を持つ住み手との共同作業が、

笑にイキイキと語られていることである 。

ここに登士易してくる施主たちは、住まいを

作るという作業に入る前に、まず目にみえな

い大きなー仕事、あるいは l淡いをすませてき

た強者である点が興味深い 。 そのー仕事とは、

家族の内部に存在する最も強固な敵一一たい

ていは、今日のショートケーキ住宅の大好き

な母親や女房であるがー ー との li i X いである 。

この li 袋いは 、 まさに今日の大衆消費社会を相

手にした l淡いでもあるが、それが単にドンキ

ホーテにな ったり、単純な怒りや、問題指摘

に終わらず、工業化H寺代の小屋づくりとして、

視点の転換を具体的な笑例で示しているとこ

ろが共感を H乎ぶところであろう 。

た、このような住まいづくりは、住宅に

限られたものではなく、 「地域性や歴史性を

産み直す力」にもなりうるのではないかとの

展望を示しているところに、この本を単に元

気のいい、マイナーな住まいっくりの異端容

にとどまらせていないよさがある 。

このように読んでみると、 この本は舎庖で

書評
橋本敏子

rf主宅」のコーナーに置かれるよりも、むし ? としている民家を素材に、東アジア諸国で

ろ「文化論」の方に澄いてほしい本のょっに の調査を通じて、日本住宅を構成している基

思える 。笑際、載せられている住宅をみると、 本的な要素が、実は束アジアの国々の住宅の

住みこなすノ マワーを持ち続けることが必要条 中にも 、、そっくり。さんとして存在している

イ牛のように思えるからである 。 ことを発見してゆく 。

朝鮮 ( 本文での使用に準じる) の古都、慶

州周辺の集落でみかけた住宅の屋根や長屋門

と奈良にみられる天平H寺代の社寺の屋根のデ

ザイ ンの近さ。あるいは、日本住宅の独自性

を語る上で不可欠の紙障子や襖も 、笑は朝鮮

笑う住宅 笑う住宅

凶 ｾ ， よ 石 山 修 武 著

l  

*  

筑摩書房刊

1，300円

日 本 人 の

「住まい」は

どこから 来 た か

吉田桂二著

鳳 山社刊

1，8∞円

奥 座 敷 は

奥 に な い

中岡義介著

彰国社刊

1，500円

*  *  

「日本人の『住まい』はどこから来たか」

の方は 、ア ジア抜きの日 本文化論のIf(" しさを

ｬＧ ｩＱｩゆ益な口調で諮 っ た ｬ 床わい傑ぃｾ存作である 。

日頃、当然のことのように西洋文化に対比し

て日本文化の独向性を主張することに巽手[l !惑

を感じなくな っていることへの疑問から発し

て、 「ちがい」への着目から「同じ」ことへ

視点を転換させてみた時みえてきたものは何

か。

や中国にもあるという話。

立や、瓦、壁、卯達といった、日本住宅の

特性を語る諸々の要素が、広〈東アジアの国

々の住宅機式と共有するものがいかに多いか

にあらためて鯖かされる 。

いわれてみれば、 日本の文化そのものが、

歴史的にも隣核する諸国からの絶えざる輸入

によ ってもたらされてきたのであるから、篤

くことの方が、本当はおかしいのである 。が、

この矯きを感じるほどに、我々は今では「洋」

文化との一体化に何の呉和感も持たなくな っ

ていることを知らされる 。

*  *  *  

著者は、自分の専門分野であり、研究テー

、、住居はカミの住まいである。。日本人の

住居の恨滅的なイメージをこのようにとらえ 、

人と住居、{ 主空間のコミュニケーションを係

々な切口で示したのが「奥座敷は奥にない」

である 。 ところで住居の発展においてのみな

、ず非機能的なものの重要さが、現代にます

ます必要だという論旨は、目新しいものでは

ない。 どのようなところに、どのようなかた

ちゃ意味を非機能的ととらえ、更にそれが「必

要だ」論から 「どのように可能か」までを知

りたいのだが、その般のものは笑は少ない。

残念ながら 、この本においても発見 、誘導の

重要さの指摘にとどま っている 。

Ｍ ｬｾ Ｇ して流れている楠住居はカミの住まい。

という発想;! は、日本人のtRi l ! 目的な住まいイメ

ージをつくものとして興味深いが、現代に金二

きる我々にと って、カタカナで示されるカミ

イメージとのかかわりを、もう少し述べてほ

しか った。空間の持つコミュニケーション機

能に強い関心を持つ者としては少し残念であ

る。

新刊寸評

現代すまい考

早川和男 編著

「すまいは人間と暮らしにどう; 移管i するか」が

本当のテー? である 。 日本におけるすまい 'jc怖の

惑さ、特にその狭さは、子供 ，1 ; 人をはじめ社会

的に弱い所に怒彩響を与えているが、その様子が

10 也 築 と社会/ 1987年 3 JI サ

現場をあずかる人々の口を通して浮きぼりにされ

てゆく 。この本からは、生活の様であるすまいの

大切さにいつまでた って も気づかずにいる日本人

及び日本の住宅政策に対する苛立ちが ｉｕｾ びとな っ

て聞こえてくる 。この IUI びには行政だけでなく日

本人一人ひとりが耳を傾ける必要がある 。ただ本

当は、多分に経験的、感覚的であり、取り上げら

れている社会問題とすまい '1¥-1i'J との相関は必ずし

も明確ではなく、またその解決方策にまでは踏み

込まれていない。それは今後我々日本人一人ひと

りが兵世IJ に取り組んでいかねばならない課題であ

り、そのことに気づかせることこそが本舎のねら

いであると言えるだろう 。

高木雅章/ 神 戸市( 都市文化社刊 1，000円)



第一人者二人による計画論

本書は、わが国を代表するニュータウン ・

プランナーと再開発コンサルタントによって

苦トかれたユニークな都市計画論である 。取り

扱われている内容は、都市空間計画技術の基

本的問題であるが、先端的な話題もちりばめ

られて示唆に富んだものとな っている 。記述

は、いわゆる教科3 的な体裁を避けて、初学

者にも読みやすく工夫されている 。

身近な町の問題を扱う

全体の構成は以下の通り。先ず、第 1 章「都

市とは」及び第 2 章「者11市のライフサイク j レ」

で、都市に対する基本的認識が述べられる 。

続いて、第 3 i;'i: r都市の計画」、第 4 i;'i: r都市

環境とニュータウンの計画」、第 5 ｾｲ 日本の

ニュータウン」の 3 編で、ニュータウンを中

心とした都市計画 ・設計論カ、具体的に展開さ

れる 。 さらに、第 6 ｾ＠ r都市の再開発」で市

街地の再開発の諮問題が総合的に説明される。

第 7 章 「都市の住宅」と 第 8 章「都市の下部

構造」は、まちづくりの袈紫としての住宅、

道路、公園などを扱 った言わば各論にあたる 。

第 9 ｾ＠ r まちづく りと文化」では、 都市景観、

地域性、近所づきあいの問題ーなどが論じられ

ている 。最後に、第 10章 「これからのまちっ

くり」で今後の展望が51肝炎形式でまとめられ

ている 。

本Z!? で強調されていることは、者11市が人間

の居住によ って成立し、住宅を主要な ，(i Yi 成要

素としていることである 。人間iに焦点を当て

た都市計画、それも身近かな問の問題、住宅

や公図、商庖街などを中心に者11市を論じるこ

とが、笑はこの* の主題ともな っているので

ある 。従 って、都市計画の技術を扱 った告物

であるにもかかわらず、その内容は極めてソ

フトであり、また、都市に屑住する人聞の問

題が多〈論じられている 。例えば、第 7 i;'i:で

は、都市居住者のライフステージと住宅の関

係について、 13の世帯虫別に興味ある考察が

加えられているし、第 9 主主では、近所づきあ

いの問題が著者の海外居住経験などを通して

具体的に諮られている。また、第 8 章におけ

る道路の扱いに関しても、者11市交通の体系を

述べることより、歩行者空間としての道路計

画を説明することに重点が置かれている 。

書評
高 田 光 雄 ( 京都大学建築学助手)

i't . m: な資料となっている。

ところで、わが国のニュータウンの多くは、

昭和40年代に企画 ・着工されたものであるが、

完成したものは千里ニ ュータ ウンだけである 。

今日、多くのニュータウンでは時代の変化に

対応した計画の見直しゃ修正が求められてい

る。 こうした状況をふまえ、著者はこれから

のニ ュータウンのあ り方として二つの方向を

示している。一つは 、住宅単機能都市から多

機能都市への転換て" ある。施設誘致により宅

地処分を 早め、導入した職場により住宅需要

を喚起することもできる 。 もう一つは、付加

価 値の高い高質住宅都市の形成である。 地区

計画や建築協定を活用して美しい町並をつく

ったり、ボンエルフ道路や親水空間を計画し、

スポーツ ・レクリエーション施設を充実する

ことなどが具体的な戦略である 。

もう 一 人の著者、篠田氏は、多くの再開発

卒業と商庖街の活性化に長年携わってきたこ

の分野の第一人者である。 ここでは、商業活

動が都市にと って極めて大きな役割を演じて

いることを事例を通じて論じた後、住む空間、

働く空間に加えて、市民生活を豊かにする商

業 ・レジャー施設等の「第三空間」づくりの

重要性を説いている 。一方、まちづくりの目

標として、広い意味での社会資本の充実とい

う視点の必要性を 指摘し 、再開発によりその

笑現を目指す。 また、再開発を通じて 、都心

部への住宅供給を促進する意義と問題点を明

らかにし、さらに、公的焔設、業務施設、文

化施設の組み合わせが、まちづくりと事業成

立の阿聞から求められる ことを分かり易〈論

じている。

ー書評委員 ( IIHfl 、田島 )

伊藤郁自11 ( 日建設計)

伊従 勉 ( 京都大学教養部助教授)

太田 Il .!fd言( 坂倉建築研究所大阪事務所長)

加藤邦男 (京都大学建築学科助教授)

続本敏子 ( 生活環境文化研究所所長 )

桝がl昌平IJ ( 神 戸市営絡諜)

山形政昭( 大阪芸術大学建築学科講師)

経験をふまえた論述の魅力

本蓄の最大の魅力は、著者らが笠宮な経験

に基づいてまちづくりを論じていることであ

る。 しかも、この本の著者らは、おそらく今

日わが国で望みうる最高の実務経験の持ち主

であるといってよい 。 そもそも、建築や都市

計画の発展は、純粋理論や大発明によっても

たらされるものではない 。地道な経験の積み

重ねこそ重要なのである 。それゆえ、建築計

画や都市計画の学問としての成立も、経験の

体系化にかかっているといえる 。経験に基づ

く様々な記述は、理解を容易にすると共に説

まちづくりの話

都市に森をつくる

半田真理子著

本米、布1I 市における紋とは、ストリートフアニ

チュアのーっと してのこ義的な装世ではなく、人

間] が生前する のに必嬰不可欠なも のなのである。

それが、この本の <1' で片す; がー1' 1" してj Aべている

まちづくりの話
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1. 800円

得力を持つ。 さらに、著者らが、日常業務に

おける過去の経験を重要視し、主主; の機会に生

かしてし、〈努力を重ねていることを行聞から

読み取ることができる。経験の積み重ね一一

これは、この領域における計画方法論の本質

をなすといっても過言であるまい 。

著者のひとり富安氏は、千里ニュータウン

をはじめとするわカ、国の主要なニュータウン

を手掛けたプランナーである 。 その経験をふ

まえ、ニュータウンを都市環境モデルとして

位置付けた上で、安全性、健康性、利便 - 効

率性、快適性、文化性の 5 要素からなる者JI 市

環境の計画を具体的に述べている 。千里ニュ

ータウンにおける現在の環境評価は極めて高

い。ミ存者はその主要な理由を、住宅周辺のオ

ープンスペースの笠かさ、高水準の文化 ・リ

クレーション施設が集積するタウンセンタ一

主主備状況、大阪都心に直結した交通網の 3 点

であると分析する 。 こうした特性をもっ千里

ニュータウンの計画には様々な試行錯誤があ

った。また 、その経験は、それ以降の計画の

新刊寸評

ことなのだろう 。それを、理論的というよりは感

情的あるいは視覚的に訴えている点がかえ ってこ

の本に説得力を持たせており 、読む者をすなおに

ミ存在φ に入り込ませる 。

近年建築や都市計画の分野でも女性の進出には

めざましいものがあるそうだが、この本を読んで

いるとそれも素直にうなずける 。ただ、問題は、

それをいかに現代の日本の都市で笑現していくの

かにあり、それこそがミ存者及び都市計画や建築に

関わる人々の腕の見せ所となるのだろう 。今後の

有者のさらなる ｲＶｾＯｾ を期待せずにはいられない 。

型F々口雅人/ 神戸市 (朝 日新聞社刊 1，300円)
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会員グループの頁

5  

大日本土木

大日本土木附の会員は 19名います。 i 会員

グループの頁 J をいただき、すぐに会員を集

めよう、と声をかけました 。会員は、現場、

庖内などに分散し、なかなか集まることが出来

なくて、それではということで設計部門の人

に集まってもらいました 。

大阪支庖の設計部は、堂島でもひときわめ

だっ「近鉄堂島ビ j レ」にあります。設計の所

属する 10階は、いつも夜遅くまで光が燈々と

輝いています。窓、の東側を見渡すと曽根崎新

地が一望にみえる、優雅な環境です。

会員の構成は 30歳代の後半から 40歳代の技

術 1哉の社員です。会員の平均年齢は我が社の

社員平均年齢をはるかに上廻 っています。

高度成長時代は情報不足で協会に入会する

ことで情報収集に大変役立 っていましたが、

情報過多の現在は、ちょ っ と;1診がうすくな っ

たように感じます。

- 集 まり

大阪支庖の設計部では毎週金曜日に自主研

修会を行っています。12月12 日に「会員グル

ープの頁」をまとめるために時間を当てまし

た。

12  往 怒 と社 会/ 1987年 3 IJ 号

「ワイワイ、カヤガヤ」と自由な意見が出ま

したので整理をして報告します。

・「建築と社会J のどの記事に興味があるか

1.  i 作品作風j

2 .  i 法令コーナー」

3 .  i新建材紹介 コーナー」

4  その他「特集 J i 設備の頁 J i構造の頁」

・どんな印象か、感想は

1.  i作品作風J

イ) アート紙の上質で印刷され、色っーりの出

来もよいので見やすい。

ロ) 資料として保存する価値がある 。

ハ) 要領よくレイアウトが出来ている 。

ニ) 解説をもう少し詳しく欲しい 。例えば仕

上材はこのようなものを使 ったとか。

工事費も解りませんかね。

2 .  i 法令コーナー」

イ) 毎固まとまりがよく編集され参考になる 。

ロ) 約200件以上の事例があり、研修材料とし

ても最適。

ノ、 ) どうしょうかと困っているとき、たしか

にあそこに記事があった、と探してみる

ときがある 。

3 .  i新建材紹介コ ーナー」

イ) カタログよりも詳しく解る 。

ロ) 建材の弱点、使用上の注意をもっと紹介

してほしい。

4. その他 「特集J i 設備の頁 J i構造の頁」

イ) 役立つことがある。

ロ) タイムリーなものが少ない。

. 保管について

設計部門の日常業務の中で書籍の保管も大

切な業務です。 そこで我々の保管方法を紹介

します。

毎月音11内に回覧し、 6 ヶ月ごとにパラノ〈ラ

にして記事ごとに分類し保管しています 。仔IJ

えは、作品作風、特集、法令コーナ一、

等を別々にファイルして収納します。 これは

利用する側から大変便利だと評価を得ていま

す。

- おわりに

ワイワイ、ガヤガヤと自由な意見が飛びか

つて、にぎやかな雰囲気でした 。 日常業務で

は味わうことの出来ない時を過ごせました 。

期待していた以上に話しが盛り上が り、日

頃多忙の中、このような団楽を与えていただ

いたことに感謝致します。

( 文tt . 深田雄三 / 大日本土木)



新建材紹介コーナーNo.141
日本建築協会建材委員会

ガラス繊維補強セメント

F i el d- GRC 

株式会社中山製鋼所

本 社 大 阪 市 大 正 区 船 町 l ー 1 - 66 fi 06- 55ト 3331

東京 Ｇ ｉ ｾ 務所東京仰千代凹区大手町 Ｒ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ fi 03- 23ト 1391

九 州 市 務 所 宮 崎 市 古 田 町 11-24(黒木ピル2階) 宮 0985- 20-9063 

1 . はじめに

コンクリート構造物は、耐久性が高〈、維持管理をあまり必要と

しない構造物て。あると言われてきましたが、近年、大気汚染等と相

まって、塩害、アルカリ骨材反応等が起こり、コンクリート構造物

の劣化が社会的にも大きくクローズア ップされつつあります。 これ

らを解決する方法として、①ポリマーの添加 ②鉄筋の防鈴処理

③各種繊維の添加 などの方法が試みられております。

通常、 G R C は、セメントスラリーをポンプで圧送し、それと同

時にガラス繊維のローピングが切断きれながらセメントスラリーの

噴霧状態の中に混合され、吹き付け、脱水、養生し、製品化された

ものであります。従って工場生産が主力であり、現場施工では、ガ

ラス繊維の飛散、及び塗着効率が悪い等の欠点により、闘維とされ

ています。

今回、開発された F i el d- GRCは、耐アルカリ硝子繊維を混入した

コンパウンドを使用することにより、硝子繊維を単時間で容易に悦

合することができ、混合機についても、一般的なモルタルミキサー

で行え、いかなる現場においても適応できる現場施工用 G R C です。

2 .  F i el d- GRCの特徴

1  ) 広範囲の現場施工が可能です。

2  ) ガラス繊紛の飛散がなく、安全で衛生的です。

3  ) 工場で計量 、調合された材料をそ のまま使用しますので♂:質管

理カ、谷易です。

4  ) コンクリートはもとより、木毛板、各館断熱材、防水料、金属

面等のほとんどの下地に按若します。

5  ) 施工法は、 l吹付法、注入法、銀塗り法のいずれの工法でも可能

です。

6  ) 材料の配合が簡単確実で似合機や施工機も特殊なも のを必要と

しません。

7  ) 早強性に優れ、 10mm厚みで48時間の自然養生で使用可能となり

ます。

8  ) 曲げ強度170kgf /cm' ，圧縮強度350kgf /cm' と高い性能を持 ってい

ます。

9  ) 耐摩耗性、耐衝撃性、耐ひび割性にすぐれています。

10) 低透水性、少吸水性ていあり、耐海水性、耐アルカリ性、耐階性、

耐薬品性にも優れています。

11 ) 難燃性、断熱性にも優れ、特に鰍燃 l 級に合格しています。

3 .  F i el d- GRCの調合及び施工手)1頂 ( 1 施工ユニ ッ ト)

1  ) モルタルミキサーにセメント、 40kg と Fi t サンド C - 5 、30kg

を投入し、 EE練りする 。

2)  F ield- G R C コンバウンド 20kgの践を開け、中のポリ 7 ー溶液の

みを添加し悦排する 。

3  ) モルタル状になった所に Fi el d- GR C コンノ マウンド絡に残 ってい

る硝子繊維を数回に分けて投入し、後排する 。

4  ) 混合完了した F - G R C は、銭塗 1) 、ポンプ圧送による l次付け、

及びポンプ圧送注入等のいずれの方法によっても施工できます。
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4 .  F i el d- GRCの性能

試 験 項 目 規 格 試 験 結 *

l 曲 If 強 l主 J  1  S  R  5201 172kgf /OrI 

2 庄 縮 強 度 J  1  S  A  1108 355kgf /OrI 

3 長 さ 変 化 耳 : J  1  S  A  1129 コン バレータ一法 7  . 13X 10- ・

4 耐 J世 粍 試 験 J  1  S  A  1451 0.3凹

5. 耐 衝 撃 試 験 J  1  S  A  1421 ( なす形 1kg 1  m高さ ) ひびわれ無し

6. 付 消 強 さ 総 研 式 (対コ ン7 リート平板) 21. 3kgf /orI 

7. 吸 水 1I1 1  J  1  S  A  1404 24時間 13.3g 

8. 透 水 量 J  1  S  A  1404 3  kgf /OrI加圧 1時間i 2.3 g  

9 . 耐 7 1レカリ性試験 J  1  S  K  54∞ 30日間授横 異 常 な し

10 耐 般 性 試 験 J  1  S  K  54∞ 30日間1&術 異 常 な し

II 温 水 噴 霧 試 験 J  1  S  Z  2371 5∞時間 異 常 な し

12. i邑冷繰リ返し試験 異 常 な し

13 錐 燃 性 試 験 J  1  S  A  1321 l 級 合 佑

14 耐 凍 結 融 解 試 験 A S T M C  666 A法 2∞サイクル

質量減少牢 3.4%  

動弾性係数低下率 35.5%  

5 .  F i el d- GRCの応用例

1  ) 駐i葬場、倉庫、カ‘ ソリンスタンド、工場床のオーバーレイ 。

2  ) 歩道橋、道路、高速道路高欄 のライニング及び欠落苦[1の補修。

3  ) 地下室、地下鉄、 トンネル等の防水補強。

4  ) 各種コンクリート及び鋼材位造物の塩害、凍害、風化防止、対流

摩耗等に対する仕上げ材。

5 )  1足業用水路、段差溝、 l品業用サイロ等のオーバーレイ 。

建材委員/ 長橋英彦 ( 日本怨築総合試験所)

.lJ¥換 と社会/ 1987年 3 月号 13  
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@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 説 験 所
乾式石張り工法非耐力外壁の耐火

性能試験結果

1  . まえカ、‘ き

| 耐久性があり美しい天然石による挫築は、，J j くから世界各国で行

われてきた 。 J也民多発のわが国では{ ' ，Yti 丘材としての不IJ/ . i ，は凡られず

地工例もまれであるが、 ｩｾ ｬ ｊＮ 牧 ｉ ｔｩ材 を用いた ｩｍ 式および乾式によるｔｩ

4長リ工法の開発により、建築物の ιl'、低層j或を 小心に内外装仕上村

として天然石を使用する例が多くな ってきた 。

建築物の高層化に伴い高層域への街婆がrEまる現街、同工法の耐

民 ・ 耐 ｊ Ａｬｬｾ 、耐火 性に ｼ 刻して作性能の雑誌が必要となり、当試験所耐

火防火試験 室に 、非 ｉｭ ， ｴ 力外倦用 ｾｩｌ 式ｔｩｾ長リ パネル工法の 耐火 Ｑ 11寺rrI]

性能試験の実施依頼があ った。 当試験室は、依航者とともに数f i Ul'i

の仕様の小型試験体による予備試験を行ない、その '1' で11止も令: @的

と思われる工法について建設符令示釘¥2999サ に 規 定 す る 外 壁 け 同J

カ壁 ) 11時間耐火性能試験を笑地した 。試験の結来は良好で、同工

法としては初めて外壁の 1 11寺川耐火梢iiE として娃設作の認定を受け

た。以下に試験の概要を示す。

2  花 闘 岩 に つ い て

花筒岩は通称みかげ石と呼び、給品が大きく燐くと光沢が伴られ

美しいことで知られている 。怨築材料としては 1: 廷li! 1! 徽密でl以水性が

小 さく而;t 久性 ・耐摩耗性におみ加l工性が良〈大J、イが利られるという

利点 があるが、重量が大きい 、耐火性は 小 という欠点を持つ。高 Ml よ

加 熱 l侍における花街l岩の圧縮強度は、才7の産地により 差があるが、

一般的な傾向を 図一 1 に示す。 同図には参巧としてコンクリートに

ついても併示した 。

3  試 験 体 の 矯 成

試験体は 、 ポルトガル産の花開岩 ( 以下石村という ) の的板 (1写

さ3 .Omm)  3 枚を石引きファスナーによりi ' ，Yi
J
¥リ鋼のノ、ネノレフレームに

緊結後 、石村の屋内面にノ マーライトモルタル( J 写さ 30mm) を打設し

た物を 1 枚のノ マネルとし、同ノ、ネル 2 枚を l 試験体に組込みノ、ネル

フレームの屋内 JWJ に石綿けい般カルシウム板( J 写さ 10mm) を袋打ち

したものである 。 なお、目 J也のイ士機は石村 IH] 、パネル聞ともに、白

地内部に石綿ロープ( 石村 ItrlO10mm・パネル1111世25mm) を入i L 、屋外

国をポリサルファイド系コーキング村で処理したものである 。パネ

ルの垂直断面を 図 - 2 に示す。

4  試 験 方 法 ( 昭和44年建設省伴示釘¥2999号による )

- 力[/ 熱炉 -有 効1J II 熱田fl'l ltllj 2111 X 目玉さ 2 .7 m ・熱源 占11;，li ガス 。

・加 熱等級一 l耐火 111寺IM]}) I日熱。

・試験体 - 屋 外側|げJ日熱用 2 体 ・民内 iJl IJ}JrI 熱用 2 体 ( 1悩2 . 14 m X 高さ

2 .  74 m)。

・裏面温度の iWJ 定… C A 熱屯対の熱篠点を 10cmX  10cm、厚さ 15mmの

すぎ板で緩い、試験体に密着させて iJli J定。

・目視観察 加熱中 ・耐火上有害な変形 ・破壊 ・j悦終等の有無を硲認0

・衝撃試験 0 ・・ 試験体の加熱聞を上にして水平に置き、 5 kgのなす形

おもりを 1 m の丙さから活下させて裏面への iI 過の有

無を隊認する 。

14  主II 築と社会/ 1987年 3 J/号

所 在 地 ー吹田市藤白台 5- 8 ー 1 〒565

電 話 ( 06) 872- 0391 F AX" ' ( 06) 872- 0784 

業 務 時 間 平 日 : 9: 00- 17 : 00

土曜 : 9  :  00- 12 :  00 

5. 試 験 結 果

試験の結袋、裏面温度は 図 - 3 に示すように 3昼間以l立限界他 260

℃を下廻 った。加 熱f去の試験体の状況は、 写真 一 1 に示すとおり、

石村の一部に古Ilhを生じているがj悦務にいたる危険性はなか った。

同工法の耐火性能は、石村 の熱膨張による変形に 大きく左右され

る部分が多〈、今後の諜題としては、T i 'll きファスナーおよびアン

カーの形状、配置、石村周辺の目地を、T i ｾ ［ ｾ の変形に充分 追従出来

る摘造とし、加熱中に生じた平i ｦｾ の ［ Ｇｉｉｊ れを悦滅するこ とで 、 一 層耐

火性能の高い工法とすることが可能と忠われる 。 なお衝喰試験では

特 lこ呉' 出は認められなか った。 耐火防 火試験室 表 弘
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図ー 1 高温加熱後の コンク リート および花闘岩の圧縮強度
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図- 2 試験体の権成断面図 写真一 1 加熱後の試験体の状況
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読者の頁

書評「東京21世紀の構図」 尾 峨 桝 N H

型の計画にな っていることである。 地震等の災筈

が多い* 京において、非常の際に大きなダメージ

を受けるほどによｾま っ てはいけないとしながらも、

諸機能が東京を中心に望者備され互いに連絡しあう

ことで、日本列島の中枢として現在以上の築績が

なされることと、この機能集中が首都圏規桜にま

で拡大されていくことを目指している 。共同様に

よる都市ネ ントワーク作りと都心部の容積率見直

しは、そのための条例ーと読みとれる 。 国際競争に

勝ち残 っていく手段として活動の 中枢を東京に集

める方が有利であるという考え方から各企業は東

京へ集秘してきているわけだが、東京一点集 中型

の基童話整備はこの傾向をさらに促し、今以上の混

乱を生むことになる 。

「私の東京論」が花雌りである 。 日本の総人口の

8  " 訓が都市古11で訴らし、 2，500万人もの人々が「首

都圏」をすみかとしている現在、東京の椛氾! を示

していくことは <!1世紀の日本の全体の姿を考える

上でもたいへん霊裂なことであり、専門家に限ら

ず、機々な分野の人達が東京の魅力について述べ、

この巨大都市の将来イメージを描いている 。 それ

らの多くは、今後とも首都東京の役割が大きくな

ることを誇示している 。

この本でも「点京の椛恕」が絵と文章によ って

示されている 。 本全体を ｬｾ いている ｊｦ え方は、高

度経済成長で太平洋ベルト地帯を作 1) 、列島改造

論ではそれを国土の悶々にまで広げようとし、さ

らに、発展途上国の開発へ手を広げてきた開発の

「活力」を 、今度は環太平洋への進出と、圏内の

大都市改造へと向かわせていこうというものであ

り、政府で策定しつつある 「中枢的都市としての

点京」のイメ ージをスケッチ風に示したものであ

る。

ＢＢＨ Ｑ［者はＪｾｾについての現状をどのように認殺し

ているのか。文 "1ド1てで酬は r  Ｑ仁口 Ｎ ｾ ｉ 然 ｔ資 ｅ イ本王 ｉ 社会 ｦ資 ｅ ノ本ド 」 と

J点i収-!. ;1百京〈の人々 の生h活可の 3 .'点'

rn然資4本ζ 」については、| 民IJl U也7Yは従来より 22

かな n然、風土に忠まれていたのが、戦後次第に失

われてきたこと、 「自然」を、生態 j皇室:J iをそのま

ま残した形では、大都市と共存させることが不可

能であること、の認識から 「自然」のもつ変化( エ。

ントロビー ) と活力 ( エネルギー ) を都市の改造

の中で再生しようとしている 。

「アングラストラクチャー J ( 幹線共同構) は数

年前から筆者の示してきた椛恕で、とくに不足し

ている生活苦日門のインフラストラクチャー獄1hll の

ために、公的施設で込あるエネルギー供給システム

を作ることを提案している 。地下に建築されるこ

の巨大構築物が生活のための基盤システムとして

優良な社会スト ックになるのだと 言う。

21世紀には、東京は、間際化に伴い、世界中の

人々が交流を行う場になるし、そこに流入した人

達が第二、第三世代を迎えて、東京を故郷とする

人が増えるし、告I1心生r ，ri も大きく変わ っていくで

あろうと予想している 。

現在とくに国民の関心の的にな っている ( 国際

居住年 ) 住毛については、高 ・主主 狭の住宅般を、

超高層住宅導入による都心空間供給量のT : "1力11によ

って対応していこうとしている 。生活形態につい

ても別荘と 都心住宅の併用によるパラ色のビジョ

ンを J前いている 。

こうして 21世紀の東京は rif庁洋メトロポリス 」

としてダの未来都市に生まれ変わるのである 。 と、

これが筆者の主仮て・あるが、はたしてこううまく

いくものであろうか。

本舎の r ， ｨｙｩ 必 」の第一の特徴は、 Ｊ京 Ｍ ＮｉＮＧ ＺＨｾ 中

者11市の j形成は民間の自由な活動に任せておけば

よいとしているのも、この r-hYi:t': lJ の大きな特 徴

にな っている 。政府は現行法の見直しによる都心

の空間保附や空| 白川IIJ F l の調整をやる機関にとどめ

ていこうとしている 。本誌では、自由な建築活動

が技術の| 向上や建設業界に対する活力を生むのだ

という視点から、都市計画への大幅な企業参加を

認めているが、このことは先の束京への過集積と

もキ11 まって、土地の投機的活用を 取hとした大企業

による都市の改造をいちだんと激しく進行させて

しまうことが容易に必像される。

コー プフォーラ ム ' 87 いま日本の コーフ。住宅がおもしろい

この rf，Yi:l'J.l J のもつこのような 矛盾が端的に示

されるのは土地問題についてである 。筆者の見解

によれば、土地のlilli 給高騰は、所有者、使用者 、

行政の複雑な権利関係が生み出しており、それを

務理することが必要である、としているが、狂乱

地{ 聞の本当の原因にそれでせまれるかどうか疑問

である 。この本では「民間活力」導入を前提とし

て、大企業の営平11活動を保証していく形で進めら

l玉|際肘U，年の今年、日本のコープ住宅を世界の ・レ ポ ー ト 「コープ住宅 住みこみ体験談」

住宅 ・まちづくりの動きの中で捉え直そうとする 布 川 智 博 ( 熊本大学学生) れており、地価高騰がこの前提の下では必然的な

下記フォーラムが、開催される 。 ・報告& 討論 ｲＮｴ也域未来像とコープ住毛の役 ｾｉｉｉｉ ｊ 結果であることからあえてコメントを避けている

・と き 1987年 3 月28 日u:l AMI0:00- PM5 :00 (以下省略) ようにも忠、われる 。結局、本訟では投機的に使わ

- ところ 阪急ファイプオレンジルーム

大阪市北区角田町 阪急ファイブ 81培

・会 費 無料( 但し資料代1 . 000円)

- 主 催 コープ住宅推進協議会

・後 援 建設省、住毛 ・者11市桜備公団、住宅金

融公庫、大阪府、大阪府住宅供給公社

日本建築学会、日本建築協会、

大阪府建築士会

- 主催者挨拶 津 田 光 英

( コープ住宅俄進協議会会長 )

・趣 旨 説 明 延 雄 安 弘 ( 熊本大学助教授 )

・基 調 講 演 「コー 7 . (主毛時代の到来」

1王田 昌二( 大阪市立大学教授 )

・報 告 「日本のコープ住宅の動| 古JJ

会悶一・中林 由行 ( コープ住宅推進協議会 )

関東 ・川岸 抑手[ ] ( 日本大学専任講師 )

大川 健 ( リンテ y ク)

中百 円 高 岡 正 昭 ( iAS'i: ltll 設計 )

IlAljl_Ej. .  ，1: / ) ¥点佐子 ( C 0  M計画研究所)

・スライ ド 「日本のコーフ・住宅最新率的」

博物館明治村特別展示

『明治建築 をつく った人々

武田五一 ・人と作品』

l 主 催 時 物 館 明 治 村

2. WI 1瑚 昭 和62年 4 月5 日( 11) - 5 月5 日( 祝 )

3 会 場 博物館明治村 ( 愛知県犬山市内山 1 )  

高司のi l l : i円蔵 1 階特別展示準

4 概 要

れることはやむを符ないとし、高騰した土地をい

かに有利に利用して利益を生み出していくかの次

元での話にな っている 。

ノドJi では 「アングラ椛怨」 をはじめ、大規扶プ

ロジェクトによる内需拡大を位にしている 。現実

の問題、 flill えば大都市偏重の土地利用におちい っ

ていることや 、緑や住宅 の不足が生活の困出 ｉｾ を招

いていることなど、を解決していくことこそ変革

のポイントだが、筆者の「椛恕」は体制肯定の立

場を取り、機能主義理論を徹底的に追求した形で

示されている。現ギEの大企業の投機による乱開発

(1)展示要旨 明治30年代後半から昭和初期にか の原因を不 I}}l にしたままの 「構想」 は、もう一度

けて、機式主義から近代主義への 「誰のための都市計画なのか? J の原点に立ち帰

過渡期lにあ った我国の建築界にお ることを読む人に感じさせるものである 。

いて多 ノ「な活躍をした怨築家 ・武

田五一 ( 1872- 1938) をとりあげ、 ( - ' 1>: 制は、片 Jjl 孟也( 京大助手 ・工博 ) 、中林浩 (平安ー

その人と作品を制介する 。 女大北側i ) 、"' 11. 1微 ( 京大院生) 、小伊必直哉( 同) 、絞

(2) 展示資料 図面 ・図案 ・工 芸品 ・家具等、武 illi 行総 ( 1司) 、安雄紛失( 向上架田和典( 京大学生 ) 、馬

田五ーの作用: をはじめ、泣品ゃ!)(l J -.引を有 ( 1百J ) 、 森 111/;' 宏( 阿) 、向井- 1111 ( 問) の共同

子たちの作IRJ 等、約 120:点 討論を安l爆のf U正においてまとめたものである〕

m長と社会/ 1987年 31Pj
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集 合 住 宅 計 画 を も っ と リッチに

最 近 、 都 市 型 集 合 住 宅 の 設 計 競 技 を 審 査 す る 機 会 が あ った。 こ の 設 計 競 技 は 21世 紀 に 向 う 都 市 居 住 の モ

テ ソ レ と な る 提 案 を 求 め て お り 、 設 計 条 件 や 敷 地 条 件 も ま ず ま ず 良 好 だ っ た の で 斬 新 な 提 案 が 寄 せ ら れ る

こ と が 期 待 さ れ た 。期 待 通 り 総 合 的 に は 優 れ た 力 作 が 少 く な か った が 、 住 戸 計 画 に 限 っ て は す べ て の 提

案 を 通 じ て 非 常 に 貧 困 で あ り 失 望 さ せ ら れ た 。

集 合 住 宅 の 住 戸 計 画 は も と も と 制 約 性 が 強 く て 工 夫 の 余 地 が 少 い の で 、 床 面 柏80m'程 度 ま で は ど う し て

も 定 型 的 な 平 函 に 落 着 い て し ま う 。 しかし 100m' を越え、 120 m' 、 150 m' 、 あ る い は そ れ 以 上 の 規 模 と も

な れ ば 、 そ れ ぞ れ の 規 模 水 準 に 対 応 し た 多 様 で リッチ な 住 戸 計 画 が 実 現 で き て し か る べ き で あ る 。 とこ

ろ が 応 募 諸 案 の 大 型 住 戸 は 、 申 合 せ た か の よ う に 、 規 模 増 を 室 数 地 で 消 化 し て し ま い 、 玄 関 、 台 所 、 浴

室 、 収 納 空 間 は 中 小 型 住 戸 の ス ケ ー ル に 据 置 か れ た ま ま 、 便 所 は 洋 風 1 穴 式 が 1 個 所 の み 、 と い っ た 有

様 で あ る 。戦 後40年 聞 の 集 合 住 宅 の 厳 し い 設 計 条 件 に 慣 れ て 、 リ ッチ な 住 空 間 が イ メ ー ジ で き な く な っ

つい る の か 、 そ れ と も 、 集 合 住 宅 は し ょ せ ん こ の 程 度 の も の、とい った安易な割切り方がされているのか。

いずれにせよ、これからの都市居住の主流となる べ き 集 合 住 宅 が 、 こ の 程 度 の も の で あ っ て よ い 筈 が な い 。

集 合 住 宅 建 築 家 の 脊 起 を 強 〈 促 し た い 。 ( K . T )  

ザ ・街 な か の 美 観

川 の 多 い 町 に 育 っ たせいか、 川 の 有 難 さ や 、 親 し み の 情 感 や 、愛5E7がある 。 自 然 を 背 景 と し た 風 景 が 、

木 立 ち ゃ 家 並 み が 川 面 に 写 し 出 さ れ 船 頭 の 1111f ぐ 椴 の 音 が 忘 れ ら れ な い 。 高 度 成 長 の 波 に 乗 り 、 モ ー タ リ

ー セ、イショ ンの 時 代 と 共 に 高 速 道 路 や 、 川 の 上 の 高 架 道 路 の 出 現 で 街 並 み の 風 長 は カ ‘ ラ リ と 変 っ て 来 た 。

高架道路から街を、建物を見下すといっか、 建 物 の 5 階イ立が真横で眺められる時代で、何か設計者が意

図 し な か った工作物の出現で、淋しい忠、いがする 。 同 じ 事 は 新 幹 線 か ら の 風 最 も 全 く 同 じ で 屋 上 のペ ン

トハウスや、ク ー リン グ タワーといい工L横ーか ら そ れ が 見 ら れ る と は 、 想 像 も し て な か っ た事だろう 。 何

ん と 屋 上 の 扱 い が お 組 末 な こ と か 、 屋 上 防 水 の rちないことか 。 後から後から高層ビルが出来てくると、

守 迄 気 に も と め て い な か っ た 屋 線 部 分 の 美 が 、 屋 上 部 分 の 材 料 の 選 択 に よ って 、 優 劣 が 決 め ら れ る の で

はないかとさえ思、える 。

日 本 の 瓦 屋 根 の 美 し さ は そ の 土 地 土 地 に よ って、瓦の色合い、雁ぶり瓦の王王き方、鬼瓦の格好等、その

地方の風土や地域性を表現し、 11主窓からの観望も旅情のー l床 と し て 倍 加 さ れ る し 、 道 路 か ら 見 て も こ れ

ほ ど 素 晴 ら し い 地 域 文 化 と 密 精 し て 発 展 し た 古 く て 新 し い 材 料 は 見 当 ら な い が 、 何 故 か 伸 び 悩 ん で い る の

を 聞 く と 残 念 で・な ら な い 。 ( T . K )  

ある街並

西 ド イ ツ の 北 部 ニ ー ダ ー ザ ク セ ン州の主都ノ、ノーパーは、第 二 次 世 界 大 戦 で、市域の大部分が完全に: r i & 域

さ れ た と い わ れ る が 、 そ の 後 の 意 欲 的 で 優 れ た 復 興 計 画 に よ って 旧 市 街 は よ み が え り 、 新 し い 機 能 が 付

加 さ れ な が ら 現 在 も な お 街 の リノベー ショ ンは 続 け ら れ て い る 。

市 街 を 歩 く と レ ンガや石の告i I i 装が今も職人の手でコツコツと元通りに手直しされてかつての味わいを伝

え 、 修 復 さ れ た 小 さ な 教 会 の 熔 が 屈 曲 し た い く つ か の 通 り か ら 見 え が く れ す る 。近 く に は 雑 草 の 茂 っ た

ま まの 小 川 が コ ン ク リ ー ト 等 で 固 め ら れ る こ と な く 自 然 な 姿 で 流 れ て い る 。 H寺 折 見 う け ら れ る 新 し い 袋

物 も ス ケ ー ル と 素 材 感 が 街 並 に 融 け 込 ん で い て 、 有 名 な コ ペ ン の ス ト ロ イ エ 通 り や ミ ュ ン へ ン の ノ イ ハ

ウ ザ 一 通 り に は 無 い も っ と 素 朴 で さ り げ な い l味 わ い が こ の 街 に は あ る 。 先 人 達 の 長 い 努 力 の 結 晶 を 今 に

生 か し て 伝 え て ゆ く 手 法 を こ の 街 並 は 教 え て い る よ 7 である 。 一 つ の 小 さ な 場 所 や も の を 、 今 私 達 が 行

って い る よ り も も っ とも っ と 時 間 を か け て 大 切 に 美 し く 保 つ こ と に よ って 、 や が て 美 し い 全 体 を 生 み 出

して行 ったという 1 つの典型であろう。 ( J  .  T )  

臨 場 感

数 年 前 の こ と だ が 、 ア ム ス テ ル ダ ム は コ ンセ ル ト ヘ ボ ウ で の 一 夜 を 、 思 い 出 し て み る 。 このコ ンサ ー ト

ホ ー ル は 、 お よ そ 100 年 前 に 出 来 た も の で 、 オ ー ケ ス ト ラ に よ る 音 響 効 果 は 、 世 界 的 に 最 良 の ホ ー ル の

一 つ だ と い わ れ て い る 。 ヨーロ y ノマに 19世 紀 か ら 残 って い る 名 ホ ー ル に 共 通 し た 形 で 、 狭 い オ ー プ ンス

テ ー ジ を 窮 屈 な 客 席 が 閉 む 、 小 振 り の 簡 素 な さを聞である 。舞 台 の 真 横 ま で の び て い る バ ル コ ニ 一 席 か ら

舞台後方の席ーまで観客が埋り、その中に合唱隊が同居している 。其 か ら バ ッハ を 愛 好 す る 人 達 の つ ど い

の よ う に 感 じ る 。

深 い 精 神 的 な 美 し さ の み な ぎ る パ ッノ、 。 地 元 コ ン セ ル ト ヘ ボ ウ オ ー ケ ス ト ラ と 35人 の 合 唱 隊 に よ る 、 長

時 間 幽 「 ヨ ハ ネ 受 難 」 が 終 った。 当 然 、答 席ーか ら 拍 手 が 起 り 、 そ れ に 応 え て オ ー ケ ス ト ラ 全 員 が 立 つ。

す る と 魅 了 さ れ た 客 席 も 次 々 と 立 ち 、 ま た た く 聞 に 総 立 ち の 状 態 と な る 。 11 " 賛の拍手が続〈 。 オ ー ケ ス

ト ラ を 中 心 に 前 後 左 右 の 客 が 対 面 し 、 演 奏 に 酔 い 感 激 し た 顔 が 、 互 い に 見 合 う 形 と な る 。共 感 を 分 ち 合

う 観 客 と オ ー ケ ス ト ラ が 、 一 体 と な ったドラマが、しばらく続く 。 プ ロ セ ニ ア ム の あ る ホ ー ル で 、 ス テ

ー ジ 方 向 に む く 答 の 背 中 ば か り を 見 て 来 た 私 に と っては 、忘 れ ら れ な い 体 験 で あ った。 ( Y . M )  
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時 この次にカラーグラビアで「大阪モダニズムの利権J ( 大阪の近代，注築ディテール )36 j ( 分 ( !iJ IJ Il It付録) が入リます。



大阪モ夕、、ニズム変容の70年 向 井 正 也

「大阪にも く1920年代〉 というモダニズムの時代、現代都市の青春はあったであろうか j というコト

パから海野弘は、さきごろサンケイ新聞に連載したエ ッセイ「モダン ・シティふたたび」の稿をおこし

ている 。

1980年代半ばの今日、世紀末的な、いわゆるレトロ( 回顧または懐古 ) 感覚に満ちた人々の眼に、半

世紀を隔てて 1920年代 - 3 0年代( 大正期から昭和初期 ) の建築 、芸術、デザインなどが、えもいえぬ魅

力的なものとして映るようである 。今回本誌別冊の、美しい数々の大阪の近代建築は、梅野のいわゆる

大阪モタニズム時代の存在を何より雄弁に物語るものといえよう 。

ところで、近頃一般にこうして 、レト ロ気分で用いられる、モダンだとか、モダニズムなる コ トパ自

体もまた、半世紀を隔てた '20年 代 - '30年代の、いわゆるモダン ・ボーイなどのモ夕、ンに通ずる用語で

モダーン ・ムープメント . . ーソドヴクス ・モダ- ，

あ って、西欧のいわゆる近代運動として歴史的に規定されたモダニズム= r正統近代主義」とははっき

り区別する必要がある 。 そもそもこういう懐古的なコトパが濫用されること自体、当の正統派 モタニズ

ムの衰退一崩壊という現下のポスト ・モダニズム状況を物語るものにはかならない 。正統モ夕、ニズムが

ヱ セ

盛んだ った頃には、建築やデザインても、モダンとはホンモノで、似而非のマガイモノはモダニスティ

しゅん

ックとして峻別されたものだ った。 ポストモダン建築につきものの折衷主義だの 、新人類好みのアール

・デコなどは、も っぱ らモタニスティ ックとしてはき棄てられていたものである 。だから、本稿のタイ

トルも、現下のポストモダンの風潮のなかで、一般によくコミュニケートするために、 j毎野流に「大阪

モダニズム」とよびはしたものの 、こうした用語の悦乱は 、本来学術的には困 ったものである 。だが考

えてみると 、大阪というところは、もともとそうした理屈っぽいマジメさなど受けつけないような風土

であるし、それだからこそ、かくも リッパな大阪モダニズムという名の折衷主義建築群が生まれたので

もあろう 。

大阪モダニズムの建築は大阪が近代都市のスタイルをつくり上げる過程で生まれた、あくまでもポス

ト明治めベルエポ y クの産物であった 。 このことは単に両大戦聞にはさまれた好況期 ( 相対的安定期 )

に関するだけではなく 、第二次大戦後今日に至るまでの大阪の経済的 、文化的地盤沈下から見てもその

近代化過程における、後にも先にもただ一度だけの「古きよき時代」であ った。それはいうなれば、か

つてのフィレンツェにもどこか通ずる 、商都大阪のルネ ッサンスであ ったとい ってもよかろう 。

すでに大阪は、明治末には日露戦争後の工業発展により、資本主義の発展期にあ ったが、第一次世界

大戦後欧米の列強がアジア市場から手をひいている聞に、急激に大きな躍進をとげた 。大阪の近代都市

としての骨格の基礎づくりが始まるのはこの時である 。 そしてそのことを何よりも端的に物語るのは、

1t ! -11 じめ

町衆の町大阪を近代的商都へと転じさせた演出者といわれる第 7 代大阪市長 ・関ーの助役就任 ( 大正 3

年 ) であ った。東京高商 ( 現ー僑大学) 教授として、すでに当時社会政策の権威として令名の高か った

闘が、前市長池上四郎の期待にこたえて行 った思い切 った革新的な市政については詳述の余地はないが、

建設関係だけを見ても、まず御堂筋と地下鉄 ( 権回 心斎橋) の建設、大阪港の拡張、市営住宅 ・市民

病院 ・乳児院等の開設、全国初の市立大学( 大阪商大) の創設、美術館着工、大阪城天守閣の再建など
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であるが、闘が市長就任 2 年目に当たる大正 14 ( 1925) 年、大阪市は第二次市域拡恨の結果、東成 、西

成の二郡を編入し、面積 ( 181平方キロ ) 、人口 ( 210万 ) 、工業生産額のいずれの点でも東京を抜いて全

国ーの大都市とな った。今から見れは全〈ウソのよ うな輝かしい「大大阪j の誕生である 。

わが日本建築協会がはじめは関西建築協会として発足したのは、これより先、大正 6 (1917) 年 3 月

のことである 。会の名称、は 2 年後に日本建築協会と改められ、会誌名は 3 年後に 「日本建築協会雑誌J

から今日の「建築と社会J にかわ ったが、初代会長片岡安 ( 1876- 1946) は、その後死に至るまで29年

間会長の職にあり 、名実ともに関西建築界の大御所的存在として 、京都大学教授の武田五ーと双壁であ

った。われわれはここで、近代大阪の街づ くりをめぐるこの両巨頭と関市長と の三つ巴の関係に注目す

る必要がある 。特に都市計画関係の専門的な面で、闘は片岡に負うところがかなり大きか ったものと思

われる 。パ リの ブールパールを手本にしたという御堂筋、そしてその下に都市高速鉄道を埋め込む案だ

とか、幹線道路 ・地下鉄ネ ッ ト構想、など、すべ て閲の独創とされているが、これには片岡の助言による

ところも多か ったものと見てよかろう 。片岡は東大時代に都市計画を専攻しているが、大正 8 年議会を

通 った二つの法案、都市計画法および市街地建築物法は、もともと彼の提案によるものだ った。 これに

は後藤新平などの力によるところも大きか ったもののようで、そうした関係からでもあろうか、本会創

立の際、後藤は聞とともに本会の名 誉賛助員にな っている 。なお片岡が、 「都市計画J で学位を取 ったの

は、本会創立後 2 年、大正 9 (1920) 年 の ことだが、こ の年、京都大学に建築学科が新設 されており、

その創設委員の一 人は武田五ーであ った。 そこで片岡は早速講師として、都市計画法および建築行政の

講義を担当させられている 。

「関西には 二 人の御大がいる、建築学会を関西でやるには二人 の内諾を得ておかぬと円滑な運営は期

し難いJ と時の建築学会会長横河民輔にいわせた片岡と武田であ ったほど両者の威光は関西一円の建築

界では抜群で・あった。両者はそれぞれ実作の商で大正以前から活躍していたが 、モタ ン都市大阪の演 出

の上で、当時しばしば行われた競技設計の審査員として顔を合わせることがよくあ ったようだ。 そのも

っとも目ぼしい例としては大阪市庁舎( 大 10) や大阪府庁舎 ( 大 15，大 11 コンペ) だが、建築におと

らず大阪モ夕、、ニズムの環境デザインに重大な役割を果たしたモダン 「八百八僑」のコ ンペにも同様、と

もに審査に立ち会 っている 。その主たる 一例としては淀屋橋 ・大江橋 ( 昭 .10，大 . 13 コンペ) だが、御

両所はこうした士会合、単なる審査員だけに止まらず、時としてしばしば実施設計の際には御自身で担当

されることもあ った。たとえば大阪市庁舎の場合には片岡が、淀屋橋の場合には武田が、それぞれ手を

加えている 。 なおついでながら、ここで武田が大阪の八百八橋の近代化につくした貢献は特筆すべきで

あろう 。八百八橋の近代化は 、すでに明治末ごろから試みられており、心斎橋( 意匠野口孫市、日高併)

など代表例であるが、やはり何とい ってもその目ほ、しいものの大半はベルエポ ックの所産であり、武田

五ーは京大の教え子で当時大阪市土木部の技師だった、元良勲 ( 後の大阪工大教授 ) を片腕に 、かなり

深くその意匠設計にかかわ った事実はあまり知られていないが、そうしたモダ ンな橋たちも今日のレト

ロの季節の中で、やはりモ夕、ン建築と同様ただいまその見直しの作業がはじめられている 。

2  

明治の頃の町衆の街大阪は、黒々とした町家の蓑の波のひろがりの中に、ポツ ンポツ ン と洋風建築が

点在するとい った前近代的な景観を呈していた 。 このことは、当時の大阪に建築家などというものは、

あるかなきかの存在であ ったことを端的に物語る 。 ここでの洋風建築とは、石やレンガの公共的な官街

か巨大資本の建物にほとんど限られており、その設計者の多くは東京にいたものと考えられる 。 ところ

が、その東京ですら当時の建築家の数は知れたもので、明治 12 ( 1879) 年工部大学校 ・造家学科の最初

の卒業生の数というのがわずかに 4 人、その後明治35 ( 1902) 年にいたるまで、毎年の卒業者数は最大

で 7 人 ( 平均3 .2人) で、この20年ほどの聞にトータルしてわずか77人にすぎない。 ではそうした卒業者
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たちの行方は? これについては西山叩三博士の記述によろう 。 i 多くの卒業生は、大蔵省、宮内省、

海軍省、大学などに仕官し、また後に三井、三菱等財閥の使用人になり、少数はそれらにつながる請負

会社の番頭となった 。建築家は政府の建物 ・裁判所 ・学校 ・府県庁 ・兵営など官公庁から銀行 ・取引所

. 劇場 ・博物館および立族財閥の邸宅といった 19世紀ヨーロ ッパの先進ブルジョア国の主題建築とほと

んど同じテーマにとりくみ、ヨーロ ッパ と同じ折衷主義様式が支配した J (i 私の見た建築運動の30年J ( 新建築〉

' 56- 4 月)

武田や片岡などはそうした明治期の建築家としては、むしろ異例の存在だったといえるが、大正期の

モダン大阪のルネサンス期には、当然のこととて、多くのしかもすぐれた建築家が大阪をめざすことに

なる 。私はこれを「ベルエポ ックの名匠たち J とよぶが、ここで問題は、彼らが、すべて前記明治期の

建築家たちとは違 って、より自由な立場で商都大阪に定着し、設計によ って飯を喰おうと覚悟をきめた

新しいタイプのプロの建築家、いわゆるオフィス ・アーキテクトのはしりであ ったということである 。

「もうかりまっか」とか「それでなんぽになる J などがログセの勘定高いなにわの商人を相手に仕事

をするからには、一般に彼らの建築観が東京の建築家のそれとは本質的に異なるものにな ったのは当然

のなりゆきといえるが、そ 7 した対比は今日においてもなお何らかの形でのこっているものと恩われる。

村野藤吾の「フ。レゼンテイズム」だとか、浦辺鋲太郎の「三笑主義」など、このことを端的に物語るも

のであろう。村野は、建築の創造においては「念々剃那J が真でもあれば目的でもあると考えるものだ

し、 i甫辺のイズムは、設計者、施工者、施主の三者が「お互いの利益を認め合 っていきたい 。他人を 泣

かせて自分だけが栄えることは、ないではないかといっ合理的採算点を基盤に据えたもの J (i建築と社会」

， 67 ー 3 月) だという。いずれにしても、これは商都大阪の精神風土の中でもみぬかれた オフィス ・アーキ

テクトに特有の思考法といえるもので、およそいかなる建築運動の理念などとは折り合いのつくシロモ

ノではない。

そうしたわけからでもあろうか、ここでは東京と違 って、近代の建築運動などほとんど見られないの

だが、ただ一つの例外は、昭和 2 (1927)年の「日本インターナショナル建築会j で、説明は省くが、こ

れは日本の建築運動にしては珍しく本場西欧のモダニズムとほとんど時間的にズレのない、いわばドイ

ツ ・パウハウスの日本版といったものだった。あのタウトの来日 ( 1933) も、亡命が目的とはいえ、もと

もとこの会のよびかけに応ずるものであ ったが、そのタウトが来阪した時め講演会で、村野藤吾は 「日

本に於ける折衷主義建築の功禍J なる講演を行 っている 。そこで彼は、日本の折衷主義建築が西欧のい

かなる国の建築にもひけをとらぬものだと胸を張り、それに対するわが国のモダニズム側からの批難は

的はずれだとのべたが、場所が場所だけに、これは前述の意味で「大阪モダニズム」の真骨頂を示した

ものとしてまことに興味ぶかい 。 その後、村野は終生この折衷主義的態度を崩さなかったが、その放に

戦後になって、東京の教条的なモダニストたちと対決することになる 。昭和32 ( 1957) 年の東京読売会

館評をめぐる「新建築」編集者解雇の事件だが、その後の近代主義の解体化に伴う彼の作風への評価の

逆転は周知の通りである 。

3  

膨脹発展する大正期の近代都市大阪にと って、建築技術者の養成は焦眉の急であ ったものと思われる 。

大正初期に活躍した前記なにわの名匠たちは、ことごとく 「東」から供給されたものであ って、プレ大正

の関西における建築家の養成機関としては武田五ーが東大からの左遷で着任したという京都高等工芸学

校 ( 明・ 35創 設) ただ一つであ った。そこで前述のように、武田が創設委員とな って、大正9 (1920) 年、

京都大学に建築学科が新設されるのだが、翌年には神戸に神戸高等工業学校建築科 ( 神戸大の前身 ) が

設置されている 。大正11年に片岡安が京都大学の講師にまねかれたことは前述したが、この時、神戸高

工教授だった東大建築出身の古字国実 ( 明・ 35卒 業) もまた講師として京大で建築史を担当させられてい
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れ い の い

るが、大阪モダニズムの繋明WJ からはじま ったこうした業界と学界との連携の実例は枚挙にいとまがな

い。京大関係だけをとりあげても関西の鋒々たる人物が建築教育の一翼に速な っている 。安井武雄、東

畑謙三 、浦辺鋲太郎、山根正次郎等々、竹 j腰健造にも京大から誘いがあ ったのは事実だが、住友の ifllJ の

反対で沙汰やみにな ったといっ 。竹腰といえば、彼と東大が一年後設で親交があり、竹中工務庖から京

大にひきぬかれた藤井厚二がいる 。そのき っかけは恐らく大正 5 ( 1961 ) 年竣工の大阪朝日新聞社社屋

の工事での、設計者武田五ーとの出会いによるものと思われるが、加うるに東大卒の上に同郷(福山 )の

創

立

初

周

年

記

念

号

よ し み

好誼によるものだ ったようでもある 。

なお本会が創設以来、会誌「建築と社会」の発行を、戦時下のわずかな期間を除いて、今日まで不断

に継続してきたことは、関東には、商業誌や学会誌は別として、これに当たるようなユニークな雑誌が

皆無で、あったことから見ても、まさに西の文化的首都圏にふさわしい大阪モ夕、ニズムの大きな功績だ っ

たと思われる 。建築ジ ャーナリズムについては、大阪では「新建築 j が大正 14( 1925)年いち早〈創刊さ

れたことも、そ の後の同 誌の今日までの発展ぶりからして見過ごせないが、今一つ、京都大学建築学教

室が、 一学科として、月刊誌「建築学研究J を編集 ・発行していた事笑もまた至 ってユニークな文化的

な試みだ ったといえる 。創刊は日本イ ンターナショナル建築会の結成と同年の昭和 2 (1927)年、当時と

しては 「建築雑誌」 と並ぶ学術雑誌であ った。同誌が若い建築の研究者たちの知的トレーニ ングや研究

発表の場として、その後戦中の一時休刊から戦後の一時期まで、果たした役割の大きさについてはいま

さらいうまでもない 。 ところでこの雑誌がその後経営困難となり、発行を日本建築協会に委託すること

にな った事実はあまり知られていない 。これは昭和 8 (1933)年、藤井厚二のあ っせんによるもので、こ

の年 7 月刊行の第69号から昭和 16年 5 月の第 100号までであ ったが、この聞の編集は京大と協会の双方

から委員 を出し合 って行 ったとのことで こんなところにも大阪モダニズムにおける関西の業界と学界

との聞の見事な連携プレーが見られるのである 。 そして、こうした連携が終わる頃は、時期的に見ても、

第二次世界大戦は、ドイツの対ソ宣戦布告など 、戦局のますますふかまり行くなかで、目ぼしい建築作

品はほとんど見られなくなり、そのうち空襲の激化にともない建設活動は全面スト ップという事態にお

いて、戦前の大| 荻モダニズムは終駕を迎えるのである 。
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会

4  

敗戦の翌年、日本建築協会初代会長片岡安は他界し 、竹腰健造ヵ、これに代わる 。思えば片岡安は、大

阪のベルエポ ックの建築の象徴的存在であ った。会長の交替のあと、焼野 ヶ原とな った大阪に展開する

戦後のモダニズム建築には、もはや昔日の栄光の名残は見られなか った。戦前の大阪モダニズムは、さ

すがは一つのルネサンス期だけあ って、この地に定着した名匠の名に価する建築家たちの手によ って一

地域に集中的に現出したわが国の代表的なモダニズム作品が実に十指に及ぶという事実は、日本の近代

建築史上稀有のことといわねばならない 。その名匠たちの主流は、武田 ・片岡とは一世代あとの、おお

よそ 1880年代半ば頃から 1890年代はじめ頃までに生まれた人たちに集中している 。 その主な顔ブレは次

のようである 。渡辺節 (' 84 ) 、安井武雄( ' 84 ) 、長谷部鋭吉 ( ' 86) 、竹腰健造 ( ' 88 ) 、藤井厚二( ' 88 ) 、 村

野藤吾 ( ' 91 ) 等 ( カy コ内は生年) 。 なおこれには、多少例外的ではあるが、 w メレル ・ヴォーリズ( ' 80 )  

の名を加えるべきであろう 。彼らに共通した特徴としてはまず、その世代が、この後につづく「分離派

建築会」や「日本イ ンターナショナル建築会j の世代とは一線を画していることと、およびそのことに

もからむ特徴として、西欧のモダニズムとは一応無縁であ ったということで、いちがいにいえないにし

ても彼らの建築の作風は、どちらかといっと、西欧からではなくアメリカ合衆国からの影響によるとこ

ろが大きか ったといえる 。

早い話、渡辺節や安井武雄は 「分離派建築会J 結成の年の大正 9 ( 1920) 年、研修の目的でアメリカに

渡 っているし、村釘藤吾も 翌年、渡辺のさしがねで同じ目的で渡米している 。ヴォーリズに至 ってはい
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うまでもないことだが、一般にこの頃は日米の聞に建築の設計施工に関して交流カ、多かったことも事実

である 。 そして当時のアメリカが未だに西欧モダニズムの影響圏外において折衷主義の支配下にあった

ことは、大正11( 1922)年の有名なシカゴ ・トリビューンのコンペで、西欧モダニズムの巨匠たちのイ乍品

レイモンド ・フ ッ ドのゴシ ック・スカイスクレーパーの案が一席に入っていることからで

も明らかであろう 。

をおさえて、

その共通このようにして彼らの作風は、時としてそこに西欧モダニズムの影が見られぬでもないが、

さまざまなスタイルを自在に操るアメリカ式の折衷主義、すなわち何らかの様式選択の基調としては、

その創作活動の場を「東J ではなく、あえて「西」に求めたのは、主義だ ったといえる 。一方彼らが、

ごく一般的にい って、彼らが、政治がらみで理念の先行する、長谷川莞のいわゆる東大系の神殿的思惟

に何よりも反パツする自由人たちであ ったからではないかと思う 。

そもそも彼らの先輩である武田五ーが京都へ左遷されたというのも、 自由奔放にふるま ってボス教授

辰野金吾の不興をかったためだというが、東大建築科のオキテにそむいて型破りの卒業設計(住宅) をや

としかた

って、佐野利器の怒りを買 った安井武雄や、遊興三昧で卒業がおくれたりして当局の信用を喪 ったとい
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う渡辺節など、すべて非東大的自由人聞の典型であろう 。ちなみに武田五ーに代わ って東大にまねかれ、

後に辰野に代わる大ボス教授とな った佐野利器とは 「形のよし悪しとか色彩の事などは婦女子のする事

で男子の ロにすべき事ではないJ と小さい時から思い込んできて「これからは耐震構造で国家社会に尽

くそうと決心した J などという人物なのであ った。 ところカ、一方、武田五ーとは 、まさに「色彩や形に

ここに日本近代建築史における東長けた男として助教授のポストを得ていた J (長谷川発 ) のであって、

と西の思考の対立が見事に浮き彫りされている 。東は束、西は西なのであって、あの太平洋戦争のど最

中においても、西側の自由建築家たちの、特に名匠クラスは、平たくいって戦争にそれほど協力的では

なか った。安井武雄は箪関係の施設の設計にはきわめて消極的だ ったとのことだが、村野藤吾なども、

仕事もないままに自宅にこもって「資本論J に読みふけ っていたなどといわれる 。

このようにして戦後の民主化の一時期においてならともかく 、あの朝鮮戦争の「特需」による好況を背

「日本のルネサンス」期においては、村野をはじめとす景とした 50年代の A . フォーラム誌のいわゆる

る西軍= 大阪モダニズムは、戦後アメリカを経由して輸入された西欧の正統モタニズムによる、丹下健

それは西軍がよ って立つ大阪の経済的基盤が、特に朝鮮戦争終三を主将とする東軍の敵ではなか った。

結にともない全国の90%ものシェアをもっ糸へン相場の暴落などによ ってもろくも崩れ去 ったことにも

よるが、 一面何とい ってもやはり経済や文化の過度な東京への集中によるものであ ったことはいまさら

いうまでもなかろう 。

5  

この東京集中化にはますます拍車がかけられるように1960年代に入り、経済の高度成長期に移ると、

これについて司馬遼太郎は「戦後財政は中央集権型になり、全国の国税という形で大きな金が東

京に吸い上げられる 。高度成長で東京に I吸い上げ、られる金がいよいよ大きくな って、金のある場所に企

業が寄 っていくというのが当たり前で、大阪の象徴的な名前の会社 ( 例えは、大阪商船 ) が東京へ行く 。

なる 。

こうして大阪は「陥没」したのだとのべている 。( 迎刊朝日. 82- 12- 1 )  どんどん行く」 。

昨今、世界の金融の 中心だの現代文化の震源地などといわれる国際都市東京のすさまじし、ばかりの活

性化現象が見られるようにな った。そのことは何よりも「建築」の集積としての都市空閉め淡出の上に

視覚化されるとともに、いまや東京は情報的にも世界の建築の中心的な拠点にな ってきている 。今日す

でに世界的にひろま った新しい建築のよび名としてのポスト ・モタニズムなども、その有力な発信源は

59 

この時東京の一

音11の若い建築家のグループから提起された新しい建築のコシセプトが、後に世界的にひろま ったあの頭
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東京であ った。60年代のはじめ東京で世界テザイ ン会議が開催され、私も出席したが、
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で' っかちで笑のないままで破産した「メタボリズム J だったが、一般的に戦後の「東京の建築家」に共

通の特徴は、その設計における理論や方法論の先行性だと思われる。建築家たちはそれぞれ固有の世界

観や方法論をアタマでひねり出し、それに従 って建築を設計し、作品が完成すれば、それをジャーナリ

ズムに発表する際何らかの「論J を効能書きのように添付する 。 このことほどわが国今日の建築におけ

る「東J と「西J の対立をきわ立たせるものがあろうか 。「プレゼンテイスト」の村野や「三笑主義」

の浦辺をはじめとして関西建築界のとるところではない 。だが、そうしたおとなしい音なしのかまえが、

今後国際都市化が予想される大阪にと って果たしていいかどっか疑問にも思われるのだが。

ところで60年代も半ば頃ともなれば、部分的にしろ、大阪モダニズムにも復調のけはいが濃くな って

くる 。 とりわけこの期で見のがせないと思われるものは、秀作御堂ビルをはじめとする、岩本博行ひき

いる竹中工務庖設計部の一連の作品であろう 。私はかつて、御堂ビルの「格調と気品」をたたえる文を

ものしたことがある 。 もはや70年代も半ばに近〈、当時の私としては、その文の末尾にも書いたように

「この建築文化の不毛時代に、独りこうした古典主義的な様式の灯を関西で高くかかげた秀作のもつア

ノニマスな規範性を、新しい角度から見直す」必要があると思 ったのである 。 当時はすでに大阪は、地

盤沈下のカサ上げをねら ったノ〈 ンパ クの後に来た第一次オイルショ ック後の沈滞した空気につつまれて

いたが、東京の第一線作家たちはマニエリスム ・バロ ックの線で、も っぱら「格調を下げる」方向にの

み専念していた 。 そしてその行きつく先はほかならぬ今日のポスト ・モダニズムであ った。

カウンター ・" ルチャー

この頃になると関西でも、 60年代末の学園紛争の余波ともいえる、 「反文化」の一環に連なる建築の

「新しい波J が芽生えはじめており、神戸大学の私の研究室でも、先年、ポストモ夕、ン作品としてはは

じめての学会賞を受けた毛綱毅吸が、助手のかたわら 「反住器」等の作品発表で、すでに一家の風をな

していた 。その彼に私が一種の 「肩たたき 」 をや ったのもまたこの頃である 。 そこで毛綱は東京へ出て

事務所を構える ( ' 76) ことになるのだが、結果的にはよか ったと私は思 っている 。毛綱はやはり「西」

ではものにならぬ建築家だ ったのである 。彼が 「釧路市立博物館J 等で建築学会作品質を受けたのは '85

年のことだが、関西での 「新しい波」 としては今一人安藤忠雄が「住吉の長屋J で ' 80年に同じく学会貨

を受賞している 。すでにこれより先「日本の新しい波J 展が米国十都市を巡回しているが ( ' 78) 、この

年安藤はハンガリーにまねかれ、建築個展および講演を行 っており、これが彼の国際的な活動のはじま

りとな った。彼はいまや21世紀をめざす、村野なきあとの大阪モダニズムのスターとして、大きな期待

がかけられているものと見られる 。その安藤が先日のテレビで、文化の東京集中の問題について発言 し

ている 。 i都市の文化は、都市が強いときにおこるも ので、大阪文化に力があ ったとき栄えました 。 そ

の力の余剰の部分が文化だと思います。 いまの大阪にはカの余剰がないのでどうも少し淋しい気がしま

すJ ( f 国際文化時代 ・都市はどう変わるか J N H  K ， 870 131)  

牢

たしかに大阪の街は華やかな東京にくら べて淋しい 。 ということは、街を歩いていてもあまり楽しく

ないのが実感である 。 これはやはり街の活性化の問題で、建築以前の問題かもしれないが、御堂筋など、

モノそのものとしては、シティ感覚から見て、情感の深さや格調の高さなどやはり抜群で、とうてい東

京の比ではないと思 ったりもする 。 ともあれ今固め「回全総」の中間報告に見られるように東京重視の

方向において、あいもかわらず情報、文化、経済の東京集中計画がますます進行する中で、今年は大阪

で21世紀の国際都市をめざして 二つの巨大プ ロジェクトがスター卜した大きな節目の年である 。国際空

港が出来ることで回舎町が堂々たる国際都市にな った例はすでに世界に数多いとのことだが、大阪をそ

うした活性化した魅力的な国際都市にするために地元の建築家として果たしてこれからの建築や都市を

どのように考えるべきなのか、なかなかむずかしい課題をふくむようである 。私のさし当た っての個人

的な見解としてはやはり東は束、西は西の線で、エイズではないが風化した「東」のポスト ・モタoニ

ズムに対して免疫不全にならぬよっ心掛けねばならないと思うのである 。( むかいまさや神戸大学名誉教授)
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対 談

大正・昭和初期の世相と建築

一 建築をめく+ る自分史 -

白 石 登 喜 男 氏

( 満90歳)

東畑謙三氏

(満84歳)

司 会 足 立 孝 氏

と き 昭和62年 l 月28日

ところ 日本建築協会会議室

編 梨 絵 井 日 目 光

足立( 司会) 建築協会が創立されましたのが大正 6 年、大正が

終わりますのが15年。 ですから、まず大正時代のことで先生方

の身辺のこ' 記憶をこ1皮潔いただけたらと思います。 それで初め

に、片岡 (安 ) さんのよれ務所ヵ、できた初期の状況てoすね、それか

ら片岡先生で何か印象に残 ったことがおありでしたら、白石さ

んからお話をいただきたいんですが。

片岡安先生のこと

白石 片岡先生はご承知の通り非常に謹厳な人てゴ2 、設計のこ

とに対しては非常にやかましいんですが、その反面、温情的で、

また社交的て¥まあ将来代議士にもなられたりなんかして・ ・・・・・。

大阪の今橋にある小さい、木造の 2 階建ての事務所でした 。

自分のことになるんですが、初め旧制l今中にお ったんですが、

父親が亡くなりましてね、これから中学卒業して大学へ行 って

たりしたら、母親がちょ っと病身やし、困 ったなあと思うとる

ときに、ある会社の社長が 、東京の工手学校へ行くか、大阪の

関西商工かと言 ってくれた 。 そしてアルバイトしていけるから

というので関西商工へ入 ったわけです。関西商工て¥ 絵が好き

でしたから建築へ。

建築を 2 年で卒業して後、どういうように将来進も うかと思 っ

た。役所へ勤めるには学歴が低い、これはだめだと 。 あのH寺代

の業者というのは、建築請負業とい ってね、イメー ジがち ょっ

とピンとこないんて・すわ ( 笑)。 それで、どこかの設計事務所へ

入 って勉強しようと思 った。

その当時、設計事務所というと、大阪ではいろいろございまし

たけれども、辰野片岡建築事務所が一番 .... 辰野さんはまだ生

きておられましたからね、で辰野片岡建築事務所へ入りたいと

思 ったが、なかなか入れないんですわ。

伏見に片岡さんの家があ ったんですが、弁当持ちてι 表へ居座り

したんですわ、三日問。 そうしたら三日自の晩の 8 時ころに、

片岡さんらしいような人が帰 ってきたんです。それで奥さんが

言うたんです、青年が表へ三日も頑張 っとる、い っぺん会うて

ゃんなさい、と 。 で、入れ、というので、入 った。

応接室 で直立して待 っ とったんですわ。 そうしたら入 ってきは

って、「君か、 三 日も座 っ とったのは J Iはい J I まあ、座れ」

と言うて座 った。「何用や」 と。「お宅の事務所へ入所希望て¥

三 日間待 っ とったんです j と。履歴m出したら 「そんな服歴書

なんて、いらん、いらん j と言っ て、見もしないんですわ。で

「建築というものはね、なかなか君の思うてるような、そんな

生易しいものじゃないよ J と頭から 。 Iいや、私は勤めたら 1

ヵ所10年主義でやります」 と言っ たら、 「ああ、 10年お ったら

パカでもなんとかなるわ。 じゃ、あしたの朝、事務所へ来い J 。

それで・行 ったんですが、 「このもの J ...一品物扱いです。「この

ものを今日から入れるから、なんか仕事あてがえ J ということ

で( 笑)。 あの時分は白いカバー、皆お医者さんみたいなの若て

ました 。何やらされるのかと思 ったらね、青写真です。朝早 く

から暗室で青写哀ーの感光の薬を調合して洋紙に塗り付け、陰干

しをして乾燥したのを缶に入れておいて、上司がトレシングペ

イバーに墨てι 書いた物と感光紙を日光に直射し、一枚一枚水洗

いをしました 。 冬は手にあかぎれをこしらえ、曇りの日は思う

ようにならず、焼き付けの色が悪いときは上司から小言 を受け、

涙 ぐましい努力をしました 。上司より早〈出勤してトレースを

する 。硯五をきれいに洗い援をすり、寒いときにはその援が2

ばり上司から小言も受けた 。 その間 6 ヵ月を経て後輩ができれ
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ば、その仕事を殺る 。つぎは上司の図板の掃除から片付ーけをし

て、ょうやく現寸図を鉛筆でトレースさせてもらう ・・・・・・ 。その

現寸図も使用材料により色別けして業者に渡し、業者はまた現

寸図に合わせて型板を造り、それを現寸図に合致するかを確認

してはじめて現物に地工する役をやり、それを過ぎてはじめて

鉛筆を持たしてもらう - 。画用紙に煙突か便所くらいの設計ー

をやらせてもら ったときの協しさはいまでも忘れられません。

追々と事務所なり、工場の一宮11なりの設計にたずさわ っても、

いまと: i l J ! い朝 8 時から夕方 7 時までで、その後は居残 り、 手当

てもなく、早〈勉強して一人前になりたいばっかりに、明和11 を

拾い、仕機誌を作成しておりました 。 いまから J7えればスパル

タ式の教育を受けたものですね。

大 阪 市 中 央

公 会 堂

日

本

挫

築

協

会

白石 それからしばらくして中央公会堂をやりかけましてね。

公会堂は大正 2 年からや ってるんだ。 わたしは大正 4 年に卒業

したんですからね、竣工間際に、忙しいから手伝いに行けとい

うんだ。それで竣工問|努に手伝いに行った。あれは問団信一日11

さんの設計ですが、それを片岡さんが少し手を入れて、部分的

に変わ っ とりますけどん。

現場主任は片岡 事務所の谷民政氏、そのときに、白石、煙突設

計せいと 言われました 。いまでも煙突一本すーと建ってます。

その燈突、どないして設計したらいいかわかりまへんやろ( 笑 )。

耐良構造の本とい った って、内藤( 多1'1' ) さんの本、まだwて弘

か った。 もうとにかく地盤だけ大きいして、地誌に耐えるよう

にしたらいいと思 って、地盤を大きいして煙突建てた 。 それが

いまだに残 っ とるんですわ。

あの公会堂は、大正 2 年に起工式して、大正 7 年にできあがっ

た。岩本栄之助氏が当時 100 万円寄附されて竣工を凡ないで亡

くなられたんですが、主主築資が112万円。いまのそこらの土地の

l 坪の値ぐらいですな( 笑) 。全部で 120万円ですよ 。間口 25問、

奥行き 35問、建坪が650坪。 3 階建てで、延べが2 ，391坪て' すね。

建築貨は、延べ坪で宮IJ ると l 坪 470 円や。あれ、いまや ったら、

まあ坪100万円ぐらいかな。

東畑 100万円ではできんですよ、大きいから 。

白石 あのときに初めて鉄骨鉄筋でできましてね。 それでホー

ルを広〈取るようにな ったんですよ 。

それから、大阪市の建築嘱託ということで、わたしは片岡41.務

所から出向したんですわ。

その頃わたしが学校で将 ったのは、工学士 ・波江悌夫( 片岡事

務所勤務) に和風建築、工学士 ・世塩草 ( 陸軍省技師) に意匠

と建築歴史、工学士 ・山田 絡 ( 山田守、京都タワーホテル設計

の兄) に建築設備、工学士 ・牛村喜勇 ( 堂島赤レンガの控訴院

を設計) に洋風建築、工学士 ・岩田成f t ( 大阪市土木部長 ) に

構造計算、それから製図は住友の営終謀におった佐藤秀三さん

という人。心斎慌の縮を設計して、いまも残 ってますね。

東畑 当11寺の人は、そうそうたる人ですな 。

白石 ええ 。 その人たちが皆先生。心斎怖の怖のところへ行っ

て、皆繰 ｊｦ ｾ を笈［えろとい っ て、そんな調 ー んそういう先生に符

いました 。
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旧 大 阪 市 庁 舎 建 設

白石 それから大阪市庁舎の工事に行けと 。その時分には大阪

市庁舎は、江之チ砧の川口のほうで 府庁も 川口 だったわけで

正面が西を向き、市役所はその横手にあ った。

それから後に今度は狭くな ったので、江之干! みから中之島の 一

堂品の、高商の跡へ市役所を 2 階建てで建てた 。それは 2 回目

です。 2 回目だけれど、それもある時期来たらもう狭くな って、

現犯のところで、中之島公園だったわけですが工事をやりかけ

た。 そのときの市長が池上四日11さんでした。それから助役は |菊

一 。 あれは実地設計、懸賞募集したんですわ。小川| 場吉という

人が 3 階建てで当選しましたけれど、片岡事務所はそれを骨子

にして、設計しましたんですわ。

東畑 小川陽者という方は、わたし知 ってます 。息子が業界の

新聞記者してて、よく知 ってます。

白石 このごろ会うてないですけれどね。

東畑 もう亡くなりました。 ! と‘ 子のほうも 。

白石 大正 Ｗ 年の Ｔ 月に地ｾｪＧＨ祭をやりましてね、定礎式は大正

9 年。 それで大正 10年の 5 月に竣工しましたんですわ。 まあ当

H寺はあれを j. f r 世復興式と言うたんですね。

F答屋がありましてね、塔屋が高いんで、大阪ーだったんですけ

れどね、 5 階建てにしまして、間口が47問、奥行きが30問、建

坪 が1，049坪 7 合 5 勺。延べ面積が6 ，336坪 l 合 5 勺、建築資が

350万円余、坪当たり値段が550円。いまて‘ 勘定したら、どない

なるやろな 。で延べ人員が47万人。

JJ i 礎は J也IIUから 141<j @ ') 下げましてね。菅、 2 本狐って知 って

はりますか。 ) L太 2 本立てて、それで分銅でボーンボーンと協

として、松杭打つんです。いまはいろいろコンクリート杭ゃな

んかがありますけれどね。松杭の末口が 7 寸に、長さ 10尺 、 l

尺 5 寸!日lで打ちます。

それで直営工事。欽材、セメント、全部直営でした 。 セメント

は怖です、背は 。それでセメント l に砂 2 、パラス 4 と、そう

いう調合です。 それとまた、セメント l 、砂 3 、パラス 6 。 だ

から十Inで切 って巡搬するんです。 4 ヵ所にミキサーがありまし

てね。合町の録tはわたしが持 っとるんです。で!日j早う行 って、

セメントは何侍とい って出すでしょう 。それを打ったコンクリ

ートの畳とセメントの誌と、何待使うたということを検査する

んです。備のあとの始末もする 。鉄筋もトン数を初め渡して、

これ、切り っぱしが出ますわね そうしたら切り っぱしは切り

っぱしでかためておいて、タ} ' j にな ったらそいつをまた目万か

けて、渡したトン数と目 }J が今わなか ったら休l るので、どこか

で'J.:k をf合うてくるかもろうてくるかしてこい 言 うてね、そt L で

トン数合わすんですわ。 そうして不正行為は一つもなか ったん

です 。左宵工 'j J . にしたか ってみな直営です。それにはもう往生

しました 。

だから判lは職人とー桁に出て、しもうて対るのは 9 時ですわ。

土工事は ・・・・・・ 土工事はたしか主体工事ですね、銭高と ｩｾｦｬ 池て‘し

た。 あとは左官は左官屋へ直接注文する 。 でペンキ昼はペンキ

昼と、 I列紛| 拾うてね。

杭打ちの、杭を完全に打 ってるか打 つてないかを検査するのに 、



日

本

山

地

築

協

会

創

立

初

周

年

記

念

号

63 也築と社会 198; 年 3 11 {j  

ったら外観がモダンで、野村銀行は当時片岡事務所にいた安井

( 武雄) さんの設計でした。 山口銀行はやはり片岡事務所の波江

悌夫さんの指導で完成した 。

当時漆喰工事て、ね、いまの若い方は知らないが、石灰をたいて、

糊をたいて、まぜて、それで壁に塗るんですわ。 それから彫刻

なんか、全音11模型こしらえさせて、それで型板こしらえて ・・・

いまだにね、瓦町へ行っても、彫刻一つ滞ちませんでしたよ 。

わたしも自分で蒋んでるんですわ。

東畑 ああ、しっかりしてます。 わたしもあそこへよく行きま

すけれど 2'"J 。

白石 そのほかには、郵船が江之子島に。立派な石造の建物で

す。郵船、出しまして、いまは 7 ンションになってる。あの江

之子島、当時は大阪の玄関だ った。賑やかでねえ 。みな船で来

たんですわ。

東畑 ああ、あそこまで。紛での玄関ということでしたんやね。

白石 国鉄がまだ全部開通してなか ったんですね。それて向日て-

夜乗 って朝治くんだ。四問、中園、九州方面からみな船で。

東畑 東海道線が大阪へ・・・、それで大阪駅が中心になってき

たわけですね。

白石 そうそう 。 それから大ビルも後にできましたし、それか

ら紛業会館。

東畑 ああ、渡辺1 i i i さん。私が学生時代に大ビルのほうができ

たんです。

白石 建物、下がったんかな 。

東畑 うん 。だんだん下がってきた 。 これはいわゆる大阪の地

盤沈下というやっね。わたしもかつて港区で侃リましたら、い

まの地盤の水平面下 2 メートル半ぐらいのところに、係脚が出

て来た。その下を船がi J : f i ったわけです。それほとP 下がったんで

すね。

白石 それから凹ツ僑筋に日本火災海上というのがありました

が、あれももうは1しちま った。いま主主てかえとるが、あれは明

治末期lか大正の初めにできたやつですわ。

東畑 ちょうど u皆分下がったようにな ってますね、あの跡で

は。戦後に直したやつは沈下がとまりました 。やっぱり地下水

の汲み上げなんですね。

白石 それから「大阪市際」の表の銘板、いまは右古きや、昔

は左書きや。 あれのflt ll 作者もわかりました 。平凹直育さんとい

って ね、鉄工所を経営していた 。

それと、これは古い話ーだが、岩国成賀大阪市役所土木部長、い

ま中央市場の前にアーチ引の絡がかか ってますね、あこは }II が

三つ寄ってるんですが、 i業らがまだ学校におったときに、あの

人が、君らが社会へ出て何年かの後に、この慌が傾くか、まあ

わしらいなくなるけど、見といてくれと 。あの怖はいまだに使

えてますね。右がちょ っと 傾いてるかと思うような感じがする

んですけどね。

それから後に大正統といっ、大きな紛ができましたが、あれを

設計した人が、女の人と死んでしまった。どんな関係か知 りま

へんで、わしはまだ若いから 。 i 大正橋心中 j とし、う歌が流行

しましたわ。

足立 そのころ白石さん、外伝誌の雑誌、あるいは情報をお知り

になるような機会がございましたですか。

白石 当時、向転車ばかしだ ったんです、それで自転阜の置く

ところをこしらえよと 。外地へ行っていっぺん見てこいと言わ

れてね、戦後すく。行 ったんですわ。行 ったらね 、向こうは自動

杭の頭を朝来てからパ ッパッパッ と踏んで歩くんですわ。 コト

コトと動し、たらね、抜かしたら、 1 メーター ぐらいしか入って

ない、そういうような検査をやりましてね。

東畑 そのときの鉄骨は日本製ですか、輸入ですか。

白石 日本製と、リブのついた輸入のやっと、二つありました 。

大阪市役所の仕事は、大体そういうことなんでございます。

日銀その他の名建築

白石 その当時すでにできあが っとったのは、市役所の前の日

銀ですね。当時、片岡直温というのが日銀の支府長ゃ った。 そ

の片岡直温さんに見込まれて、片岡さん、養子にいったんだろ

うと思う 。

東畑 あれは、片岡直温さんが日本銀行の大阪支庖長の時代に、

片岡安先生は、細野安だ った。 それが東大を出て、日本銀行の

現場の監督に来たんです。 i あいつ、ょうやる男ゃな、おれの

娘の婚にしょうか」と 言っ て、口説き落としたんだ。 そういう

歴史があるんだ。

白石 あなたみたいに詳しく知らんけれど、養子にい ったとい

つことは耳ーにはさんだんだ 。 それで直 ｩ ＱｩＮｾ さんの関係で、仕事が

大分片岡事務所、別えたんですわ 。

東焔 f J E ! ゐ守之助がそうでしたね。あれも鹿山建設のおやじさ

んが外岡へ行くときに同じ船に乗 って て、ょうやる外交官ゃな、

あれ、なんとかならんかというて .... ( 笑)。 で守之助が鹿島家

へ入ったんです。

白石 それから後に 三十四銀行の旧館も設計したんですわ。あ

れは残そうと思 ったんですけれどね、残してくれなか った。

東畑 あれはいいものでしたね。

白石 いいものだ ったですよ 。石造でん。

東畑 あれはどなたの設計ですか 。

白石 片岡さんの設計ですわ。 日銀がすんでから、あこへ来た

んですわ。そやよってに、日銀にょう似てるんですわ。

東畑 三十四銀行の菊池恭三さんが頭取で、当時の 山口、鴻池

両銀行と合併して三和銀行ができたわけです。

白石 そのときに、あれ残してもらいたいと ・一。菊池さんはあ

れ、銭そうかと 言うて は ったんですけれどね、下の部長 j坐中が

もう残さん、と 。 それで出しましてね。

それから、道修町の山口銀行が堺筋へ出るので、いまの三和五

町支庖、当時その山口銀行へまたわたし出向しましてね、設計

監理をやりましたんや。 できあがってから合併になりました 。

そのときに聖f 村銀行、いまの大和銀行本庖ができた 。できあが



車が多いんだ。 自動車の駐車場をみなこしらえとる 。それて

つて〈るな lり) 、自動車の駐車場の敷地を買いました。京都の河

原町の角に三和銀行の京都支庖がありますが、あの横手に 400

坪の土地を買いましたんです。それが駐車場になりましてね、

非常に喜んでお ります。 まあ外国の雑誌や、外国で見てきた情

報というのは、それですね。

それ以外に、銀行の客だまりに便所をこしらえたんです。銀行

へ来たら、お客さんが便所と言 ったら、どうぞ上へ上がってく

ださいというわけだ。それじゃ気の毒だからね、客だまりの風

よけの横に便所をつくるようにしたんです。

東畑 i羊式の便所ですか。

白石 洋式です。外国へ行 ったら、銀行なんか、偉い人はみな

正面に座 ってませんわ。繊へ回 ったところに座 っとる 。{業は、

支庖長席を横手へ回すようにしたんです。 そういうようにした

けれど、や っぱり日本人は真正面へ座りたいらしいのよ ( 笑)。

そういう変更をやりましたけれど、それは笑施できなかった 。

新ししミ建築学台頭

日

本

建

築

協

会

足立 ありがとうございました 。東畑先生は大正の末期はまだ

学生ですね( 笑)。

東畑 大分若い ( 笑 )。 いま白石さんのお話を聞きますとね、わ

たしらの学生時代は、そういうと画期的です心。

わたしは大正15年に京都大学を出たわけで、院l学は大正 9 年で

すね、わたしは第 4 回ですからね。わたしらの講義の一番初め

が「建築意匠計画第一部」というんですわ。僕入ったときに、

意匠とはなんじゃ、ということですね( 笑)。 意匠というのは、

これ ( 洋服を示す ) だと思 ってましたけれど ( 笑) 、あれはデザ

インというものの直訳ですね。

足立 そうですね。いまでも使ってます、意匠登録とい った特

許関係でまだ「意匠」という言業を使 ってます。

東畑 「25: 匠J という 言葉がついた 。それをわたしは非常に奇異

に感じましたね。 それから構造のほうは 、学校では「構造強弱

学」という言葉だ ったて‘ すね。

足立 わたしの学生H寺代にも受講した講義の名称に残っていま

した 。

東畑 あれはドイツ式の教育で'i ' J 、ドイツ語で言うたらフェス

チヒカイトレーレという 。それが 「構造強弱学」という学にな

ってましたね。 2 年生のときに初めて習 ったのが、鉄筋コンク

リート学という名前で、それは坂 ( 静雄) 先生です。そのとき

に並列して判 ったのが「問IJ 節架術論J というものです。剛節と

はどういうことかというのは、われわれとしてはわかりません、

そのときは 。 というのは、構造強弱学、これは土木の先生の大

勝先生に習 ったんだから、それはいわゆるトラスとかの強さと

いうものの理論ですわね、だから剛節とはなんじゃというわけ

です。そして坂先生の講義は、クラインローゲルのラーメンフ

オルメ ンと、ラーメンフォルメル ンという本の講義です。

わたしは昭和 7 年に建築事務所を持 ったわけですが、そのとき

にいろいろ先殺のやられたものを見学しましたけれども、なん

であんなトラスなんかやるのかいな、ということですね。 とい

うのは、笑務の経験なしにポコ γ と出たでしょう、先生の講義

創

立

初

周

年

記

念

号
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というものが頭へしみ込んで、それがもう一番f! f ; いものだと思

うと ったわけね。それでラーメンでや ったんですわ 、締胞です

わね、 トラスがないから、工場なんかは。お前のやる仕事は 、

柱の下のほうが細いじゃないかというわけ 。下が細い柱とい 7

ものがあるか ! と日じられたわけ 。大丈夫かと言われても 、先生

の講義の通りやってるんだから ( 笑) 、大丈夫と思わざるを得な

いし、事実いまでもありますがね。坂先生のお陰です。

わたしらの時代が建築界の変わ った時代ですね。 と申しますの

は、わたしが大学に入 った年に大震災があったわけです。大正

12年ですね。いいときに入 ったようなものですわね。わたしら

はのんきな話で、先輩を見習うてやらずに、先生の言うことば

かり 聞いてやっとるわけだから、いまから思ったら画期的なよ

うな状態だ ったんでしょうね。

剛節架橋という講義をされたのは、坂先生が初めてじゃないで

すか。わたしらが最初に聞いたのがそれでしょうね。それと、

鉄骨については全部、英国の「ケ ッチャム」という本があ った

んですが、それがわたしらの教科書ですね、そうすると、全部

インチ、ポンドですわ。材料は全部インチ、ポンド。 日本のや

つも全部インチ、ポンドです。 しかもそのころにメートル法が

できたので、大学の講義は全音JIメートル法になってたのです。

そして木造は尺貫法ですからね( 笑)。 だから木のほうはみな尺

で言 ってますわ。E でもみな何尺と 。鉄骨のほうはインチ、ポ

ンド 。 それから学校の講義はメートル。それが非常にややこし

いので、わたしらは全部対数表というのを与えられましてね、

それで換算して、みなメートルに直してや っていくわけて約すね。

坂先生の剛節架梢 というのは 、理論的に言うたら非常-にむずか

しいものなんです。鉄筋コンクリートでも、理論的に計算した

ら非常にむずかしいものです。 ところが先生の実務的な講義は、

大した差のないところは、ある仮説をおかれるわけです。だか

ら一見して断面がノ マッ と出る表ができるわけです。それをわれ

われの講義に使 ってもら ったわけ 。だから、その講義をわたし

らは、先輩のすることを知らずに、出てきてこれを使うでしょ

う、そうすると先挫が怒りよるわけです。お前 、そんなに早う

できるかい、ということですね( 笑)。

坂先生のは、いずれにしても大した差はないとし寸仮説が一つ

あってこそあの計算ができるわけですね。 ラーメンでも、下固

定だ ったら下から 3 分の l 前後のところに必ずインフレクショ

ン ・ポイントがあるということはわか ってるわけですわ。だか

ら、そこを今度は仮説にしてや ったら、すぐ解けますからね。

そうすると、結局先輩は、こんなところへこんなものをしたら 、

計算のしょうがないじゃないか、ということになるわけですな 。

それがいま現花われわれが、若い人がコンビュータを使 って精

密なデーターを出すのに焼くのと同じことですね(笑)。

足立 そうて・すね。第ーの変革期だ ったんでしょうね。

東畑 だから、わたしはつまり幸福に生まれたということです

ね。

分離派の講演会を聞く

足立 そろそろ、分離派のお話を伺いたいと思うのですが ・ 。

東畑 話は長くなりますが、京大建築学科ができたのは大正 9



年です。土木学教室で鉄筋コンクリート学のわが国の開祖とも

いうべき日比先生と、当時名古屋高等工業の校長をされていた

建築学の武田五一先生の二人て¥土木学教室から分かれる型式

でできたものです。 ところが土木つまり構造の日比先生並びに

その助教授の荒木先生が相ついで死去され、急きょ東大より若

い新進気鋭の士を迎えられたのが上述の坂先生。 また一方武田

教授の助教授に迎えられたのが森田慶一先生です。いずれもわ

たしらが初鱗義を受けたものです。

森田先生は計画法の若いプリンスで、わたしらのあこがれです。

そのプリンスが分離派の一人で、大阪で分離派の同人が講演会

をやるということです。同級 4 人ではるばる大阪の堂ビルの講

堂へ行きました 。同人は森田先生のほかに堀口、瀧沢、石本、

山田守の言者先生。いろいろの模型を出しての堂々たる論説でし

た。ただ、聴衆はわたしら 4 人を入れてわずか 13人( 笑) 、こん

な時代でした 。わたしらはかえ ってこんな時代に堂々と旗あげ

をされるその意気に感激しました 。 もちろん武田先生には内絡

でした 。

白石 昔、分自lt 派の本を石本さんからもらったんでね。その分

隊派の本を探したんですが、出てこないんですよ ( 笑)。

東畑 それは「建築諮J という本でしょう 。

コルビュジェの紹介

足立 先生、コルビュジェの関係というのは 、どういうことに

なって観訳という ・。

東畑 武田先生はああいう方だから、全世界の雑誌をお取りに

なっていた 。そのとき、英国には 『アーキテクチュラル ・レビ

ューi アメリカには 『レコード j 。それからドイツにはワスム

ートの 『建築月報l フランスには f ラルシ ュテクツールj とい

う雑誌があ った。

まあその 4 つがね、 ドイツにはもう一つ 『モデルネノ〈ウフオ

フメ ンj という雑誌がありましたが、まあこれは大したことは

なか った 。 この 4 つが、われわれとしては外国知識を得る道

だったわけですね。

たまたまそのワスムートのほうに 初めてル ・コルビュジェと

いうのが小さく、 2 ページぐらい絞 っとる t その時代にぺータ

ー ・ベーレンス、メンデルゾー ンとか、ハンス ・ペルチ ッヒと

かね、いろいろいるんですが、どうもくせがあ ってピンとこな

い。 そこへサー γ とものをすべて解決したような設計図が、そ

れなんです、いまでもありますがね、アノ マートの。 これは偉い

人ゃなあと 。それと同時に、その雑誌に、アンドレ ・ルルサー

という人も出たんです。 これが行くべき道ゃなあ ( 笑) 、と思 っ

て感心したんです。そうしたら、そのときにたまたま国際連盟

のコンペがあ ったですね。当選の案が絞りました 。佳作のとこ

ろに、ル ・コルビユジェ ・ソーニエと訟』いである 。で、ああ、

こんなところまで出す人かいなと思 って、ますます崇拝したわ

けです九。

ドイツの本は大体紹介だけですからね、ところがそこで 『ベル

シュム ・ラルシ ュテクツールj という本があるということが書

いてあるわけで、その本を取り寄せたわけです。 なかなか読み

にくいのを、字引を ｾ ｉ いて読んだりしてね Ｈ 笑 Ｉ。 絵だけはわか

るんだけれどね。そうしたらそ

の本でヒルベル ・ザイマーとい

う人のドイツ訳『コンメンデン

パウクンスト j という本がある

のをみつけて、その内容を紹介

したんです。

〔松井紹介はどこにされたわ

けですか。〕

東畑 『建築学研究』というのに

ね。わたしが大学院におるとき、 60 

お前、一番若いんじゃからこれ

』皿 高空 時 lI! J については

を編集せいというわけで編集し 自主二ん五五L，鯛

た。 ところが原稿が集まりやせん ( 笑)。 それで場ふさぎに「資

料紹介欄J というのをこしらえましてね 、それは僕の独演です

わ、そこへ外国のそういう資料を埋めてたわけですが、そこで

は、だれもまだル ・コノレビュジェを言うた人ない。ル ・コルビ

ユジェ ・ソーニエというのが本当の名前です。でル ・コ ルビユ

ジェ ・ソーニエ ・エ ・ピエール ・ジャンヌレグ〉ピエール ・ジャ

ンヌレ、あれは身内の人で、二人の合作です。

種本はもう一つあるんです。ハーパート ・ロパートソンという

人がね、あれは英国の建築家協会の会長さんです、どこかの学

校の先生や。校長先生をしていたその人が、ロイアル ・インス

チチュート ・オブ ・アーキテクトの機関雑誌の、世界の新しい

建築家についての論説の中にル ・コルビユジェの話を載せてる

んです。 それをわたしは訳したことがあるんです 。

そのル ・コルビュジェだけに関しては、これはスイスの絵かき

であると 。これはだれも知りませんわね。でスイスの絵かきで

あって、英語流に発音するとチャールズ ・エドワード ・ジャン

ヌレですわ。立体画の絵かきさんです。ル ・コルビュジエはペ

ンネーム 。立体画、丸やら四角を集めて一つの構成をする絵が

あったでしょう、ドイツ語の空間という意味のラウム、そのラ

ウムを寄せ集めて J苗いた絵がル ・コルビユジェ ・ソーニエの絵

なんです。

そういう立体函派の絵と同じような建築をや ったのが、 パ リの

ji!j. 覧会の出品ですね。それをもう一つモディファイしたのが、

いま 言 うたわたしが惚れ込んだアノ マー卜て‘すね。そういうこと

がロパートソンのにも書いてあるし、それから 『コンメンテン

ノ〈ウクンスト j にもちょ っと; 生いてあります。

足立 大正末期から昭和にかけてようやくヨーロ y バなんかの

情報がどんどん入 ってくるようにな ったんでしょうね。 それに

皆さん刺激を受けてということに ー・・・・。

東畑 刺激を受けたわけです。

足立 で、たまたま有名なコルビュジェに、早いこと先生が目

をつけられたという .. .. .. 。

東畑 それは、こんな{ 学いのヵ、おるのに、なんでだれも言いよ

らんのかいな、というので、その f建築学研究j というのに 小

さく往いた 。

日

本

建
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協

会
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変革の時代

足立 白石さんが昔の立派な様式をいろいろ勉強なさって堅実
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な建物をおっくりになる、東畑先生の頃は、鉄骨を手がけられ

るようになり、その面でも変革期だ ったわけですね。

東畑 変革期ですね。

足立 大体沼口さんとか森田さんの年代で初めてヨーロ ッパの

様式模倣から離れて、日本的なものとは何かとか、建築の本質

とはと考え出した時代だと思うのです。そこで堀口さんは日本

的なものの追求から、やがて茶室へ目を移され、森田さんはウ

イトルウイウスを通じて建築の本質をつかもうとされた 。堀口

さんは日本的なものについての論文を発表されて、わたしなど

は刺激されましたし、森田さんからはギリシャや 『建築十{ I}J

のお話をよく承りました 。 ちょうどそれが昔の大先生と、次の

第二世代の、差だったと思いますね。

東畑 そんなことだ ったろうと思いますね。

武田五一先生のこと

日

本

山

叫

柑

京

協

会

〔松井 武田五一先生なんかも、ご存じでしたら、ちょ っ と触

れていただくとありがたいと思うんですが。〕

東畑 武田五一先生はね、だれもが偉い先生だと決然と 言 うて

ますけれどね、わたしももちろん偉い先生だと思いますよ 。 こ

と、絵とかフリーハンドといつのは天才ですね、手の動かし方

は。で速いし 。絵かきにな ってもあの方は成功した人だと思い

ますよ 。

しかし、英国式の教育を受けてこられたので、それも英国で、

それでああいう講義をわれわれ受けたわけです。 そのうちに一

つだけね、コンポジションという作図があ ったんですわ。足立

先生の時分にはなか ったでしょう、そういうのは 。

足立 ええ 。

東畑 コンポジションとは、西洋建築歴史で習 ったギリシャ、

ロー7 、アラブ等の各スタイルの柱、軒、屋線、柱頭等の部分

を、色分け、配置分けをして一つの構成をして画面を創作する

ことです。 これは武田先生の留学時代に受けられた建築の講義

の製図課題の一つであります。建築物のプロポーションをよく

することの練習なのでしょう 。立体画家が丸やら四角を色分け、

配置分けして一つの絵を構成してゆく方法、また、 ドイツ語の

ラウム ・目的をも った空間 ・・・ を巧みに組み合わせて住という空

間をつくり出すという思想と同じ主旨で、わたしらは武田先生

からそれを習 っていたのです。 ただ学生の頭ではスタイルの音11

分の練習としか々えられなか ったので、武田先生の教えの本旨

をよくのみこめなか ったのです。

われわれは正直に、詳細にわた ってディテールを摘いてや っ と

るわけでしょう、先生が入 ってきて、お前、何しとんのじゃ、

と、ビャー っ とその上へ、ここは黒〈、ここは白〈、ここは干! ? 、

とい って、函かれるのです。せ っかく- twｾ、たやつを、先生滅茶

しょんな ・・・ ・・・( 笑 )。 それがですね、プロポーションというのは

そういう具合に考えていけということだったんでしょうねえ 。

わたしらはそれを正直に考え過ぎて、ことに先輩のすることを

ちっ とも知らずして、ポコ ッと出てきて勝手にや った。真面白

だからや ったんですよ、それは 。僕はああいうところはや っぱ

り先生というのは件いもんじ ゃなあと 一 年寄 ってからですよ、

J7えるのは 。
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東畑 話は戻るけれども、武田先生のもとに、わたしは大学院

の給資生だ ったんです。年に 900円もら って、月謝が100円です

から、 1，000円ですね、それが切れるんです。お前、切れるのに、

何か収入の道を講じんといかんなあ、そんならこれをや ってみ

ないか、と 言 うて出されたのが東方文化学院の … 。先生、そ

れは一体どういうものですかと、当時は支那と言っていました

が、中国の文化を研究する研究所をこしらえるんだから、これ

をやれ、 と。( 住 。外務省東万文化学院京都出必所)

中国の文化というのは、わたしはよく知らなし、 。家をやるんだ

ったら、屋根が反り返 った、龍が柱にまきついた ( 笑 ) 、あれを

やるんだろうと思 った。 さあ、困 ったなあと ( 笑 )。 ル ・コルビ

ユジェを崇拝しとるのに ( 笑) 、先生いやて・す、 とい ったら、切

腹せんならん 。 困ってあげくの果てに、先生、一体これどなた

がとい ったら、文学部の I貧困耕作、羽田亨、狩野直喜の三教授

に会えということです。いずれも支那学の大家、当時は大家ど

ころか殿様です。足立先生はどうか知らんが。

足立 いまはガタ落ちの庶民ですわ ( 笑 )。

東畑 だから武田先生にはよう言わんのですわ 。

ところで同じ神様、殿様ても、他学部の教授はうちのおやじと

ちがって隣のおじさんにみえるのです。 その建築の幹事役をさ

れている滋回教授に直接会 って思い切 って言いました 。「指導教

授から 言われまして参りましたが、わたしは屋根の反 って龍の

まきついたような支部の建築は建築技師としてきらいです j と。

「こら っ ! 何を言うとるか、支那文化を研究するのに建物まで

支那瓜にする必要がどこにあるか。大学院学生として余りに見

解がせまい j とえらい日じられました 。私はそれで胸のつかえが

い っぺんになくなりました。

「わしはスペインの僧院が好きだ、中庭のまわりに個室があり、

万巻の舎を庫にそなえて研究できるような家、すなわち僧院風

な設計はどうだ」と、自分の画かれたスケ ッチを示された 。や

れやれこれだ ったらいけるなあと思 って武田先生のところへ行

って 「先生、させてください j と言っ た。 それがもとなんです 。

ところが、ついにコルビユジェも何もあ ったものじゃないです

わ。あの辺が大学の教授の偉いところですなあ 。狩野さんにし

ても羽田さんにしても、自分の専門にかけて言われるのは大し

たものですね。 そのかわり、すきがありますね。こと計算J こな

ってきたら、数字的なことは全然、わからんのだ。メートルで 言

うた ってわからしませんしね、何尺ぐらいなもんじゃ、と ( 笑 )。

そこでたまたま党えたことは、こういうことなんです。大学の

自分らの先生は神さんみたいに恩てますけれど、つまり、ほか

にもそんな人がたくさんあるということです。 わたしは缶詰の

中のこんなものと思うてますからね、この人が一番fFよし、人だと

思うてますから、世の中のことは、ち っとも考えてえしません 。

ほかの殿さんに仕えたということ 。や っぱり偉い先生がおるも

んだなあと恩て、それでちょ っと眼下が開けましたですね。

わたしは当時理論的なことを研究して、ル ・コルビュジェを崇

拝しながら、グロピユース一派の理論的指導者でテオ ・ヴァン

・ドースブルグという人の 「新構成芸術の基礎概念J .. .... パウ

ノ、ゥス議書中の一冊 - を愛読していました 。 その中に上述の



ラウムという 言葉とゲシュタルトという 言葉が出てきます。 ち

ょうど当時ごく親しい親戚の者が西国幾多郎先生の下で哲学の

勉強をしていました 。優秀な哲学者です。 ラウムを空間 、ゲシ

ュタルトを構成と訳したらど 7 だと教えてくれました 。私はい

までもよい訳だと思 っています 。わたしはその学者の学の広さ

に感心するとともに忠告を受けました 。君は工学部の学生では

ないか 、一方で数学的な工学を勉強しながら片方で哲学を研究

した って無理だよ、自分は全心身をなげう って哲学の勉強をし

ているが未だに学成らずだ、と、なるほど君の 言 うことは其実

だと 言っ て私は哲学的な研究をやめました 。

やめたのと同時に、その片方の偉い先生について仕事をや った

ので、実務ということに対しては非常に興味を持ちました 。あ、

これはあんな偉い 学者相手に哲学のようなことをや っても仕方

がないと思 ってね、それで実務のほうへ転換しようと思 って建

築事務所をや ったということでね。

海外へ出ての印象

足立 先生は外国へ行かれたでし ょう、そこでさ っ さの 白石さ

んのお話の よ うに、何かや っぱりよか ったということはござい

ましたか。

東畑 ナポリへ上が ってからずーと ・・・・・・結局半年かか ってずー

と見てきたんですがね、前も って日本でしらべてみんな苦いて

あるんです。一 番最初に行 ったのがナポリですが、まあいろい

ろありますわね。一番行きたか ったのは、ウィ ー ンのオ ッ トー

・ワ グナーの作品 。 よろしいねえ、あれは 。教会がありますね。

足立 ええ、シュタイ ンホフ教会堂。

東畑 あれはウ ィー ンのず っ と郊外。 それがむずかしいとこ ろ

でねえ、パスよりないんです。長いことかか ってパスの終点に

着いたら、精神病舎なんです 。あこがれのワグナーの教会が丘

の上に見えとるから、あれを見に来たんですとい ったら、なん

でこんな田舎の町はずれまで日本からわざわざや って来たんか、

珍しい男ゃな、とい うて案内してくれたのが、そこの建築技師

なんです。

教会の病舎の中を通りますとワー ッと、変なやつカ、来ょ ったわ

いと、抱きつきよるんですわ ( 笑 )。 あれにはわたしは参 ったで

すね。怖いやら ー・ 助けてくれというのでしょ う、ノイローゼ

ですね。だけど、あの建物は、いい建物でしたね。

足立 ワクナーという人は、金色をうまく使いますね。

東畑 そうですね。 それから郵便貯金局とかね。なかなかいい

建物ですね。

また、 パ リではコルビュジ ェの作品を見に行きました、それも

ノートしてね。凱旋門のすぐ近くにあ った、それは住宅ですわ。

ところが、せ っかく行 ったんですが、鉄条網が張 って、入れし

ません 。 ちゃんとできてるんですよ、家は 。そこに門番がおり

ましてね、 「ー{ 本これどうしたんだ、わたしはコルビ ユジェと

いう先生の作品を、日本から見に来たんだJ と言っ たら、 「ほ

お一、実はこれはえらいものをや ってもら ったものだから、施

主との聞に文句が出てしもうて、いま係争中て唄ね、出入り禁止

にしてます」 と( 笑 )。 ノマリでもそういう時代でした 。

それともう一つ、行 ってオ ッ トー ・ワグナーには感心したけれ

ども、感心しなか ったのは、英国の雑誌に載 っておる近代建築

ですね。 ドイツは困窮時代ですからね、わたしが行 ったときに

は、ヒ ッ トラーと共産党の聞の喧嘩の最中ですね。 またその辺

には、毒カスでやられた乞食ですね、あれのおるときですから 。

あんな時代だから、いい建物ができるはずがありませんしね。

だから貧弱なものでね、かえ ってドイツの古い建物にいいのが

たくさんあ ったという時代でしたね。

それでアメリカへ渡 ったんです。アメリカ以もう断然違うんで

すね( 笑)。 アメリカへ渡 ったのも理由があ って、工場建築のい

いのがあ ったので、それを見に干子 ったわけです。 そうしたらち

ょうどクライスラーといっビルができあがるちょ っと前でした 。

で、なんと申しますかね、スケールの大きい、つまり量産的な

る考えですね。 わたしが習 った問|朋i架構というようなものは、

ドイツで、はノトさなものでや っていただけのことであ って、アメ

リカでは自動車工場なんか、もって引 っかい、それこそ 1 万坪や

2 万坪ぐらいの建物も、みな剛節架構でや ってます。あ、これ

やなあと思 って感心して、だか ら工場建築というのは非常に面

白いなあという気がしたですね。

足立 いまだにアメリカ の場合はスケールが大きいというか、

大 l床と 言 うてもいいですけど、そういうのが特色ですね。

東畑 日本がいまそれと同じですね。つまりクライスラーでも、

H ですね、大きな H を二つポンとついで、溶接したんでしょう

ね。大きなビルの50階も 801渚もあるやつが、そうな ってるんで

すよ 。

それからスラブを打つんでも仮枠の代わりの鉄板をはさみまし

てね、コンクリートを流すのにどんごろすをず っ と敷きまして、

そこへ一定の重りをや って、向こ うから日| っ張りよるんです。

そして流していくわけです 。 そうするとコンクリートカず固まる

でしょう、固定仕上げというのはしないんです、あまり 。そう

いう量産的なる工法ですね、それにはわたしも、ほおーと思 っ

て、す っかりアメリカ原Lに・・・・・・。 そのときにドイツにジ一ドル

ンクというのカ《あるんですよ、あれはクラインだ ったかな

足立 動線を考えた人はアレクセス ・クラインですよ 。 アノ f ー

トもつく っておりましたね。

東畑 あのクラインのところへ見せてもらいに行 ったんです。

あれは面白いんです 。人間の寝る、働〈、休む等の行動の範囲

を寸法的に大きさをきめ、 室の寸法を規制l し、その組み合わせ

によ って一単位住宅の I隠と奥行きとを標準化したもので、これ

をl隠 5 種類、奥行き 8 種類くらいに分類し、セクションペー パ

ーのようにした 表があっ た。 そうすると建物の l隔と建物の奥行

きとがわか って、それでできていくわけですね。家具 なんかも

全部統ー されます。 いずれも階段式 4 、 5 階建てのアノ マートで、

「ジ一ドル ンク」という 言葉を使うてや っていた 。 いまから思う

たら、ケチなものだなあという気がしたですがね、僕には。

足立 そ うですか。 ありがとうございました 。 それでは時間も

残り少主くなりましたが、白石先生からも、何か面白いお話を

伺いたいのですが ー・

白石 明治末期から大正の初めにかけてね、大抵みな壁はレン

ガですわ 。 それで外へ石を張るよつになる 。われわれが監督し

Me mo  

ドイツの ジ一ドルンク 建設

1933年ナチス政権下、小菜園と畜舎を付属したクラインジ

一ドルンクが、産業労働者住宅の最善の形態とされた 。
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とったときは、レンガを 4 イ閏ずつ和電でくくっとるんですわ。 そ

れで必ず水の中へつけとくんですわ、何分間も 。l汲水させて、

それを績むんです。 15段以上はti ' l まないんです。 トロを流すと、

ずーと目地のところへトロが出てくるんですわ 。 いまは真ん中

ヘポンと澄きよってや りますから、そこ へ水がたまってしまい

ますが・・ 。

そのレンガが今度は鉄筋になりましてね、壁厚は簿くなる、薄

いと、また壁厚を厚〈しょっと思うとレンガを澱む。 とにかく

15段以上級まないようにしました 。 そういうようにして蛇管し

てい って・・ 。

それから鉄足場がね、日本はまだ丸太の是場ですわ。外国はも

う鉄足場をやってます。で、わたし日本へ帰ってくるなり、す

ぐ業者に、いっぺん見ていらっしゃい、鉄足場をやれ、と、た

しか大林のだれかに言うたら、見に行 って、それから鉄足場が

流行しましたよ 。

それから 10年ほどしてから、またシカゴへ回ったんですがね、

そのときにはもう高層建築 、できてましたね。 日本では御堂筋、

30メートル以上ゃったらいかんと言うてるときでした。帰って

きたら、すぐまた高層建築やろうという話がありましたけれど

日

本

建

築

協

会

i "J ・・

足立 この関西でいろいろ働いておられましてね 、面白い方が

おられたんじゃないですか。

白石 そうですねえ、面白い方は、あまり …・ ( 笑) 。真面白に

こつこつやっと ったから ( 笑) 。飲み連れはありましたけれどね。

東畑 波江さんがおりましたやろ 。

白石 ああ、波江さんは片岡事務所におりました 。 もう亡くな

りましたけれど。
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手もとに、大正 9 年の「日本建築協舎舎貝住所姓名録J が

ある 。茶色に変色した表紙には、万年畿で、 「備考 本書事

以外ニ新加入者百余名 一月之…… J とむかれているが、

ポロポロにな ってあとは読みとれない。

正 9 年12月20 日現在の会員の中から、片岡建築事務所所

属の会只を拾ってみた 。

{ 予雌正文

伊藤幸太郎

片岡 安

吉 木 久 吉

長田岩次郎

波 江 悌 夫

山本辰次郎

安 井 武 雄

藤 井 令三

平 jみ 末 吉

馬 野 七 1 I

友田

大 塚 錦 三

川村種三日11

田原三千男

野綱友次郎

木位置世二郎

大阪市外鶴僑町字問九

大阪市北区相生町三五

京都市外伏見桃山

大阪市外天下茶屋五七六

兵庫県武庫君11六甲村篠原字下岡五五五

兵庫県武庫郡御影町東明三三九

大阪府北河内郡守口町字紙井四六四

東京市牛込区若松町一四二 井上征夫方( i 度米中 )

大阪市南区難波桜川町二丁目 - 0 九六

大阪市外天下茶屋五七六三浦111方

大阪市北区北野牛丸町八二 佐々木方

大阪府東成郡森小路八六七

大阪市北区上栂島ニノ六七二 今 木方

大阪市東区今僑一 片岡建築.tJ';. 務所

大阪市北区西梅ヶ枝町八九五 内川方

大阪府東成郡板並町野江四一O 松田方

大阪市北区上福島一丁目五九ノ二 後藤方

白石登喜男 大阪府東成君11住吉公園

守 山 廉 三 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 五 船 津 方

因みに、大正 9 年11月には、名誉賛助貝 60名、会員 187名、

地方会員 62名、終身賛助貝 43名、特別賛助只 12名、普通賛

助貝 287名であった。

名誉賛J l j J 貝のなかには、井上準之助、池上四郎、林市議、

大限霊f言、片岡直温、直木倫太郎、村山能平、後藤新平、

関ーの各氏らの名前が見られる 。
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建築協会入会のいきさつ

足立 東; 畑先生も事務所をお開きにな ってから会員になられて、

協会に関係されたということでしょうか。 どんなことがござい

ましたか 、初めごろは。

東畑 わたしがまだその協会員でないとき、大学院の学生のと

き、昭和の 5 、 6 年ごろ、いまでも党えてますけれども、大同

生命ビルの中で、新しい木造建築について話をしろという武田

五一先生からの命令なんですわ。 そのときは木造建築みたいな

ものは僕らわからん ... ..・ ( 笑) 、しょうがないな、あんなものを

や ったって…・・・。「新しい J という名前がついとるんだ。先生は

どういう意味て・言うたのか、わかりませんよ、困ったなあと思

って、文庫へ行って …・ えらいいい本があります、 ドイツの。

「ジベルの使い方」という本があった。小さい木を合わせまして、

たくさんジベルによ って しめていくというのが新しいドイツの

建築工法だという本があ った。 これええなと思 って、これをず

ーと読んで、訳して、訳したやつをバンフレ y トにこしらえて

ー・・・・あのときね、ご存じかどうか知りませんけれど 、スカンジ

ナビアのスト y クホルムの駅がそういうふうにな ってます。あ

れが木材の産地ですからね、ムクグ〉木の薄い板を集めてこしら

えたアーチですわ。 それが載ってるのです 。 これが新しい建築

だなというので、その講義をバンフレ y 卜をこしらえてやりま

した、あそこで 。そのときは聴‘ 衆は割に多かった、それは記録

にあるはずです。

そうしたら、会長の片岡先生から、ちょ っ と来いということ 。

片岡先生はわたしらの都市計画の先生なんですわ。

それでいわく、「君、この問、うちの会で講義をしてくれたそう

ゃな 。パン フレ y トを拝見したが、なかなか面白いことを 言 う

とるな」というわけ。「 ところで、この会へ入らんかJ と、こう

いうことです ( 笑 )。 で入った 。入るために H乎lまれたわけ 。

足立 白石さんは協会にいつごろお入りにな ったんですか。

白石 創立当初からです 。初め、片岡事務所に協会は同居して

てね。それから後に、雑誌を発行するから、広告をもらいに歩

けと 言われた 。 それで広告もらいに歩いて、で原稿も書け って、

原析もt ! J 川、たこともありますけれどね ・・・ 。

それから思い出ですがね 、一番怖かったのはね、辰野陣士、鞭

持 ってるんですわ。昼、ご飯食べるときに、食事が現場に出て

るのに、おそくなり室にお ったら、ノ ぞシーツ とたたかれるんで

すわ ( 笑 )。 そういう厳重な ・いま の若い人には似合わんよう

な教育を受けました 。 日曜休みなんて全然ないですからね。休

みの自の 1 日、 15 日も必ず明細l拾うたりなんかしてたら 目・ ・。

足立 それでその広告集めに回られて、いつも順調に広告は取

れたんですか。 足立孝氏

自石 ある程度ね、三つに二つぐらいは

広告くれますわ。 で、たくさんもらうと、

また来月困りますからね、この月はこれ

だけ、来月はこれだけと、そういうて順

番に回 って・・・・・・ 。( 笑)

足立 それじゃ、長時間お話をいただき

ましてどうもありカ〈とうございました 。



アンケー ト

最 近20年間、そして

これからの10年

一 建 築 ・ま ち・くらし ・社会を語る -

[設問 1 ]  

高度成長の末期からオイルショ ックを経て低

成長時代へと 推移したこの20年 聞の建築 、ま

ちづくり、くらし、社会の 出来事の 中で、あ

なたの印象に残 ったものは何だ ったでしょう

か。

[設問 2 ]  

これからの 10年の動きを象徴するキーワード

あるいは コンセプトは何でしょうか。 それに

対するあなたのお考えをお 聞かせ下さい 。

創立50周年記念号 ( 昭和42年 3 月号) では、建築界と

建築協会の過去50年を回顧しているので、今回の70周

年記念号は、それ以降今までの20年間と、さらにこれ

からの 10年の、建築だけでなく広〈社会にまで目を転

じてその動きを見つめたいと思いました 。

建築界のみならず、建築やまちづく りに接点をお持ち

の識者に、上記設問で、 1000字程度のアンケートをい

たしましたところ、 21人の方々からご意見が寄せられ

ました ので、以下に掲載いたします。

いずれも 1't : i l l なご意見て¥ 今後の参考ーになると存じま

す。ア ンケート記事を寄せて下さ った方に厚くお礼申

しあげます。

21世紀の建築様式

表 音 文字 の文化から 表 意文 字 の文化へ

原 桂 一 郎

「文明は西進する」という 言葉がある 。世界の文明は、中近東

地方に始まり、ペルシャ、エーゲ海、ギリシャ、 ローマ、サラ

セン、パリ 、 ロンドンと、西へ向か つて進んだというのである 。

その後も大西洋を渡り、アメリカ東部から西海岸へ移り、今や

ハワイから日本へ渡りつつあるといえる 。次の世代には、朝鮮

半島から中国大陸へ移ることになるのだろうが、できる限り日

本に足を止めて欲しいと思 う。

これらの文明のリーダ一途は、それぞれの時代において、世

界中から富を集め、そのJ! オカでも って自らの街づくりをしてき

たのである 。過去の文明を振り返 ってみると、それぞれ独自の

遺産を持 っている 。それ故にこそ、 一つの文明として歴史に名

を残したのであろうけれど。

建築と街づくりについてみるとき、かつての文明 の リーダー

逮には、それぞれ独自 の綴式があ った。 ギリシャ建築、ロー 7

建築 、サラセ ン建築といえば、直ちにそれぞれの固有の建築様

式が恕い浮かぶ。パ リには、 パ リ独自の美しい街並みと建築群

がある 。アメリカは超高層建築という遺産を残した 。 しかしな

がら 、現在の日本は、まだ日本独自の建築様式を持 っていない。

アメリカの模倣に過ぎないように思う 。あれが21世紀の世界の

文明をリードした日本文明の建築様式であると後世の人々に諮

り継がれるような様式を創り出していくべきではないかと思 う。

それはどんな建築なのか。予見することはむつかしいが、社会

のさまざまなニーズと新しい風潮lの中で自然に形成されてい く

ように思う 。

その新文明について、あえ て所感を述べれば、その一 つは、

物質文明の行きづまりの中に再び心や精神の解放を求める第二

のルネ ッ サンスともいえる風 ｩｾｊｉ が生まれてくるように思う 。 さ

らに東洋的な伝統や哲学が加味されたものになるのではないか

という気がする 。その恨底にあーるものは 、大胆な私見をお許し

いただけるなら、それは、表音文字の文化から 、表意文字の文

化へ変わることによる文明 の変化ではないかと思う 。

西欧の表音文字は、符号の ようなも ので、数字のような正確

さを持つ。 1 +  1  =  2 であ って、決してそれ以外の答えは出な

い。 その思考がコ ンビュータ一文化を生み出し、衛星探検を可

能にしたのである 。それに反し、漢字は表意文字であ って一字

ごとに意味をもっ代わりに、そ の誇の意義が多様であいまいな

ところがある 。 しかし文字を組み合わせて熟語を作る場合には、

加減乗除自在な思考の組み合わせが可能である 。思考は文字を

念頭においてするというが、カタカナで考える思考が、漢字: で

考える思考に変わることにより、思索的、精神的な奥行きは t的

してい くのではないかという気がする 。東洋文明再出発の時代

が来るのではないかと思 うの である 。

{ はら けいいちろう 大阪市初市慾倫局次氏)
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『心のゆたかさ』

森 内 盛 一 郎

「設問 2 に対して」

住宅難の時代には雨露を凌ぐだけのものでよかった住宅も、

生活にゆとりがではじめると、単に住むだけではなく、くつろ

ぎ、語り合いなど楽しめるスペースであることが要求され始め

る。したがって内部造作や設備についても、最低限必要なもの

では満足されなくなり、さらに進んで、住宅のデザインの多様

化、個性化などが必要になってきている 。

生活水準かー上昇したいま、改めて生きがいを問い直すと 、物

の充足よ り精神の充実感が問われてくるのではないだろうか。

ありきたりの、人と同じものでなく自分だけのもの、創造性を

尊び、自己を表現したものが望まれる 。 自分の精神の充実感、

『心のゆたかさ j が今後の指標になるのではないか。

ネクタイやノ、ンドパ ック等でブランド製品が好まれるのは、

品質の良さもさることながら、むしろプランドが与える情緒的

満足、精神的充実感が人気の原因ではないかと思う 。

創造性を尊び自己の表現を求めるうごさは、手芸、俳句、和

歌、書道、または模型製作などが盛んにな っていることからも

うかがえる 。 ちょっと H見線するが* カラオケゆなども、この中

に入るのかも知れない 。 いまの家庭では、家族の誰かはこれら

の一つを楽しんでいるように思う 。

心、のゆたかさを求めて、地方自治体も文化施設に目をむけ始

めている 。音楽館、美術館、博物館、歴史館などの設置は、昭

和60年には 52年の倍の数にな っているそうだ。 住民生活を維持

するための最低水準、シビルミニマムがある程度充足されたい

ま、地方行政も、住民が心のゆたかさを求めているということ

を察しているのかも知れない 。

働く時聞が短縮され、人口の老齢化などで国民の余暇、自由

時間は増えてきている 。衣にしても、食にしても、住にしても

いままでよりひと味ちがうもの、これまでのように 、高いもの

が良いもの H という経済的論理よりも、楽しさを好み、自分の

好みを生かす 『心のゆたかさ j をI也すものに関心が集まるよう

に思う 。 ( もり うち せいいちろう {王毛 布""i ｴ ， ｾｦｾｩ 公 団山 ｬ 丙 ｊｩ it I.IIJ :i社1U

成熟社会への道

田 中 孝 男

@ 1  関西新空港を迎えた国際化への道

大阪で開催された EXPO' 70、万国博後の伊丹空港の状況から、

時の運輸大臣 ・丹羽M四郎氏が第 2 空港の「位置と規模J のあ

るべき姿について航空審議会に諮問したのは昭和46年であり、

その答申が行われたのが昭和49年である 。 昭和62年 1 月に着工

になり、昭和68年春に開港となると、着工までに 17年、開港ま

でに 25年も経過することになる 。

その問、国をはじめ産官学を含めた多くの有識者 ・諸国体に

よる推進大キャンペーンにより、とにかくもや っとの思いで，週

70 也築 と社会/ 1987年 3 ，1  ¥; 

り道をしながらも着工に消ぎつけた感がある 。 そしてその聞に

関西学術研究都市の計画 ・神戸ポートアイランドの実現 ・大阪

南港テクノポート計画 ・大阪ビジネス パーク ( 0 B  P 計画 ) 等

数多くの国際化へのプロジェクトヵ、生まれ、笑りつつある 。

今後関西が東京と肩を並べて国際化の道を歩むのであれば、ま

ず|長l西の自治体 ・財界人がナショナルプロジェクトを推進し、

創り上げるためには手を取り合 って協調する組織、たとえば闘

西経済協同体 ( K E  C ) のごときものを創り、運営するたくま

しさと運営能力が問われていることを日頃感じている 。 そして

日常の生活の中から、ビジネス ・学術 ・研究開発等の分野まで

幅広く、深い社会を築くための生活環境をはぐくむ都市経営が

必要であり、そしてその芽が生まれてきているように思われる 。

@ 2  成熟都市へのアプローチ

も吋こしえ

古からー衣食. l E りて礼節j を知る ー と言われてきた 。 日本の

国も経済的に豊かになり、日常生活も特に衣 ・食 ・医までは大

変めぐまれている 。 しかし、こと住生活環境は似本的に立ち遅

れてしま っている 。お陰様で人生の平均的寿命が伸び、大都市

に人口が集中してきた現在、特にこの 10年は戦後からの産業構

造の転換と合わせて、都市生活の次への課題一成熟社会への道

ーに向か つて新しい土地利用計画を till り換えてゆく必要を感ず

る。

一つの例として、特に大阪湾ベイエリアに面する臨海ゾーン

は、重工業泌合のグレーゾーンから、すべて新しい都市生活ゾ

ーンにイノベーションする絶好のチ ャンスである 。 この 10年間

は、大阪湾本来のあり方とともに、 1i，;>i， iJIt 音1¥の有効活用を多角的

に見直し、新産業立地と合わせて、キ ャンパ ス ・レクリエーシ

ヨン ・住宅等、国際的な 7) dj ! ¥以上に向か つて活力ある、そして

盆も夜も美しい環境に育て上げたいも の である 。

( た な か た か お 株 式会 社日 .ill. t.止，11 取 締 役 )

国際化・高付加価値の時代

藤 縄 正 俊

これからの 10年、あるいは 21世紀にかけて、 H寺代は、どうも

想像を絶するような勢いで変貌をとげ、ていくのではないだろう

か。 そのメガ ・トレンドとして 二つ挙げてみる 。

政治 ・経済いずれをとらえても、国家の枠を越えて地球続紋

で展開されており、相E の国や地域と絞雑に| 具Jj 単を保ちつつ、

笑に不透明で不気味な広がりを持 って国際化が急進しているよ

うにみえる 。 われわれの慣れ親しんできた社会の枠組みや制度

から日常の生活の価値観や晴好に至るまで、否応なく国際的尺

度にな っていかざるをえない の ではないだろうか 。

貿易摩擦と急激な円高は、世界での日本国家を孤立化の方 li 'J

へと追い込んでいるようにもみえるし、すでに、国家とい った

過去の枠組みの空洞化は、日開I しに大きくな っていくようで、

海外投資と海外生産へのシフトが、各企業の生き延びる道とい

った感すら与える 。個人でさえ、生活の盟かさと低廉さを求め

て、 f主む場所を国境を越えて選択し始めている 。

次に、高度情報通信化時代の到来によ って、すべてに高い付

加価値を求める社会は、 トレンドとしてソフト化 ・サービス化

へと向か っているようであり、物質文明の終駕と感性文化への



偏向、第三次産業への社会構造の変革とい った現象とな って展

開している 。

狭〈閉ざされた国土の中で、人と土壌をこよなく大事にして、

物をつくるという営為に人生観をダブらせてまで生き続けてき

た日本人に、物をつくるな、次は国際化だ、ソフト化だとい っ

て発想の転換を迫 っているのが、現在の哀の状況かもしれない 。

変わり身の速さが身上とはいえ、社会に定着するには、多少の

l待問を要すると恩われる 。

いずれにしろ、街や建築が、その時代の、その地域の文化的

・歴史的意味を表現することになるとすれば、いかに複雑で動

きの速い不透明な時代とはいえ、われわれなりに未来を読み解

き、地域特性を熔り出し、物の存在の中に多様さと盟かさをど

れだけ浸透させることができるか、そして人の心を打つ表現に

まで高められるか、が肝要だと思 っている 。

( ふじ なわ まさとし 株 式会式大林組 本 l再建築設計部一部長)

地方に芽吹いたコンペ・エオ、ノレギー

牛 山 勉

「名古屋は、どうな ってるんだー j と、当時、毎月 の ように

東京に出向いていて、親しい委員会仲間からよく尋ねられた 。

昭和54年一 一岐阜、名古屋を中心とする地域に*11欠いた第一

WJオープン ・コンペ ・ラッシュのはじま った頃であ った。 この

杭を主れ、ている昭和 ＶＲ 年 Ｑ 月というのは、その第 二 ｊｾｊ ラ ｹ シ ュ

の」工っただ中にいる 。

地方自治体が発注する建築工事の設計者を、どう選ぶかにつ

いて、永い M迷の l時期lが続いて A E 選択法の日本版といえる東

京都方式がやっと、その成果を一つ一つ生み出しつつある 一方

で、全国為地で公開設計競技の実施に踏みきるオ ーナーがふえ

てきたのは布ーばしい限りである 。設計者だけではなく、発注者

ｻ目 ｉｊ にそうした意欲と ノ ウハウを新極的に求める気五ｾがゆＱＮＩちみち

てきた証拠である 。 この動きをさらに、すそ野を拡げたし、。 そ

のためには、良き推進役をはたす人物が必要となる 。

昭和54年の第一Wl ラ y シュの火付け役を務めたのは、岐阜高

専で教鞭をと っておられる宇都宮新氏である 。 r岐阜県口腔保

健衛生センター構想設計競技」 といっ 二段階のオー プン ・コン

ペが発端とな って、その後、愛知県、名古屋市が統ぞくと公開

設計競伎の実施に踏み切 ったのである 。

「口腔保健衛生セ ンター」の場合、主催者は I也万自治体ではな

く県の歯科医問i会てある 。 ここに意義があ った。 いわば、民間

のプロフエ ンショナル ・アソシエートの良識ある決断が、行政

に先行して行動し、逆にその波紋の大きさが地方行政の上用者[1

をゆり動かしたということになる 。

宇都宮氏は最初に話があ った時点て¥引き受ける条件として

一年間のい勉必会仰を、のんでもら ったという 。 そして、その

期間、精力的にオーナ Ｍｪｾｉｊ のコンペ認滋を高めるために ｩｬｬＺ わ、た 。

その熱意が、各会l c . l にったわ って大きな成り上がりにな ったと、

あとで述{ 袋しておられる 。

最近では、日本建築家協会の関東支部や東海支部が仲介役を

杭極的にはたす-'-FWl j が出てきているが、正当な地域オープン ・

コンペH寺代に入 ったというのカ、実感である 。 そして、この動き

を定着させる最大の要因は、結果として「何が出来たのか ・」

の一言で終わ ってしまうのだ。

、コンペでなければ、生まれない砂建築を生み出さなければな

らない責務を、公開設計競技というのは企画側、審査員会、応

募者という三者が、河土会。に対して担っているのだ。

( うしや ま っと む 名域大学品目市 ーウシ ヤマ設計研究室主宰 )

ここらでゆっくり、

手間ヒマかけて・・・

瀧 光 夫

〔設問一 2 ) にこたえて

万国博 ・EXPO' 70の準備をしていたのが、 ほぽ20年前。 お

祭り広場の丹下先生 ・磯崎新氏はじめみなさん、相変わらず、

というかいやますますご活躍の様子である 。なんだか20年も経

った気がしない。この分だと、むこう 10年もすぐにすぎるにち

がいない 。

これまでもこの先も当分大切な言葉は、いろんな意味で「自

然」 ・・… ・。だと思う 。 なんとなく不自然 - 反自然なことがなく

ならない、というかむしろ. t r ' / えている気がする 。

原発事故のように技術の進歩が、かえ って生活をおびやかす

例はこの際おくとしても、超高層をはじめ、ぼう大な量のヒル

や土木精造物をつく ったわりには都市の生活環境はよくなって

いない 。少なくとも総体として美しくない。パリのセーヌ河、

ロンドンのテームズ河の上に高速道路をつけるようなことをし

ては都市景観も何もあ ったものではない。

回図は過疎化して向然荒廃がすすみ、どこへ行 っても広告示4

4反ばかりが自に入る 。 山紫水明の端秘iの固に、緑化運動がさけ

はれる 。 自然とのつき合い方がどこかで、いやいろんなところ

でマチがっているのである 。

設計の分野でも、「新耐震」とかでコンビューターがはじき出

す構造寸法は、直観カによれば明らかに不合理 ・不自然な場合

があるし、消防法のために笑質的には全〈無意味な設備をとり

つけることなどもおこ っている 。効率一点ばりの設計にうんざ

りしているのに、機械をつか ってさらに設計を合理化しようと

いうのもどうかと思う 。

いろんな人のいろんな研究や理論、あるいはその法制化が、

合理 ・効率のみにむけられる結来として、はなはだ不合理で不

自然で住みにくい環岐がつくられている面がある 。

月まで行ける技術があるのだから 大ていのことは出来る時

代。 ここらでゆ っ くり、じ っ くり手間ヒ 7 かけて ( 超高層など

つくらずに ) 、かつての日本の都市や建築や庭が世界に対比し

ても っていた質とユニークさの現代版なり未来型なりをさぐる

方にむかうべきではなかろうか。

その意味で、キーワードは「感性J 、「美意識j 、「直観力 j あ

るいは「ゆとり J .. ・。 とおきかえてみてもよし、。

( たき み つ お挫l f ，家 )
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今を考えつつ未来をさぐる

山 本 良 介

日

本

位

築

協

会

設問 1

日本の生活機式、いろいろの祭事、あるいはしきたりがいつ

の聞にか滅びゆく現代生活の中で、都市も街も個の住腐も、す

さまじい| 浪りで変貌してしま った。 日本の都市や街はどこへゆ

こうとするのか想像しようにも想像しようのない現況. . 。土

地価格の予怨以上の高騰、放 っておけばすさまじい限りで進み、

いずれの都市もいずれの街並みもみな一緒にな ってしまいそう

な近代建築の乱立。都市文化の平均化現象は・ /  

そうした今こそ、行政と民間が一体とな ってこの都市この街

はどうあるべきか間 b 、質す 11寺WI にきているように思う 。特に石

油ショ ンクから今日の円高まで、日本経済のたびたびにわたる

経済破壊ショ ックは、都市環境に大きな彬轡を与えたわけだが、

もし 100年なる都市経済、都市生活の大計があ ったなら、 「犯逮

はなにがあ ってもあの目標に向か つて」の指針をめざして、シ

ョックにも十分耐えるカになるかもしれない。

まだまだ未来に対しダと希望を持つ都市住民、地域住民が、

次なるショ ックがこようとも耐える地策「都市の 100年計画」を

作る時刻iにきているのではないだろうか、そんなことを思いな

がら、ここ数年、巨大都市化、平均都市化にさから って、こま

めに建築活動を進めているのだが・・ ・ 。

設問 2

たった10年の動きを象徴する目先のキーワードなどあるわけ

創

立

河

悶

年

記

念

サ

がない。

今や、街や人々は将米に何を残そうとするのか。行政はどん

なことをめざして地域社会に寄与するのか、都市の姿をどうし

ようとするのか、産業構造と都市環境をどこへ導くのか。特に

伝統と文化の中から生まれたはずの都市にあ って、次なる伝統

や文化は、あるいは人の心は、より情報化にむりやり染められ

る現代人、未来人にと って街の心は、生活の心は・ 。そんな

ことを考えるのがより重要と、今、ポチポチたのまれた地主と

協同で話し、語り、試行錯誤しながら街の点を造りつつある 。

ポストモダニズムなど話す前に、ポストアーバ ンモダニズム

を語る時にきているのではないかと思う 。すくなくとも建築家

は向分のたずさわ った建築を誇るのではなく、その建物が、そ

のA 号えが増殖した時を競 ってみては、と考えながら建物造りに

村を出しているのだが

( や まも と りょうすけ -¥ll築J 両山本良 介アト リエ )

この環境の変化に、

唱 力 き グ を 出 し て ・ ・ ・

志 賀 修 一

工業中心の社会から情報化社会へ移行してきたこの20年間を

娠り返り、あらためてい前負" とはどういうことかを巧えてみ

ました 。o:ti 負とは、お客機に気持ちよく納得していただき、私

達がお世話したサービスやチエを喜んで買 っていただくことで

72 也 怒 と社会/ 1987年 311 可

はないかという思いを強〈致します。

お客様の信頼をいただいた私共はお客様と地工作業を担当す

る協力会社との聞に立 って、建設がうまくすすむように関係者

と心を通わせ、皆械をお世話する、これが最も大切なことであ

ると思います。建設をすすめるために、知識を集めた計問、々

えた施工計画をいくら立派にたてても、所詮それはお世話する

ための立派な道具ともいうべきものであ って、これらの計闘を

たてること、そのことが目的ではないと思います。

お世ー話するためにはどうすればよいのか、それには、まず調

べることから始めなければなりません。お客僚がどのようにし

てほしいと忠われているのか、そのためにどのようにすればよ

いのか、どんな万法がある のか、例えば用地問題は解決してい

るのか、許認可は終わ っているのか、まわりの人々の思いはど

うか、雰囲気は、などなど ーーー 。

まず調査を行う 。そして、お客様の思いを実現するために関

係者が手分けし、確かめ今 って、さらに「どうしたら 」を

追い求めて調べを続けてゆく 。そしてお客様にと って放も有効

な形で自分述の W出きゅを出す ( お世話してゆ く) ということ

ではないでしょうか? 逆に調べないお世話は大変危ぃ道只作

りになると思います。

お世話するための 万策として ( 道具として ) 、計画を練り、官:

理をしてゆくわけですが、それがいつの聞にか、その 'I i: n体を

うまくやることが、またいろいろ工夫してゆ〈ことカが<-J.以ul

的でで、あるカか、グの〉ように忠い i巡迩いをしていないででL しようカか、?

これまで 「脱工業社会へ」 と言われてから、相当な H寺聞がた

っています。現実の環境は大きく変わ っていますが、ぷ共 の

心、の底に、、モノ" 中心の巧ーえが残 っており、なかなか払拭でき

ていないように思います。

「お世話をする J ということが人間本来の叶動 F であるとあ

らためて思い直しました 。

これまでに述べてきました巧ーえや行動でも って向然を、社会

を、街を、そして人の心を 盟かにするために毎日のっとめを

果たしたいと思います。

( しが しゅういち ワジタ 仁主株式会社 大 阪 Ji '
1
) ;  ｾ ｶＮ務 ｬ 似 締 役土 Ｑ ，Ｇ［ ｌ ｾＩ＠

都市の活力としての商業施設

藤 邦 昭

脱工業の時代を迎えた 。すでに大都市では第三次産業は 70%

台に達している 。第二次産業の支媛産業の時代は過ぎ、金融、

株式、外国為住等を中心に全産業の中紬とな っている 。

工業出荷額と商業関係 Ｈ 卸、小売、サービス Ｉ 売上げ ｾｮ を対

比すれば、全国人 1130万人以上の都市50の中で、工業出品:i 傾が

商業を上廻る若11市はわずか 11都市のみである 。

わが国は国民性として体を動かし、額に汗し、産業製品を生

産することによ って国力を維持し、者11市の振興を図る忠忽! が IJ !1i

〈、これは信仰に近いものがある 。商業関係はそれらによ って

成立するものであり、向身が産業にはなり待ないAt- え} J は未だ

に強〈、現在ですらなお各地域で工業団地を造成し、優遇十j1ti 置

を談じ企業誘致を計阿しているが、商業に関してはコミ ュニテ

イ ・7 ート構法! 等ごく 一部で都市に貢献する要素として巧えら



れているのみであり、政策としては皆無に近い状況にある。

だが商業活動の活発でない都市に魅力があるのであろうか。

<' $. 1; 

巷、繁華街、界わい、この中で都市生活は満たされる。各地で

の商庖街フェアーの百貨庖での開催、有名老舗街、有名市場の

常設コーナ一、尼崎西武っかしんの引き合い( プラント評価)

は商業自身が産業として自立することを示している 。大阪の観

光、神戸の観光、東京の観光で心斎橋、元町、銀座が抜ければ

どうなるか。女性の海外ツアーはショ ッピングの旅である。小

売業とその織成要素は重要な都市産業で、この単位を移出、輸

出も可能でhある。

商業活動を中心としてまちづくりを行う 。住み良〈暮らし良

〈盟かな生活の中心は、商業施設に加えての文化施設 ・公共公

益施設の組み合わせ、交通ネ ッ トワークの整備により出来上が

る。具体的には、そのような施設のないところには情報も集ま

らないし、とっておきの先端産業も米ない 。この角度がしばし

ば逆転している場合もある 。商業に政策を 。まちづくりの中心

は商業環筑の充実。今大切なことである 。

( . ; 、じた くにあき 株式会社榔，fi 問題紙' 託研究所所 L<: )  

群居- ゆたかな質感と表現を

とりもどすために-

大 野 勝 彦

( 設問 1 )  

建築設計がファ ッション化し、建築家がメディアの下諮け化

する傾向が強まる一方で、若手を中心とした住宅づくり、町づ

くりの新しいムーブメントが発生しはじめている 。

木造住宅のみなおし、自分の町や地域づくりのみなおし、町

づくり運動への参加、 コーポラティブ、地域住宅工房づくり、

職人ネ ッ トワークづくり、自前の部分づくりなどのベーシ ック

な作業がすすめられている 。

私達が刊行している維誌「群居」は、各地のハウジング ・ネ

ントワークをめざしており 相 E 交流もしだいに深まりつつあ

る。 またアジアのハウジングサーベイなどもさかんになり、日

本= アジア的なハウジング計画手法づくりの芽がではじめてき

たと巧えられる 。

狂乱再開発と民活におどる東京においても、世田谷や下町グ

ループのようにく町と地域〉にこだわり、町の独自なイメージ

づく りの i.V¥備がはじま っている 。

( 設問 2 ) <住毛= 町づくり > - <群居〉

多様化した価値観や地域社会、その一方でネ y トワーク笠! の

情報社会、国際化のうねりはさらにすすんでいく 。

そのために、単純な論理や、表層的なデザイン処理では建築

. 住宅 ・町のゆたかな質感を表現することは不可能となりはじ

めている 。

建設省ですすめているホープ計画 ( 地域住宅計画) のように、

3 ，300 余の自治体ごとに、きちんとした社会システムのサーベ

イをもとに町総体としてのイメージ表現を、住民コンセンサス

の上にたって創 っていくことが、自立した、そして社会化され

た建築家像を再梢築しうる唯一の道となっていこう 。

i洋侶・51社会におけるネ ントワーク引の社会システムの形成は、

文明史的な視点からみても、 1[ 1i[人 ・家族 ・社会の新たなる関係

を形成していくものであり、それだけに質の高い、自由な住宅

と建築と町とが一体とな った表現をとりもどしうる可能性があ

るからである 。 ( お お め かつひこ 大野 ｩｬｬ 築アトリエ所長 ー エｾＮ ＷＭ

人聞社会近代化への

「苦悩の時代」

広 原 盛 明

<1 >  

ij 町長日本は二度にわたる大変動期を経験しようとしています。

第 1 WI は60年代から 70年代にかけての高度成長期、第 2WI は80

年代から 90年代にかけての国際流動期です。

高度成長期におけるも っとも強い印象は、日本の都市があら

ゆる「成長型都市問題」の舞台にな ったことです。 そして、こ

れらの諸問題に住民運動を通して接したことは、研究者として

も得がたい体験でした 。今から思うと信じられないようなスピ

ードとスケールでスプロールが拡がり、これに対して後追い的

な運動でしか対応できず、理論的先見性を生かした研究を展開

できなか ったことが残念です。

<  2  >  

守後の10年聞の第二変動JVI は、東京を中心として一部の大都

市圏が華やかな成長を遂げるものの、その他の者[1市や炭山漁村

地域では 「衰退型地域問題」が拡大 ・深化していくものと思わ

れます。第 1 WI の「成長明都市問題」への対応が「土木建築的

アプローチ J であ ったとすれば、第 2 JVI への対応は疑いもなく

「社会経済的アプローチJ へと移行するでしょう 。私たち、建

築分野で、者I1市 ・地域問題の研究を主として 「空間的側面」か

ら行ってきた者は、今後、その抜本的な研究方法論の変革を迫

られることでしょう 。

それと同時に、「住民運動 ・冬の時代」の中で、研究も運動と

共にあ った「ホ ッ トな研究J に加えて、歴史的に検討し、国際

比較の中で対象と対策を追いかけるとい う「クールな研究J も

必要とな ってくるでしょう 。

いずれにしても、日本の国は経済的には第 1 WI において 「農

業社会j から「工業社会j へ と変化しましたが、その主体であ

る人間社会は「良民社会」のままでとどま っていて、 「勤労者

社会」に移行しきれなか ったところに、我が国の前近代性があ

るというべきでしょう 。 その意味で20世紀の残りは、名実とも

に我が国の近代化が進行する「苦悩の H寺代J となるでしょう 。

( ひろは句 b  1) あき 京r . 1>J (.f 立大ザ教l:l')
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暮らしの中の心痛むもの

中 恒 子

設問 l

今、日本は世界一お金持ちの国だそうです。 国民の大多数は

納得がいかない思いでしょうし、私もです。

ここ 2 年ほど、民間木造アノ f ートが林立する地域の再生計画

に参加しました 。Ufi 和30年代に形成されたこの地域は内部的に
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日

本

山

叫

築

協

会

は再生能力をも っていません。空家にな った住戸の窓は壊され、

中学生の溜まり場にな っています。家賃の安さ故に、ひとり暮

らし老人が棄老された形で住んでいます。高齢期こそ近隣の人

々とのつきあいが大切であるのに、一日 中誰との会話もなく、

ただテレビに向きあ っています。面としてのまちがさびれたま

まにされている状態は、人聞が大切にされていないと心痛みま

す。

一方、「高級j 分譲住宅地と称される地域での、建蔽率い っぱ

いに建てられた住宅群もまた心痛みます。数寄屋風のすぐ隣に

アーリーアメリカン調の家が建ち、その隣に R . C .の|笹屋恨の

家が建つ。一つひとつのデザインはそれなりに完成されていて

も、街並みとして見たときには、統一感のない貧しい眺めです。

世界一 お金持ちの国日本の住宅と住宅地に、豊かなモデルが

ないことが、一番印象的なことです。

設問 2

「労働時間j 短縮」と「性別役割分担意識 ( 男は仕事、女は家事

・育 児) の克服J です。

世界に冠たる長時間労働国日本は、あらゆる意味 ( 国際的批

判、失業者対1大の中でワーク ・シェアリ ンクへの指向、父親不

在による家庭内矛盾の激化、労働者の肉体的 ・精神的健康の阻

害 ) において労働時間短縮に向かわぎるをえないでしょう 。 も

し、残業がないという状態になれば、家庭生活のあり方は大幅

に変わるでしょう 。当然、住宅に対しても地域施設 ( 図書館、

スポーツ施設、集会所等 ) に対しても多くの要求が出てくると

考えられます。

また、今や国際的な到J きである性別役割分担の克服が実現す

るならば、男性の中に秘められていた豊かな各種の能力が花開

くでしょう 。住宅を建てるとき、女性ばかりが要求を述べるの

は出しやは・ 1) 過ぎると批判する方がありますが、男性に要求が

ないことの方が問題だと考えています。 男性も結婚の意味、家

庭づくりの意味、その中での自分の果たすべき役割lを考えるな

ら、当然、住宅のあり方についての要求が出てくるでしょう 。

( たなか っねこ 殺良教育大学助教校)
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「アンケート」

田 中 喬

アンケートを与えられて 、その大きな質問に正面から答えら

れそうもない。平生研究室に閉じ能 っていて 、笑社会の出来事

にうとい自分を痛感させられる 。時たま笑社会のことに目を向

けるとすれば、せいぜい斜視に見ることしか出来ない。 その癖

で、ここでも事+ 干且に答えることになりそうだが、お許し願いた

し、 。

一一送られて来た一枚の紙面のうちに答えの手がかりを求め

るほかはなし、 。アンケートの文面をあらためて読みかえしてみ

る。 このアンケートは、どうやらいわゆる識者に送られたので

はないかと思う 。公衆への質問ではないようだ。後者の場合、

普通の仕方としては、多数の回答を回収して、それを数字とし

て処理し、その数値についての何らかの解釈を加えるのであろ

う。 ここでの場合は、そうではない取り扱いがされるのかとも

恕像される 。 回収された回答は、いずれ誌上にぬiht されるだろ
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うが、その場合、多分、三分のー自分の、多視点からの多様な

意見が羅列されることになるのだろう 。 イロハ )1慎か、 A B  C)I 頃

か、ひょ っとしたら原稿到着順にしたが っての配列になるのだ

ろうか。 それぞれの武重な意見が、各人各様の意見が並ぶこと

になるのだろう 。「あなたの J I印象j は、「あなたの J I考え J

はと聞かれているからである 。私たち回答者も、日頃多忙であ

るからあまり立ちどま って考えず、アンケートに気軽に答える

だろう 。思いつくままに、それらは自分の、自分一人の独自の

意見として述べられる 。西洋の古い言葉を使 っていえば、 1意見

と訳されるドクサとしてであろう 。あるいは、思いつき的なも

のではなくドクサが長年にもわた って凝り固ま った信念として

なのかもしれない。編集にあた っては、統計的処理のアンケー

トの場合のように、今回もそれらを通しての解釈が思考されて

述べられるのであろうか 。( そうであ って欲しいと思う ) あるい

は、識者の意見だからとそれらを尊重して、そのまま掲載する

だけになるのだろうか。解釈をし、解釈を強要するのは、それ

ぞれ識者に、読者に{ 替越だというようなひかえ目な態度で。解

釈は、読者一人一人に任せれば、よい 。通しての解釈どころか、

それらのうちの一項にでも読者が立ちどまれば倹倖であるとい

うわけである 。が、読者もまた多忙である 。仕事のあい聞に、

雑誌を斜め読みして、しばらくはそうした意見とかかわりあう

だろうが、すぐに紙面を閉じて雑誌を地り出し、再度仕事に忙

殺されるであろう 。 とすれば、読者に任せてばかりいられない 。

ここでは、アンケートは一種の情報であって、情報はもともと

大量に生産され、消費されるものなのであろう 。それにしても、

断片の洪水は沈澱せずねたちを疲労させるだけであり、そこで

は私たちは拡散するほかはない。 各人各様の思いなしの先のよ

うな順による配列は、唐突ないい方だが、いわばミニ百科辞典

的な務理の仕方であろう 。百科辞典も A B  CJ i I 頁に断片の項目が

並べられたも のであるからである 。 それらの項目相互に内的な

限Il ! ! f はない。

一一私たちは、現在、建築 ・都市の状況をも含めて、こうし

た世界のうちにいるのではなかろうか。一 言にそれは、 「議離」

の世界であるといいえようか。 I飛離j は、端的に、人間存在

の尊厳のために 「全体j に務らされなければならないであろう 。

全体「とは何か4 一 一

この小文のために千字の枠を与えられた 。すでにその字数を

こえている 。 しかも、多忙にかまけて、光沢のない 言葉での雑

駁な運びの文章で。再度、お許しをいただきたい。千字文とい

う課せられた形式の律を守りえぬこの一文もまた、大袈裟にい

えば、現代の一面を 「象徴J するものであろうか。 自戒しなけ

ればならない 。 ( たなか たか し 京 都大"i': 教益昔日助教授 )

失われた心象風景と地域性

才 嬰 井 敏 雄

設問 l

一般的に風景とは、経験の無限の連続性の上になりた ってい

る。個人の心象風景は、その人の存命中に失われることはない

が、過去20年間にわれわれは経済性に立脚した豊かな生活を求

めるために、風景を構成する建築と空間の多くを売 った。過去



の空間の多くが、合理的生活のために風景から消えた 。 その風

景はしばしば地域性を形成し、都市や町にとっての心象風景で

あった 。都市が発展と衰退を繰り返したことは、歴史の教える

ところであるが、都市を再生させるはずの外科的手術が、経済

性を追求する名のもとに行われた破壊であることの実例を私達

は知 っている 。風景とは、都市と住人の聞に実存するものであ

る。経済という合理性の中で、私達は格調高い景観文化や魅力

を失 ってしま った。同じような車尺、同じようなショ ッピングモ

ール・・・・・ ・。

技術を経済や死の目的のためにではなく、生の目的に従わせ

ることこそ、 21世紀の大きな課題であろう 。 この意味で、 G .

エクボがr The Landscape We  SeeJ  ( 景観論) の中で、 「高度

の文明というものはすべての人々に、経済的かつ文化的な豊か

さと安全を与える任務に奉仕することであろう 。 とは言え、そ

のような豊かさと安全が可能になる唯一の背景こそ自然的環境

なのである」としたことは注目すべきである 。

技術を背景として都市は急速に成長し、営利主義的無秩序状

態の中で、かつての自然の有機的形態に、伝統的かつ歴史的に

結びついていた地域社会は失われ、高さをます建築、騒がしさ

をます照明と広告、激しさをます交通混雑のなかで、人間性を

失いはじめ、歴史がし、まだ経験しなか ったジャンクルの中て¥

歴史的生活空間や神社 ・寺 院 ・教会ないしはその風景景観は失

われたのである 。

このような状況の中で、これから建築家は何をなすべきか 。

土地に対する投機的価値の高まる中で、多くの建築や空間は柔

軟性を失 った。創造的な空間が生まれにくい以上、私達は有機

的な建築や空間を失わないようにすることが急務であろう 。

地球の資源カ、有限で、あるように、長年月をかけて成立してき

た有機的な空間もまた有限である 。 その空間を急速なテンポの

中で、手IJ i 更さととりかえる前に、われわれは何をなすべきか、

この20年の時空が教えてくれるだろう 。

設問 1

( さ くらい とし 必 近 畿 大 中 理 工学部建築学科 助 教 授 工 博 )

市民参加て) イナステ吋切ン

からの脱却を

恒 成 ー 訓

1966年、 oA  S  (総合テザイナー協会 ) の広報誌に、私は次

のようなことを書いた 。都市部から郊外へと住宅がスプロール

してゆく現象の中で、建売住宅の乱立を評して、 7 イナスのテ

ザインではないかと 言っ たのである 。つまりその機相は、ニュ

ー吉原赤線地帯に踏み込んだ感じではないかと恩、われるほど、

低俗なデザインが横行していたことを評しての感想なのである 。

いま大阪を眺めてみると、徐々に改良され、御堂筋や市庁舎

あたりの景観は、世界的レベルとまで 言われるようにな った。

また個々の家や事務所ヒル ・商J苫建築などは、経済の向上を反

映して、 20年前に比べれは¥よほどましにな った感じがある 。

しかしそれは個々の家や会社であ って、町並み、街全体に目

を転じれは¥依然としてマイナスデザインと評したいところが

多いのである 。

人々の意識はまだ、せいぜい自分の家をよくする範囲内にと

どまり、その外には向けられていないのが現状であると思う 。

それがなけれは¥行政のカだけでは都市美化は不可能で、ある 。

そこの限界に来ていると思う 。

設問 2

これからの都市問題を考えるとき、キメテになる鍵は、 「市

民参加」であろう 。

中世ドイツの自由都市が市民のものであ った放に、今日に残

るあの美しい中世都市を創りあげたことを思えば、われわれ市

民も、も っ と自分の町という自治意識と愛着をもち、美しい町

をつくるのは自分だという自覚に立 って、積極的に都市づくり

に参加する気運が i;3i 奔と起こるのでなければ、大阪の街の未来

は、乱雑さを続けるだけである 。

笑際、者[1市の問題は、行政や予算の力だけではどうにもなら

ない 。何よりもそこに住む主人公である住民自身の問題なので

ある 。行政指導や法制だけでなく、そうした意識を住民の内側IJ

からどうして引き出し、育てるか、それが鍵であると思う 。

私はかねてから中之島一帯を貌水公園にすることを夢み、図

に描いたりしている 。 たとえ実現しなくても、夢みるのは楽し

いし、生き甲斐ともなる 。市民の人々も、自分の住む町につい

ても っ と夢をみることをおすすめしたい 。 そして行政側は夢だ

と馬鹿にせずに桜極的に、夢に耳を傾けてほしい 。アーチスト

と行政と 、住民 ( 企業を含む ) が一体とな って、はじめて都市

づくりが始まる 。

(つねなり かずの り 都市計画家・ つねなリすたじ お王宰)

日常生活から文化が

生み出されるために

喜 多 俊 之

この20年間は、戦後の復興とめざましい経済発展を土台とし

て、都市環境や住居の整備をするチャンスであった 。 しかし、

今やその都市は劣悪な姿となり、物置きと化した住居空間とい

う、市民が文化的な生活をするにはほど遠い情況である 。わが

国のこの問題は、国際的に見ても、特筆されるべきこととな っ

ている 。

四季折々の美しい自然を持ち、心豊かな暮らしを築いてい っ

た祖先達の知恵の積み重ねは、現代の私達の生活に必要不可欠

なものであるが、過去の文化遺産は次々にわれわれの自の前か

ら姿を消し、その跡、にはま ったくの新興地と変わらない町の姿

が見られるようにな った。

同じ敗戦の運命にあ った西ドイツや、イタリアは、どうであ

ろうか。美しく必備された国土、都市や田舎の風景、木のない

所に木を植え、 !j 次火に遭 った建物を復元させ、海岸線のほとん

どは市民のリゾー卜地として整えられた 。住宅の内部は、サロ

ンとな って家族や人々の苦手らしの源とな っている 。

ヨーロ ッパは、わが国より一足先に長い低成長をくぐ ってき

た。 その問に、各プロフエ ンショナルも、着実に市民の文化的

な生活を基本ターゲ ントに、国土の整備、都市や住居の整備を

計 ったのであ った。 その結果、どのような: till 方へ行 っても美し

いその地方なりの風情を残し、特色を活かした町づくり、環境

づくりが進められている 。

自然に手を加えることにより、も っと自然らしさを ti l J リ出す
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ことは、日本庭園や、生け花の理念とあい通じるところがある 。

一方、自然のままの 山や谷であ ったときと比べて、新興住宅地

やその付近といえば、見るも無残な姿となり、そうして全国的

に土地開発という経済中心の住宅が所狭しと建てられた 。 それ

は、土地が高いから 仕方がないということでは済まされない状

況とな った。

住居は家族の額であり、人絡形成の基本を作るものである 。

生活におけるマナー、教育、対話、感情、それら社会人として

の基本を育むものである 。 ところが、換気扇を止めるとカビだ

らけになる風呂場や台所、 一 日中騒音に悩まされる住居、物に

占拠されてしまいベランダにまではみ出した物がうず高〈積ま

れている住居とい った、住む者の立場が考えられていない建物

が氾濫しているのがわが国の現状である 。

日

本

山

叫

築

協

会

創

立

初

周

年

紀

念

サ

国際化が進むわが国には、これまでの量産、量販とい ったも

のから、クオリティや生活ソフトとい ったものが反映された物

づくりや、良い感覚的な物が求められる 。 これからの 10年は、

文化やそれらのクオリティがまさに日常の生活から生み出され

ることを J まえ、環境問題、住宅の盤備を急ぐ必要カ、ある 。

( きた としゆき インテリアデザイナ ・l. D.  K デザイン研究所主宰 )
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高齢化社会とストックの充実

右 田 紀 久 恵

高齢化社会の到来が予想を上回 って早いと言われている 。他

方、 1986年の l 人当たり G N P が世界ーになる見通しが強まり、

世界最大の貿易黒字とい金あまり。が伝えられる反面、必ずし

も生活実感としての「豊かさ J に硲たるものがあるわけではな

い。つまり、地域社会での、くらし" に安定感を欠いているの

である 。 これからの 10年は、これまでのいくら V の不安感に 、

多面的な方法で対応してゆくべきだと考える 。 とりわけホくら

し砂の豊かさを G N Pや経済効率のみではかるのではなく J ス

トックの充実。を基本にすえるべきであろう 。 スト ックとして

の住宅 ・生活環境 ・都市環境の整備が叫ばれて以来、すでに長

い。 しかし、他の先進諸国とつねに比較されるのが、わが国に

おけるこれら一連のスト ックとしての社会的資本の水準の低さ

である 。

高曲令者のホくらし" の豊かさは住宅 ・生活環境 ・者[1市環境の

主主備と、社会保障 ( 社会福祉) の充実にあると言っても過言で

はない 。社会福祉政策もこれまでの施設中心主義から地域福祉

・在宅福祉へと、その力点が移りつつある 。 しかし地域福祉 -

在宅福祉は、その基礎的条件としての住宅 ・生活環境 ・共同利

用施設が欠務していては成り立ち得なし、。地域福祉 ・在宅福祉

はノーマライゼーションの理念に立脚し、その多くをイギリス

のコミュニティ ・ケアに学ぶとされているが 、 いまだ内実化さ

れたものではない。

スト ックの充実には、一方で上にいうハードウェアの側面と、

地域福祉 ・在宅福祉に含まれるところのソフトウェアの側面が、

阜の両輪として社会的に蓄積されなけれは、ならなし、 。つまり、

物的資産と文化的資産の総体が社会的に定着することによって、

はじめて 21世紀における先進国に名を連ねることができょう 。

しかし、このようなスト ックの充実には 、時間と計画と英知が 、

さらに加えて国民一人一人の精神的自立が不可欠である 。個人

的努力と社会的解決の重要性を認識し、政策的誘導から距離を

おくことの可能な精神的自立が必要で烏ある 。その意味でもスト

ックの充実に文化的資産をふくめたのである 。 r民活J 路線に

よる国公有地の売却などが、結果的には、、その場しのぎ砂で高

くっき) くらし M の豊かさの象徴としてのいスト ックの充実H

に逆行することを、これからの 10年でいかにくい止められるで

あろうか。一 人一人の精神的自立に、かか っているように思わ

れる 。 け だ き くぇ 大阪府立 大'7教授 〈社会制祉学部長〉・Ph. D.  )  

セカンド東京になった大阪

宮 本 憲 一

< l  >  

この20年聞の前半は、都市をいかに経済的に効率に利用する

かという「下司」の恨性で政策がすすめられた結果 、 日本の大

都市圏は独自性を失い、無国籍で非文化的な事務所空間にかわ

ってしまった 。 この聞の成果は 、住民の世論と運動で S Ox の



極端な大気汚染や水汚染の一部を解ー決したことであろう。たと

えば大阪市では S Ox の環境管理基準を 1966年、はじめて l 日

平均 O. lppm ( 現在の基準の25倍の高濃度) ときめて規制をはじ

めたが、世論の進展によって次々と基準はきびしくなった 。 こ

の結果、当時西淀川区の濃度0. 189ppm ( 最高濃度O.321ppm) とい

う地獄の様相をようやく脱することができた 。 しかし、自然や

街なみの保全までは、行政の目は全くとどかなかった 。大阪湾

は埋めたてられ、古い街なみは片はしから破壊され、堀や池は

道路と宅地にかわってしまった 。私たちの反対にもかかわらず、

高速道路が市内を横断し、中之島と淀川の景観はなくなってし

まった 。

その後の 10年間 、ょうやく、アメニティに行政も目をむける

ようになった 。鳩のふんで汚れていた水晶備に化粧をしたり、

中之島の周辺を市民が散歩できるような整備がすすみはじめた 。

府も市も緑の保全をこんご10年の基本戦略というようになった。

しかし、本質的な転換は全くすすんでいない。関ーが再生した

大阪城の景観をぶちこわすよっにツインビルが立ち、者I1心の 7

ンハ ッタンナイズがすすんでいる 。都市の活力ともいうべき大

学を郊外へ分散させ都心の文化的釜洞化がすすんでいる 。臨海

部の工業地帯は放棄されている 。

この20年間をふりかえってみると 、 日本の大都市とくに大阪

圏には独自の目標がなく、風格のない経済空間をなしくずしに

つく ってきたにすぎないような気がする 。

<  2  >  

国際化とそれにともなう社会的資用の発生である 。国際化は

異極の文化の交流であ って それがうまくいくためには、大き

な社会的コスト ( たとえば福祉や教育 ) が必要となることは、

ニューヨーク市をみれば明らかであろう 。社会的コストは自治

体の財政危機あるいは新しい都市問題となるであろうが、それ

を予測し、その負担にたえ、かつ、その都市の市民のアメニテ

ィを高めうる地域が、生きのこ ってし、くのではないか。

( み や ι と けんいち 大阪市立大学閥'下部教佼 )

なり ふ り構う都市づくりを

木 津 川 計

〔設問 1 ) にお答えします。

大阪の文化的グレードが転子高いたしました 。 いつの時代もそ

うですが、歴史的な時代には必ずい期待される人間像かが生産

されるのです。

情 15年戦争砂の H寺代は、、肉蝉三勇士H がtuめされました J 滅私

奉公砂がIf寺代の精神て' した 。高度経済成長期にはホモーレツ人

間Ｂが ｬ 喧伝され ｊ ど ｈｾ 性 ｈ がもてはやされました 。 石 ＿ ｦｬｬ ショ ッ

クの大ｩＱｾ乱から脱し切るおよそ Ｕ 年間 ｬ はい省エネ ｈ 寺代 ｈ と ｈ 乎ば

f L _ " どケチ砂であることが期待されたのです。

大阪の文化、あるいは都市のグレードにと っての不幸は、高

度経済成長期と石油ショ ックの歴史的 i時代にゆ文化のテロ/ い

を浴びせられたことでした 。すなわち、大阪人が納ど恨性砂を

持 った、、モーレツ人間" の典型とされ、、、省エネ H寺代θ の帆どケ

チ" 人間には大日本どケチ教教祖が全面に押し出されたのでし

た。

彼らの活躍が小説やテレビドラマや舞台劇、映画や歌謡曲の

領域で展開されればされるほど、大阪や大阪人のイメージが悪

くなり、文化的クレードが転落するのでした 。

大阪はこのテロルてー蒙った深傷を癒していないのです。本来

なら、文化的グレードアップにつながるはずの、たとえば、国

立民族学博物館、国立文楽劇場、大阪城国際文化スポーツホー

ル、府立国際児童文学館一 、などのすぐれた施設も、ただ く在

る〉 というだけの捉えられ方に思えるのです。残念なことです。

残念といえば、大阪城を見下ろすツインビルの誕生も大阪人

の成金極味を人びとの 11旬に焼きつけました。 そこへこんどは大

阪府庁が超高層ビルに建て替えられる、というのです。

歴史的景観エリアを殺風景 ( 風景を殺すという意味です) に

しては、大阪人の文化性が関われましょう 。

なりふり機わずの都市開発はいけません。なりふり構う含差

の美学、そのありなしがこれからは検証されねばなりません 。

かつて大阪は含差都市であった、とする私の自に今も映るのは

成金都市の{ 象ばかりです。成金が地上で尊敬されることがない

ように、成金者I1市も尊敬されはしないのです。

恥じらいを心得ながら合理的に開発する、そんなポリシーを

大阪は打ち立てねばと思います。

( きづがわ けい 立命館大学教授、『上万芸能』剥集長 )

失 われた汀線

長 尾 義 三

日

本

建

築

協

会

この20年、も っ とも印象の深いことといえば、大都市臨海部

の汀線の喪失である 。大阪湾でいえば、河口部周辺を含めて全

海岸線延長456kmのうち 347kmと、7 7 %が汀線を失 っている 。

元来、水| 笠の境は干潟、砂浜、岩礁で織成され、波が砕け、

海洋のエネルギーの消散が行われる場である 。

戦後から高度成長JJJI に入るに及んで、海辺付近の土地の評価

も高まり、また、河川上流苦11におけるダムの工事、治 山 iti 7Kの

ための山腹工事が行われるとともに、急激に海浜の侵食作用が

進むに及んで、コンクリート系の護岸工事が行われるようにな

った。 もっ とも、昔から干拓のための石積護岸は河口部周辺で

はよく行われていた 。

しかし、この20年、人聞の生産 - 生活活動の都合と、佼食 ・

高波 ・高i朝lから人命を守ることから、より背の高い強固な嵯防

や護岸がつくられたのである 。加えて、大型船舶のけい船用の

岸壁や、装芭産業の臨海工場の周辺の護岸も 、大水深の埋立地

を闘うものとして大規模に行われるようにな ってい ったのであ

創

立

河

悶

年

記

念

号

る。

大阪湾の湾奥音I1では、わずかに、神戸市の須磨海岸、大阪府

の二色浜を残すのみという状態にな ってしま っている 。

こうしたことは一札究に悪いといえるものではなし、 。 こうした

犠牲のうえで、鉄鋼 ・石油化学を主軸とする日本産業の基盤が

降立し、安い原料で、加工して貿易黒字の今日の日本がある 。

いまこうして、消失した汀線を思い 、凋孫した大規t共な装置

l産業の荒廃した工場と、前面に汚れた水面をみるとき、! 感無 itl

である 。

元来、汀線付近の水面は河口部と同様汽水域と称され、生態

l J l集 と社会 1987年 3 11サ 77 
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学 か ら み て も 、 多 く の 生 物 の 種 の 保 存 か ら 重 要 な 場 と さ れ て い

る。 また引き i朝、あげ1朝iの 作用 て ¥ 汀 線 は 水 質 自 体 浄 化 す る 能

力 す ら 持 っ て い る の で あ る 。

い ま 、 富 め る 国 民 生 活 を 営 む よ う に な っ た 。 だからといって、

水辺にゆと りを 求 め て と い っ て 、 安 易 に 都 市 機 能 を 進 出 さ せ て

よいもグ〉でもない。 ( ながお よしみ 日本大学理工学部教授 ー工学問上)

都市と緑のアメニティ

- 1990年花博をたんなるイベントに終わらせてはならない ー

庄 谷 邦 幸

こ れ か ら の 10年 間 に 、 大 阪 都 市 函 で は 関 西 国 際 空 港 や 関 西 文

化 学 術 研 究 都 市 な ど48の プ ロ ジ ェ ク ト や 、 国 際 花 と 緑 の 博 覧 会

など 12の イ ベ ン ト が 実 施 に 移 さ れ よ う と し て い る 。 まさに目白

押 し の 状 況 で あ る 。 そ れ ら の 中 で 、 大 阪 の 都 市 問 題 と 関 係 の 深

い 「 国 際 花 と 緑 の 博 覧 会J に つ い て 考 え て み よ う 。

1990年 に 大 阪 市 鶴 見 緑 地 公 園 で 開 催 さ れ る 予 定 の 「花 博 J は、

そ れ 自 体 歓 迎 す べ き 事 業 で あ る 。 緑 の 少 な い 大 阪 で 、 こ の 機 会

に 花 と 緑 に 象 徴 さ れ る 自 然 と 生 命 に つ い て 反 省 し 、 ま た 都 市 と

緑 と の 関 係 に つ い て も 再 検 討 す る よ さ 契 機 と な ろ う 。

ところ が 、「花博」の基本構想 、基本方針、事業内容を読むと、

不安と危| 其の念が生じてくる 。 例えば、その「主主本方針」では

「花 と 緑 に 関 す る 技 術 、 自 然 と 人 工 を 調 和 さ せ る 技 術 及 び 生 命 科

学 に つ な が る 産 業 技 術 の 最 新 の 成 果 や 可 能 性 を 展 示 す る 」 方 向

を う ち だ し て い る 。 そ の た め に 「 大 胆 な 実 験j 、「現代の最高の

科学技術」 、「新しい広場の造形j が 企 画 さ れ て い る 。 このまま

で い く と 、 こ れ ま で の 日 本 で の 博 覧 会 の よ う に 「 花 と 緑J と調

和 し な い 巨 大 な パ ビ リ オ ン の 建 設 と 、 バ イ オ イ ン タ ス ト リ ー の

コ ン ペ の 様 相 を 呈 し な い と 誌 が 保 証 で き る だ ろ う か。科 学 万 博

つ く は"85の テ ー マ も 「人間 ・居 住 ・環 境 と 科 学 技 術 」 と い う 崇

高 な テ ー ? で あ った。 このテーマに対しn : 正面から取り組み特

色ある展開をしたノ f ビ リ オ ン は 外 国 館 の 中にあ った が 、 日 本 の

民 聞 のパ ビ リ オ ン の 多 く は 「 世 界 初 のJ 、「世 界 最 大」 というキ

ャッ チ フ レ ー ズ で 新 し い 映 像 技 術 を 競 い 合 う 映 像 オ リ ン ピ γ ク

の 様 相 を 呈 し て い た こ と を 想 起 す べ き で あ る 。

1990年 の 大 阪 の 「花 博J は単なるイベントとしてではなく、

都 市 政 策 、 と く に 緑 化 を 紬 と し た 都 市 環 境 整 備 の 総 合 卒 業 の 一

環 と し て と ら え 、 大 阪 に お け る 緑 の 回 復 の 出 発 点 と し て 位 置 づ

け る べ き で あ る 。 そのように考えるならば、鶴見緑地公園に 180

日間に 2，000万 人 を 動 員 す る 計 画 は 過 大 で あ り 、 修 正 す べ き で

ある 。 1982年 の オ ラ ン タ ・アムステルダムでの国際花と博覧会、

1983年の西独ミュンへンでの国際造園博覧会、 1984年の英国リ

ノ〈プールの国際庭園博覧会でも 330- 460万 人 の 入 場 数 で あ った。

日 本 で は 、 ー た ん 目 標 入 場 者 数 が 発 表 さ れ る と 、 そ の 目 標 を 達

成 し た か 否 か 、 博 覧 会 協 会 の 入 場 料 主 体 の 収 支 が 黒 字 か 赤 字 か

でｾ覧会の成否を論じる風潮があるが 、 それは本末転倒であり、

目 的 と 手 段 を 間 違 え て い る も の と い え よ う 。

1990年 の 花 博 は 、 日 本 の 社 会 設 計 、 生 活 設 計 に お け る 花 と 緑

の 意 義 を 再 確 認 し 、 市 民 や 府 民 の ア メ ニ テ ィの 水 準 を た か め る

た め 、 緑 の 回 復 の 出 発 点 と し て 位 置 づ け よ う 。 20世 紀 末 に お け

る都 市計 画 者 、 企 業 経 営 者 の 思恕や 哲 学 が関 わ れ て い る 卒 業 で

ある 。 ( し よ う や くにゆき 悦山学院大学統治宇部教校)
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これからの建築・まちづくりの

あり方を求めて - 21のアンケート回答よ りー

このアンケートは、いわゆる統計的処理を施すものではなく、

過去、現在、未来にわたる建築、まち、くらい社会を考える

読者の視座を形成するため、各界の有識者に問いかけ、自由に

回答していただく形式とした。 したがってこの場合、回答者を

どのような基準で選定し、結果をどのようにプレゼンテーショ

ンするのかカヘポイン卜になった。

アンケー卜の問題意識に呼応し、回答者は、編集委員会の独

断と偏見でもって選定した。紙面が許せば、さらに広い分野で

より多くの人々に参加していただきたかった。

プレゼンテーションについては、順不同で、エッセイ風にま

とめることにした。 したがって、文体その他、回答者の原文に

ついてはできるだけ手を加えず、持ち味を生かすよう努めたが、

おのおのについてポイントになるべきタイトルを冠してみた。

アンケートの( 設問 1) ( 設問 2 ) に対し、全く区分せずに

回答された方、いず れか一方または両方と 、 さまざまであ った

が、その視点については専門領織を背景にした含蓄ある意見が

多かった。

( 設問 1 ) の過去の動向分析、認織については、わが国全体の

動きとして、戦後復興を経た高度経済成長、その後の経済ショ

ックを経て、低成長安定時代を迎え、来るべき高齢化社会を見

ながら、情報化社会、国際化社会へ突入し、高付加価値の時代

にあるといえるだろうか。この中で特に従来の合E里性、経済性

優先の建築・都市づくりの結果、かつてわが国が保持していた

* よさ。を失ったばかりか、都市環境は不合理、不自然であり、

住みにくく、美しくないというようなコメン トが目立った。こ

の都市環境、住環境の整備の立ち遅れとともに、文化的状況と

して 、と りわけ関西、大阪圏に着目し 、現在多数のイベントや

プロジェクトが計画され、進展されているにもかかわらず、独

自の都市理念に根ざしたアメニティ創造のための方策に欠けて

いることが指摘されている。大阪湾というウォーターフ ロン卜

にゆとりがなく 、東京、ニュ ーヨークという他の大都市構造の

コピーを求め、平均化、巨大化へ トレンドし、歴史的景観や心

象風景、文化を喪失したり 、大学の郊外分散もみられ文化的空

洞化現象 もあるという指摘である 。

( 設問 2 ) の現在から未来へのベクトルの中で 意識さ れる ゃあ

るべき姿。について、い くつかの貴重な提案 をいただいた。こ

れまでの ‘ ものゆ文明から *こころ 砂や やサービスゅの文明へ

転換する中で、やはり、大きな流れをリードする都市経済や都

市生活のマスタープランが必要であること 。 自然や地繊の特性

を大切に、多機化した価値観や感性、美意識に呼応するゆとり

ある社会システムの形成をめざし、成熟都市としての生活環境

の整備を図ること 。住民一人ひとりが精神的に自立し、自らの

自治意識 と愛着をもちながら、建築家をはじめ行政その他関係

者と一体的に夢づくりに参画できること 。そのようなム ーブメ

ン卜の中に着実に地域に密着した建築やまちのイメ ージづくり

やデザイン活動もあること等々。 さらに、高齢化社会へ向けて

の福祉環境の整備についても同様に、従来のスト ックを大切に

しながら、労働や性別意識の社会状況の変容をふまえて、ゆと

りある生活環境の実現に向けて、努力してゆくことや、まちづ

くりの中心をになう商業環境の充実を新たな都市の魅力づくり

の方策として展開することも提案されている 。

来るべき時代の建築やまちづくりのあり方については、まだ

まだ多 くの視点からの検証を必要とするであろう 。今後とも命日

本建築協会ヘ‘ 建築と社会。という舞台で、建築やまちづくり

のロマンが展開されることを期待したい。

( 田中直人/ 編集委員・神戸市)
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・大気汚染防止法公布( 12月施行)
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- 住宅宅地審議会発足
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・住宅公団、 P C 中層4000戸発注

・特定目的( 身障世帯向) 公営住宅建設開始

・宅地開発指導要綱( 兵庫県川西市)

- 神戸高速鉄道開通

. 阪神高速道路守口線開通

・地下鉄 ( 束梅田~天王寺間 ) 全通

• ｮｾｦ 水焼団地完成

- 大阪開港100年祭

- 京都において、前年公布の古都保存法による歴史的
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Ｎ �ｾ 松幼稚園 Ｈｒａ S )  
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・武蔵野美大( 芦原義信)
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- セント ・? I J ーズ教会 ( ダグラスカーディ ナノレ)

・;:J j也教会( ゴ y トフリ ト・ベーム)

・ベルリン国立近代美術館( ミース ・ファン ・デ l レ・ロ

ーエ)

・エヴァーソン美術館 ( I . M ペイ )

・ウノレヴィーノ大学( ジャンカ l レロデカルロ)

・アンドリュー ・メルヴイ J レ・ホール( J  . スターリン

グ)

- クイーンズ ・カレ y ジ ( J  スターリング)

・ハイア y ト・リージェンシー ・ホテル( ジョン ・ポー

ト7 ン)

・プラス ポナヴェンチューノレ( アフレ y ク他)

・アビタ ' 67 ( モシェ ・サフデイ)

・ナイツ 田オブ ・コロンパス ータワー( ローチ+ ディンケ

ノレ)

il iJ 

外

報

• r風 力 係 数j 発刊

・filJ 立50周年記念事業ーモントリオーノレ万博視察団派

泣/ 記念講演会「モントリオール万博視察報告会」

・デザインコン 7 ール「大阪城公園に建つ休憩所」

( 応募 数37点 入選〈安藤忠雄案> )  

・よろず相談住宅展覧会( 阪神百貨庖)

・見学会一大阪市街地改造第 1 棟/ 千里高層住宅団地

・工高生デザインコンクー j レ( 第 13回) テ ー ? <博覧

会場内に建つ公衆休恕所〉以下工高生コンペと略称

・「守年技術者(第 17回)J 特集、以下毎年続行

ｬ￟ｾ と社会 Ｏ ＱＹＸＷ 年 Ｓ JJ サ
79 

- 十 勝i'l' 池袋の調査報告と R C締造耐反対策識がi会

・よろず相談住宅展覧会 ( 阪神百貨底 )

・見学会一大阪商工会議所ピル/ 住宅公団森之宮市街

地住宅と大阪市治対局森之宮工場

• r鉄骨のデザイン j 出版

• I建築データシート」 、50周年記念事業の一環で「建

築と社会j 付録として、 3 月号で第 l 回刊行 ・配付

・工高生コンペ 〈日本万国博覧会モノレーノレ ・ステー

ション〉

日

本

建

築

協

会

の

動

き

創 立50周 年 記 念 号 ( 昭 和42年 3 月号 ) に 1910

年 - 1966年 の 建 築 界 と 日 本 建 築 協 会50年 の 歩

みが年表として収録されているので、今回は、

そ の 後 の20年 間 の 動 き を ま と め て み た 。

作成担当委員

石 田 ilMI 一郎( 京都大学) / 安田孝( 大阪大学)

佐 野iIMj-( 摂南大学) / 問中直人( 神戸市)

高田佳子( アートランド) / 平岡博( 大阪市)

藤田治彦( 京都工芸繊維大学)



昭和 4 6 ( 1971)
昭 和 4 5( 1 州昭和 4 4( 1969)

- ロサンゼJ レス地震

- 大阪府、泉聞知事誕生

. 沖縄返還協定調印

・ニクソンショ y 夕、変動相場制移行

- 日本万国博開催

・国産術盆おおすみ打ち上げ成功

. 銀座で歩行者天国始まる

・公害問題激化

・日航機「よど号J ハイジヤ ンク事件

・三島由紀夫ら「楯の会」自衛隊乱入事件

- 新会国総合開発計画策定

. 東名高速道路開通

・初の「公害自白」発表

.  ; / ースルール ッ夕、パンタロン、タート J レネ y 夕、

7 キシスカート流行

会

社

(/) 

動

- 中国、国連参加
- ニューヨーク五番街で初めて歩行者天国を試みる• rアポロ 11号J 月面渚陸

き

脱サラ
いざなぎ景気

断絶の時代 モビリテイ

コミュニティデザイン・サーベイ

スＭＯＧｾーグラフィックス

レ

開発と規制

タフル・コア

ノ

プライマリー建築

- 都市再開発法公布施行

. 地価公示法公布

- 住宅生産工業化の長期締恕第 l 次案 (主lt 設省)

・住宅産業鍛輿婆綱 ( 建設省)

・第 l 園高層住宅展開催

- 大企業、グループ化により{ 主毛産業進出

- 改正建築恭i悼法施行

. 環境庁発足

・総合設計制度通達

・第 2 WI 住宅建設 5 ヵ年計画 ( 建設省)

. 勤労者財産形成促進法公布

・都市再開発融資開始 ( 住宅金融公庫)

- 住宅産業振興 5 ヵ年計画策定 ( 通産・建設両省 )

. 第 1 図〆 マイロ ットハウス技術考案競技入選発表

・初の 14階 H P C工法 ( 公団笠J : ，¥5 丁目 )

- 建築基準法改正

・コミュニティ m恕、発表 ( 自治省)

・7 ンション勝入資金貸付制度開始 ( 住宅金融公庫 )

・住宅産業銀輿の方策について答申 ( 住宅宅地及び建

築審議会)

・第 1 団地価公示 ( 建設省)

高層住宅の普及

ド

- 近畿地建「淀川河川敷公園J 主I t 設発表

・阪急 7 7 イプ、オープン

• ｉｾ ￮＾岡市農協センター Ｈ 大高正人 Ｉ

・遠山美術館 ( 今井雑次)

・佐' a 県立博物館 ( 第一工房+ 内閲祥哉)

・五反田ポーラピル ( 日建設計)

・愛知県立芸術大学 (吉村)

・北海道関妬記念館 ( 佐雄武夫)

- 京王プラザホテ J レ( 日本設計事務所)

・樹木園 ( 村野)

・佐倉市庁舎 ( 黒川 )

- 阪神高速道路神戸西宮線(2) 第二神名道路(3) ・中国

縦n 自動車道 ( 吹田~盟中 ) (3) 田神戸大僑(4)開通

・船場センターピ l レ、オープン

・大阪、ミナ ミ地下街「虹のまち」オープン

. 大阪中央環状線完成

・新御堂筋全通

・大阪駅前第 l ピJ レ完成

. 天六ガス爆発

・大阪市内南北幹線、一方通行となる

. 京都市風童文地区粂例制定

来互

H

引

L

F」

引

眉阪

る

義

C

通

起

)

全

議

成

)

論

{
元

附

て

年

前

つ

俗

図

ぐ

ふ

物

め

(

動

を

廃

業

~

織

全

開

六

道

也

街

天

歩

市

番

(

条

市

三

鉄

三

阪

急

下

れ

阪

大

阪

地

入

京

都

市

- 税和銀行本広 ( 白井良一)

・一 番館 ( 竹山実)

・東京カテドラ J レi W? リア大聖堂 ( 丹下 )

・代官山集合住宅第 l 期 (級文彦)

・ホテル ープ J レースカイ ( 坂倉建築研究所)

・萩市民会館( 菊竹消訓 )

・彫刻lの森美術館 ( 井上武吉 )

ふ
-

き

ロ

国

- 第三スカイビ J レ ( 波注洋治)

. f : 高台コートピレ ッジ ( 内井昭蔵)

・秋田相互銀行盛岡支庖 ( 宮脇)

・西宮トラピスチヌ修道院 ( 村野 )

. 1レナホール ( 坂倉建築研究所)

・守山タワーピノレ ( 吉村順三 )

- 箱般国際観光セ ンターコン ペ

. Bf. ' いニルヴァーナ J ( 竹山実)

• r a+uJ  fjll 刊

- 新建築家技術者集団発足

• r住宅論J (篠原一 男)

・『挫築馬鹿J ( 矢田洋)

• rコミュニティー研究J (r 都市住宅J )

建

築

オール ド ウエスト パ リーの住宅

外

- 空間社屋 ( 金持恨)

・ハイア y ト・1) ー ジェンシー ・オへアホテル ( ジヨ

ン ・ポート 7 ン)

・オールド・ウエストパリーの住宅 ( R . ? イヤー )

・陸上妓技場屋被 (フ ライ ・オ y トー)

. ? ? ーズ ・シアター ( j . M ヨハ ンセン )

・ロー7 ン カソリ ッ7 大聖堂 ( ベノレー; _ ，. +ネ l レヴィ )

・ザ ・キャナリー ( ジ ョセフ ・エシェ 1) 'Y ク)

・ハーバード大学ガン ド・ホール ( ジ ョン ・アン ドリ

ユー ス)

トレ ーユ J グ スクール

- オリベ y ティ トレーニ ング ス ク ー ル( j  . スター

リング)

・ジョン ・ノ、 ンコ y ク・セ ンター ( S . O M )  

・ポストン市庁舎 ( カJ レマ ン + マキ ンネJ レ+ / ウ/ レズ)

・プリオン家墓地 ( カJ レロスカルノ マ)

オリ ベ γ ティ

海

情

報

ミース没

日

本

建

築

協

会

の

動

き

.  [" れ世紀の日本未来fU< 講演会J

・若い会只の，mいー「ロサンゼルス大地援の教えるも

のJ

.  ["建築データンート ・合本J 出版

• r建築基礎工法と実例』出版

・見学会一飛鳥 ・泌尿宮跡発掘現場/ 兵庫県立近代美

術館

・来畑前会長感謝の会 ( 綿業クラブ)

. よろず相談{ 主毛展覧会

- 工高生コンペ 〈住宅団地の集会所〉

. 耳〈畑会長より塚本新会長就任

- 若い会只の集い 「万博を終って」座談会

・講習会一「やさしい建築の知識H 鉄骨・械造設計 」

- 見学会ー船場センターピ J レ/ 山陽新幹線神戸ト ンネ

J レ布引工区と神戸港ポートアイランド

・フリ y ツ ・ポルネ7 ンp持政会 「西ドイツ館の設計と

ドイツ近代建築の動向J

・第 2 回日本建築祭 大会( 万博お祭り広場) / 公開記

念講減会( 朝日生命 ) / 記念出版 「日本万国博建築写

A 集 ( 架情 ・空間 ・人間 )J 出版

・工高生コ ンペ 〈セカンドハウス〉

.  ， Ｇ ｾ演会ープＯレース ・ ガフ講演会「私と建築 ｊ / 日本

万国博建築講泌会「ソ迷展示館講演会J [" お祭り広場

について J r展示館の特殊工法について J

• r設備技術者のための建築の知識j 刊行

・ 大阪の新しい建築写点展示窓北浜~淀屋僑問地下

通路に開設

・よろず相談住宅展覧会 ( 阪神百貨庖)

. 台湾建築事情視察団派遣

・見学会一 大阪国際空港ターミナノレビ J レ/ 大阪7 ーチ

ヤ ンダイズ ・ Ｗ ート Ｏ 神戸商工ｾ易セ ン タービノレ他

・工高生コンペ 〈ユース ホステノレ〉

80 



昭和 7(凶 72) 目白手口 (  1974)  

- 沖縄の施政権返還

・i47 .  7豪雨」九州、中国を襲う

・日中国交正常化

・問中内閣成立

・高松塚古tJ ' t 発見

・元日本兵横井庄一氏府還

・冬季オリンピ ソタ 札幌大会

. ミュンへンオリンピ ンク

昭和 4 8( 1973)

- 関門編開通

・ 日航機ハイジャｾ '7 

. 大洋デパート火災

- ウォーターゲート事件発覚

. ベトナム和平協定調印

・メキシコ地震

線路長成定安

由

甲答

ら

に

か

沖

先

州

優

越

泉

長

帰

を

成

氏

港

済

郎

空

経

党

新

一

回

西

立

野

開

成

小

、

附

兵

審

内

本

笠

木

換

日

航

三

転

元

日本列島改造論 開発と保存

オイルショックと省エネ

クリスタル古代史ブーム と開発ブーム

大吹抜

構造主義

国土計画

身障者配慮、福祉のまちづくり

“ アートとしての建築"

超高層住宅

- 公有地拡大の推進に関する法律公布( 9 月施行)

. 工業再配置法公布

・自然環境保全法公布施行

. 新都市基銀盤備法公布

・者11市公園等整備緊急措置法公布

・建築基準法改正 ( 地域制細分化等 )

・建築生産課設置 ( 建設省住宅局 )

・総合技術プロジェクト発足決定 ( 建設省 )

・工業化締法による芦屋浜高層住宅プロジェクト健案

競技実施( 建設省)

・基町高層住宅団地( 広島市 ) 、河原町高層住宅団地

( 川崎市)

- 山陽新幹線 ( 新大阪~岡山 ) 開通

. 六甲アイランド着工

・阪急ターミナノレビ/ レ完成

. 千日デパート火災

・近畿自動車道 ( 門真一日'xa) 開通

・西名阪道路( 天理~大阪 ) 開通

・大 阪 中之島を守る会発足

・京都市街地景観条例l

' 1名西ニュータウン活工

Ｍ 京都市、産ｾｾ反地区を特別保全修録地区に指定

- 大石寺正本金 ( 横山公男)

・綴岡相互銀行本庖 ( 磯 崎)

・中銀カプセノレタワーピル ( 呉川 )

・莱 i主邸( J j ' ，¥、広司)

・大同生命本社ピノレ ( 竹中工務応 )

. 1  B M本社ピル ( 日J建設計)

・3長辻邸( 耳r . ) f : 光)

• r神殿かj 談合か J ( 長谷川発)

• rことばのない思考J ( 多木浩二)

- 自然環境保全審議会設置

. 都市緑地保全法公布

・工場立地法公布

・大庖法公布

・国土総合開発法案決定 ( 経済企画庁 )

. 財形持家融資制度化

・光明池ハウジングプロジェ 7 ト共同住宅設計コンペ

実施

• i 陽あたり条例」直接請求( 建築公害対策市民述合)

・第 l 回集落町並保存対策協議会結成 ( 文化庁 )

• r中之島まつり J ( 第 l 回)

・京都市、マイカー観光拒否宣言

- 所沢型地袋園( 池原殺到1)

・奈良国立陣物館( 吉村)

・中野サンプラザ ( 自主主設計)

・栃木県立美術館 ( 川崎消)

・大阪ロイヤ l レホテ l レ新館( 吉田五十八 )

. 京都信用金庫修学院支庖( 菊竹)

• ｲｾ ｉｈｬ へ ｊ ( 機崎新)

• r現代建築の不毛のなかに J ( 巣沢隆)

・「建築の世紀末J r建 築J ( 鈴木 博 之 )

- 国土利用 計画法公布( 12月施行)

. 悶土庁設置

・地域振興箆備公団発足

. 生産緑地法公布

・特定住宅地区盤保i促進卒業発表( 建設省)

・環境アセス j ント ・マニュア l レ発表 ( 環境庁 )

. 民営賃貸住宅制度創設 ( 住宅公団)

• K  E  P  ( 総合実験住宅 ) 研 究 開 発 ( 住宅公団)

・初 の R C超高層 ( 椎名町アパート )

- 抽IJ i ! ! i 線開通

・大阪市、分区で26区となる

・ナンパ地下街「なんなんタウン」オープン

・京都・紙悶新縮、特別保全修張地区に指定

- 瀬戸内海歴史民俗資料館 ( 山本忠司 )

・迎 賓 館 ( 村野)

・東京海上ピノレ ( 前川図男)

・最高裁判所 ( 岡田新一 )

・アイピースクウェア( 浦辺鎮太郎)

・群馬県立美術館( 機崎)

・ピパリー ・トム ( 竹山 )

・住友ビル ( 日建設計)

- ハ ウ ジ ン グ ・ユ ニ オ ン ビ ル (;ダ イアモンド+ マイア

ース+ ウィルキン )

・サン・ベノレナ J レディノ市庁舎 ( シーザー ・ペリ)

・キムポール美術館( ルイス カーン )

・フィンランテ' ィア ・ホーノレ ( ア J レノ〈 ・アアルト )

・O R F スタジオ ( グスタブ ー〆マイヒェ l レ)

・ミネアポリス iili$11準備銀行( ギユンナーパカーツ )

• rラスベガスに学ぶJ ( R ヴェンチューリ)

- スカポロー市民センター( レイモンドモリヤ" 7 )

・カレ y ジ ーライフ{ 呆険本社ビル( ケヴィン ローチ)

・ノ、イア y ト・リージェンシー ・ホテノレ ( ジョン ーポー

トマン )

• 1  0  S センター( フィリップ ・ジョンソン)

・セントラル ・ベヒーア( へノレ7 ン ・ヘルツベルハー)

. ディクスウェル消防署ヤγ ェンチューリ+ ローチ)

・7 リスチャン・サイエンスチャーチ・センター( I . M ペイ)

- 公共住宅( ゴ y トフリート ベーム )

・ガララテ ゼの集合住宅Ｈアノレド ・ ロ ｾ "， )  

・シアーズ ・タワー ( S O .  M )  

・ルーパン大学医学部 (J レンアン クロール)

. シュリン宝石庖( / 、ンス ・ホライン )

・クレスギーカレッジ( チャールズ ムーア)

・フェデラノレ リザーヴ銀行 ( グン ナー ・パカーツ)

. カーン没

. 構1司会一「建築の風力係数J /  ｲ 建築ｾｊ［礎工法 ｊ

• JJlj. j策会ー者I1市災害問題ン ンポジウム/ 怨築技術者の

ために「千日デノ マートビル火災に学_;:J

・関 西 ・都市住宅会談「日本列島改造論と大都市の役

割 J (共HO

・見学会一大| 坂データ通信局舎/ 阪急ターミナ J レピ J レ

/ 泉北ニュータウンノ マイロ ットハ ウス / 大阪国際ピ

ノレディング/ 大阪ロイヤルホテル/ 大阪大林ピル他

・工 高 生 コ ン ペ 〈庭にひろがりをもっ住宅〉

・日本建築協会建築クラブ発足

• i建築と 社 会 J 600号 ( 2 月号 )

.m築 J左準法政令改正と新用途地域指定並びに大阪市

火災予防条例改正説明会

・ヨーロ y パの都市と建築調査団派遣ー北欧、中南部

ヨーロ ッバの都市施設 ・建築物の調査 ・研 究 ( 参加

者37名)

・見学会一大阪高等 ・地方 ・簡易裁判所/ 神戸文化ホ

- J レ

- 工高生コンペ 〈自然公園の中に縫っ休恕所〉

- 建築基準法改正案等講和l 会 ( 共催 )

・関西都市 ・住宅会議「都市のオープンスペース言行函J

( 共催)

・ 若い会只のｾい「ライトの山色邸を見る会」

・見学会一薬師寺金堂 ( 復原工事) / 中之烏センタービ

J レ/ 大| 仮身体障害者スポーツセンター

・工高生コンペ〈ユニットを組み合わせた「プレハプ

住 宅J>

81  
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日召和 。 ( 附 )

- 沖縄海洋博開催

・最後の S L運転( 室蘭~岩見沢附)

. エリザベス英女王来日

- ベトナム解放統一なる

・米ソの宇宙船ド y キング成功

不況倒産

保存再利用

住宅政策再編

- 宅地開発公団法公布

紅茶キノコブーム

・都市再開発法の一部改正

・大都市地域における住宅地等の供給の促進に関する

特別措置法公布

・今後の{ 主主包政策についての基本構想発表( 国土庁)

・今後の住毛政策の基本的体系について答申( 建設省

住宅審議会)

• '/<11の国土利用自啓発表 ( 国土庁)

・初の土地白啓発表( 東京都)

・市街地再開発促進区域制度創設

- 山陽新幹線( 岡山~博多) 開業

- 北九州市立美術館 ・中央図書館( 機崎)

・アクアポリス( 菊竹)

・普光寺別院耳目王寺( 山崎泰孝)

・上無図絵尾神社( 木山安史)

・福岡銀行本庖( 黒川)

・トヨタ鞍ヶ池記念館( 級文彦)

• r近代の呪縛に放て J (r 建築文化J)

・『越築の解体J ( 機崎新)

- オローナの小学校( アルド ロッン)

・湖畔のアーケード ・繍( リカルド ・ポフィ J レ)

・文化人知学博物館( アーサー ・エリクソン)

・養左院( へ J レマン ・ヘルツベルハー)

・7 ッカー邸( ヴェンチューリ+ ロ一千)

・ゲティ肉、物館( ノ- " " 7 ン ・ノイアパーグ)

・11スライト ・スクウェア( へンリクイズ+ トッド)

・アートセンター デザイン大学( エルウッド)

- 荒い会貝の. mいー「若手建築家に附.J < 一束孝光 ・安

泌忠雄 山崎若手孝氏のやり方」

• r海とレクリエーションーレクリエーンヨン施設を考

える( 大阪府守少年海洋センター )J

・竹腰健治先生米弘子を祝う会

・見学会一吉本ダイヤピ J レ( 大阪マルピル)

・工高生コンペ〈団地内に建つ「特定郵便局 J>

昭和 5 1 (ゆ 76)

- ロ y キード事件

. 福田内閣成立

・神戸まつりで暴走族暴動

. O P E C総会、原油価絡の他上げ実施

カタログ文イヒ時代

ジョギングブーム

インフィル

J 、ーフミラー

- 第 3 期住宅建設 5 ヵ年計画策定( 建設省)

・建築基準法一部改正( 防災の強化と日彬規制の創設)

. ハウス55システム提案競技実施

・緑のマスタープランについての答申( 都市計画中央

審議会)

・第 2 次都市公園等盤備 5 カ年計画l別議決定

・特色あるまちづくりに関する全国f調査( 怨設省)

• 1  F  H  P 兵庫国際会議開催

- 新神戸トンネ J レ完成

・大阪建築士事務所協会設立

. 大阪設計監理協会設立

- 大阪駅前第 2 ピノレ完成

・京都市・産寧坂、祇園新備カ吋孟統的建造物若干保存地

区に

・山陰本線( 京都~二条間) 高架化

・京都市、山科区 西京区新設

Ｍ 大阪ソニータワーＨｦＮ Ｑｾ 川Ｉ

・中野本町の家 ( 伊東盟雄)

・住吉の長屋( 安藤忠雄)

・アメリカ大使館( : . - ーザペリ)

・日本プレスセンター( 日強設計)

- パイカー ・ウオール( ラノレフ ・アースキン)

・ベンヅオイル ・プレイス( ジョンソン+ パージー)

・ダンダス ・シャーポン ・ハウジング( ; ダイアモンド+

7 イアース)

・ペンンノレヴァニア州立大学教只クラブ( ヴェンチュ

ーリ十ロ一千)

・ベノレリン工科大学流体力学実験棟 (i トトヴィヒレオ)

. アアノレト没

• r建築と音楽 形と音と空間ど・ヤニス ・クセナキス

講演+ 演奏会J ( : 7 セナキス ・吉阪正隆 ・同紙!B治)

・特別公開文化講座「現代建築一大阪 ・ニューヨーク J

( リチヤード ・7 イヤ一、向井正也、機崎新、河辺総、

中島龍彦 ) ( 共j l O

・関西都市 ・住宅会主義何日市防災について J ( 共催)

・若い会員の集い「若手建築家に聞く一宮脇樹氏 j

• rふるさとのすまいj 復刻版刊行

• r鉄筋コンクリート構造物の面tt霊安全性j 刊行

・見学会一大阪ソニータワー/ 大阪駅前第 2 ピノレ他

. 工高生コンペ〈野外スポーツ施設の「センターハウスJ>

昭和 5 2 ( 1977)

• E  C  . カナダ アメリカ ・ソ述200カイリ宣言、日本

も200カイリ立言

・7 ノレチ商法摘発

・日航機ハイジャ y ク事件

マンションブーム

アトリウム

- 紋のマスタープラン策定の推進についての通達

・国際観光文化者11市の怒仰のための財政上の待lli 等に

l刻する法律公布施行

・第 3 次全国総合開発計画策定

Ｎ 住環境懸備モデノレ Ｔ｜Ｎｾ 監

・総合技術開発プロジェクト、省エネルギー住宅シス

テムの俳l 発

・ ツーパイフォー住宅普及 ＼Ｇ ｊ ｾ 業推進協議会結成

- 神戸市高速鉄道陣);血 ( 名谷~新長田間約6. 8km)

. 六甲大概完成

・阪急グランドピノレ完成

- 大阪南港ポートタウン町ぴらき

・京都、双ケ岡の公有化が決定

- 制Hi IJ < 7 ) 森学闘( 六角鬼丈)

・ローズ ・ガーデン( 安藤)

・今帰仁村中央公民館( 象設計. m団)

イート〆 セ ン タ ー

- イ一トンセンター( プレグマン+ ノ、- " 7 ン+ ザイド

ラー)

・メトロポリタン ・トロント図む館 ( R モリヤ" " 7)

.  ; 1 - : ンピドーセンター( ピアノ+ ロジャース)

・科学博物館( バンコク) ( スメット ジュムサイ)

・ルネサンス ・センター( ジョンポート? ン)

・ブラッドレー邸( ピ- ? ー ・ローズ )

• ｲ ポストモダニズムの ｴ￟ｾ 言語 ｊ ( C. ジエンクス)

. A S T M研修会ー芦屋浜シーサイドタウン

・改正建築基準法 ・同施行令説明会( 共催)

・若い会只の集いー「建築家に話を附〈ーi事原美代子

のインテリア ・アーキテクチュ 7 J  r音環境とアコ

ーステ y クデザイン H 大阪芸能センターを考える」

「外空間作家・深谷光軌氏に聞く 」

・見学会一大阪府立成人病センター/ 京都中京郵便局

と同志社大学ハリス理科学館/ 国立民族学時物館他

• r創立60周年記念の会J

・工高生コンペ〈ショ y ピングプラザに挫つ「ドーナ

ツンヨップJ>



昭和 5 3 (1978) 昭和 5 5(19制昭和 5 4(附 )

- 第 8 次道路主主備 5 ヶ年計画閣議決定

. 成田空港開港

・宮城県沖地震

・第 2 次石油ショ y ク

. 大平内閣成立

・ディスコ、カラオケ人気

- 東京サミ y トの開催

・コンビュータ ・ゲーム大流行

. 大学共通一次試験開始

- 米スリーマイル仏一原子力発電所放射能漏れ

- 鈴木内閣成立

・ 静岡地下街ガス爆発・ｾ放

. 校内暴力問題化

社

会

σ〉

地方の時代

. OP E C原油値上げ( 原油40 ドJ レ時代)

動

き

サラ金犯罪

都市景観

コーポラティブ・ハウジング

. 情造不況がI策法施行

・ 住宅毛 ｊ 也 ｬ 刻迎公共施設 Ａｅ Ｑｈｩｩ 促進 ｬ ｪ ｾｾ 量制度発足

・三金総モデル地区該定{ 国土庁 )

・今後の宅地政策の在り方について建設( 住宅宅地審

B珊会)
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等
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通
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住

新

都

宮

コ

- 神戸市 ml 市景観条例の制定

・大阪市、マスタープラン改訂

. 京高11市' i l l . 全廃

- ヒルサイドテラス( 繊)

・資生堂アートハウス( 谷口吉生)

・国立民線学博物館( 泉川)

・白焼 .!.!U也区防災拠点住都11 ( 日建設計)

・京航中京邸便局改修( 郵政省)

中南蝉側1，) ，術開立i I i 図

マルチ・コンプレックス

「うさぎ小屋j 論議

・特定住宅市街地総会慾1siii .足進事業制度発足

・住宅都市対策の方向と地策発表( 建設省)

・世界最大級のソーラーシステム( 筑波洞峰公園体育

館)

- 神戸 ・北野町山本通伝統的挫造物群保存地区の指定

. 大阪駅前第 3 ピルオープン

・京阪電鉄( 東福寺~三条 )J 也下化工事起工

・嵯峨鳥居本、伝統的ill 造物群保存地区指定

- 金沢市立図。館( 谷口)

・岡山オリエント尖術館( 悶悶)

・松川ポックス; 1 2  ( 宮脇)

• 54の昼般( 石井手口紘)

' P MT ピノレ( 1計束 )

• r街並みの美学J ( 戸原義信)

竹の子族 l レ

/  

ド

- 公営住宅家1 ' ( 対策補助制度発足

・ 者 ￟ｾ 十法、主ｬＡ基法の一部改正→地区計画 ｦｬｩｬｬｬ 支発足

. 幹線道路の沿道の盤側Iに| 刻する法律公布

・明日香村における歴史的風土の保全及び生活環境の

盤側等に l刻する特別措置法公布

・自転. I j i の安全利用の促進及び自転卓駐車場の盤備に

附する法公布( S56・5 施行)

・過疎娠興法施行

・( 財) 住宅 ・省エネ J レギ一機中再設立

・都市コミュニティ械恕( 自治省)

. モデル定住圏計画決定

者日

rli 

- 六甲アイランド始動

・ポートアイランド完成

. 神戸研究学園都市消工

3十

- 上本町ノ、イハイタウン

・地下鉄谷町線( 天ヱ寺ー八尾南附I I I 持li 泊

・京都駅北口広場箆備事業完成。地下街ポJ レ夕、オー| 画

プン

- 倉敷市庁舎( 浦辺)

・光佑子の家( 築祥栄)

・三件| 足助屋敷( 浦辺)

と

• r  J ; I . えがくれする昔日市 J ( 繊文彦)

• r建築に失敗する方法J ( 林昌二)

建

築

- アセネウム( リチヤード ・7 イヤー)

・7 ンチェスター上級裁判所( アラン・グリーンパーグ)Ii 毎

- オーストリア旅行代理庖( ハンス ・ホライン)

・リオラ教会( アルパアアルト)

・イタリア広場( チャールズ・ムーア)

・ナショナノレ ・ギャラリー来館 ( I . M ベイ)

• r狂乱のニューヨーク J ( レム ・コールハース)

ミロ財団美術館( セルト+ ジャクソン)

・世界劇場( ア/ レド ・ロ y シ)

・ロプソ ン・スクウェア( アーサー ・エリクソン) - セ・ロックスセンター( へルムートヤーン)

・アトランティス( アノレキテクトニカ)

・カサ・ロトンダ( マリオ ・ポッタ)

・パンタン門の集合住宅( ポーノレ‘ シ ュメトフ)

外

情

報

- 日彬統制に関する講予司会( 共催)

• 1978年宮城県沖地震災害についての報告会

・控築技術選瞥講座シリーズー「茶室の話」ほか

・若い会日のJUい「都市住宅を考える なぜ ・いま ・

タウンハウスか J  ( l J 安努雄) r対談・建築を斬る」

Ｈｩｊ 主辺ｾ Ｚｦ日 Ｏ ｍＮ回実 Ｉ r玄から彩へ 恐いろの世界J

( 篠田桃紅)

・見学会一万国博お祭り広場大反似降下工事

• 60周年記念出版ー「建築データシートハンドブック」

「主主築技術i活性」シリーズ刊行開始

・工高生コンペ〈公園に建つ「公衆便所J)

- 笑務家のための日彬研修会一等時間日影図の描き方

とそのチェ y ク万法一

・建築技術選。講座ー「椛造計画とやさしい力学 1 J  

. 建築計画と新耐震設計法についての研修会

・若い会員の JUいー「コーポラティフ' ハウスの問題点

と展望J ( 中筋修 ) rキャンパスを訪ねて一大阪芸術

大学の怨築群を見る J ( 問俄縦一)

・創立60周年記念出版 ・建築技術選告ンリーズ絞刊

・見学会一同骨骨者世話ホーム「エデンの図」、特別養護

乏人ホーム「栄光悶J / 大阪 ・上六 ・市街地再開発

・ 工高生コンペ〈児童図 ｾｾｴ￟ 官〉

- 若い会只のJUいー「新春放談 80年代に ri' Jl t で日生s築 1 円

を語る J Ｈ石井和紘Ｏ石 山修武 Ｏ木仏安 史 Ｏ渡辺 ｾ ｦ 日 Ｉ 1_，-

「明治の香りを残すまちづくりと占仰のタウンハウス |ヤ

( 北大路高野住宅) を見る J rみどり σ〉やすらぎの虫 |惑

" グリーンピア三木" を訪ねる J ｉｾ＠

・建築技術選野講座一「ソーラーハウス J r往築と設備| 協

の被点 1 J  r医 院 診 療 所 め 計 画 と 設 計J rコンク '1 I会

一卜工＼Ｇｊｾの管理 ｊ rp C  建築の話J Iの

. 見学会一東洋紡ヒソレディング/ 大阪駅前第 4 ビル/ liIih

ナピオ阪急/ 大阪市庁舎( 第 1WI) I  c  

・工高生コンペ〈幼稚閲) I  ｾ＠

83 
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昭和 5 6( 1981 )

.  m 2 次臨時行政調公会、第 l 次答申

. tlMI: 謙一氏ノーベル化学賞受賞

・京都市、空缶条WIJ 公布

・ポートピア '81開f1i i ( 3120- 9/ 15)  

. 対米自動車輸出臼主規制決定

・ 北炭タ必炭鉱でガス Ｇｊｾ 故

・宅配1必競争激化

国際障害者年

O A 時代幕開け

.  m 4  JUI{五' 主主II 設 5 ヵ年計画1)11議決定

・首l 5 次下水道主主情i5 ヵ年計岡山1: 議決定

・百l 3 次都市公園等荻村ii5 ヵ年計画問l議決定

. 住宅 . ｲＮｊ｜市鰐 ｬｾ￬￬ 公開発足

・新{ 主主主開発プロジェクト本俗研究稲子( i J f J i蛮行)

Ｎ ノ、ウス ＵＵｾ 光開始

- 新交i J f J ポートアイランド総営業| 割合fI

. f E と彫刻の泊先成

・税| 剥線を自1¥市対鋭形成I也械に術主主

• r神戸市地区計画及びまちづくり協定等に関する粂

例j の制定

・新交通ニュートラム開業

. 大阪駅前節 4 ビJ レ完成

・ 地下鉄Ｈ新深江ｾ南 ｾｏ IJfl iJfJ 

・ 京自 ｉ｜ ，｝ ￯ 営地下鉄Ｈ烏 ＩｌｾＩ Il fl iJfJ 

昭和 5 ( 1982)  昭和 5 8(附 )

- 東北( 大宮~盛岡) 上越( 大宮~新潟) 新幹線開通| ・日本海中部池袋、津波

・参議院全国区改革 | ・日本初の体外受精児誕生

・中曾桜内| 羽成立 | ・インテリア ・コーディネータ試験開始

. ホテ J レニュージャノマン火災

・羽悶 i中日航機墜落事放

・* 京ディス' ニーランド f品i図

・国i! l ! ' アジア太平洋都市会議

. フォークランド紛争

心身症クローズアップ

軽薄短小ブーム

ポストモダン

- 土地区画主主理法の一部改正

・ 木 Ｑｈ 主主包 ｉ 也区総合艶 Ｑ￭ｩ､ｾ 業 ｩ 伽｝ｊｾ実地Ｈ建設省Ｉ

・センチュリーハウジングシステム ( C H  S) 繊恕の基

本計画発表( 建設省)

・ 地下室付き住宅に初の施工恭ｾｾ ( 建設省)

・木造建築工事業等を不況業般に指定( 通産省)

• 3 層住宅商品化進む

. ; . 悠設省総合併j発プロジェクト、省エネ試作実験住宅

- 神戸市 j;l l l l . 基本計画の策定

- 大.y . I j ; 航空機襲撃事件

規制緩和

- 区分所有法改正( 多数決原理! の導入)

. 中古 l 戸建に融資開始

・規制の緩和等による都市院i発の促進方策( 建設省)

・「いえづくリ・85J のプロジェクト推進委只会開催

( 建設省)

. HOP E 計画実縮

・市街地住宅等共同整備事業制度要綱まとまる( 建設

省)

・まちづくり月間創設( 建設省)

・ポートアイランドの地区計画・都市計画決定( 真野| ・旧居留地を都市景観形成地域に指定

地区は 11 月) I ・oE  C  D  r都市レビュー」エキスパート会議

・大阪21世紀協会発足 1 ・l U L A世界市長会議

・京都、向仏ニュータウン完成 | ・京都市、まちづくり基本権想、市議会で議決

・京都府 ・，li 、文化財保n盟条例施行 | ・京都美鋭風致ttti1a主

・刺 111(.f 、文化・" ' f . : 術 ・研究r . I¥di 建 設4'¥; 4 > : 削! 続表| ・大阪芸術大学塚本記念館( 第一工房) • T  1  M E  S  ( 安藤)

• fl1木の家 111 ( 相凶武文)

- 名，，( k市庁イ守 ・古代町進修館( 大竹j浜市 象設官I.mi-IJ)

.  ｾ企滋美術館Ｈ 1' 1-11:) 

・小篠邸( 安雄)

- アルゴーン国立研究所( へんムートヤーン)

・ライス大学主llm学宮II J i ' I 築( ジェイムズ・スターリング)

.  : 沿い会只の集いー「二川幸夫 ー世界の現代挫築を誇る

「大阪の新しいまち ・南港ポートタウンを凡る J r歴

史的f ; l I 克を残す都市、奈良今井町を訪ねる J r絵本

にみるすまいとまちづくり J

・ 建築伐材 Ｚｲｾ￟ ｴ［ ｩ 講座端習会一「往築と設備の媛点 Ｒ J  

「基礎と I也!lt の手ほどき J r榊造計画とやさしい力学

2J  

• r往築への太陽熱利用に l期する研修会J

・見学会 ポートピア '81の諸施設/ 本問架橋ほか

・ 中国往築 Ｔｾ ↑ ￬Ｇｊ 視察団 Ｈ北京、西安、大阪、大 同 Ｉ

- 工高生コンペ〈ファミリーレストラン〉

- 新高輪プリンスホテル( 村野)

. 日本浮世絵博物館( 篠原)

・金沢工業大学ライブラリー ・センター( 大谷幸夫)

・新宿 N S ピノレ( 自主主設計)

. w : 洋陶磁美術館( 日建設計)

.  r逃走するパベル』

( 八点はじめ)

. コンクリートの耐

久性問題化

・アルカリ廿材反応

ゲートラ J ドハープ IJ." クペナーヴィスピル

- ポートランド ・パプリ γ ク・サーヴィス ・ピル ( 7イケ

ノレ ・グレイプス)

・北京 fS山 飯 庖 ( I . M ペイ ・アンド ・バートナーズ)

. メンへングラト〆ぐ y ハ市立美術館( ノ、ンス ・ホライン)

・アプタイベルク美術館( ハンス ・ホライン)

・フリプーノレ州立銀行( マリオ ・ポッタ)

.  ; / カゴ問工会議所地築( へノレムート ・ヤーン)

- 主主い会只の集い 「内井H召蔵 ・長谷川亮一1982年、新

春政談ー総成な怨築を語る内井昭蔵に不健康な建築

についてみえる長谷川免が迫るーJ r大 阪 芸 術 大 学

芸芸術情報センターを訪ねて・高僑1税一氏に附J < 、そ

の議材 ・空間J ｲ 商業主 ｴ ｾｾｊ とデザイン ー岡 山仰也の世

界」

・建築技術選性講座p罪判会一「鉄骨構造の話J ( 金多潔)

. 見学会一大阪御堂筋ピ J レディング( ホテル日航大阪)

/ ザ シンフ方ニーホール

・工高生コンペ〈公民館〉

・塚本会長より稲田新会長就任

- 亦坂プリンスホテル( 丹下)

・建築会館( 秋元和維)

・人間博物館リトルワールド( 日建設計)

・神慈秀明会教祖殿 ( ミノル ・ヤマサキ)

• A  R  K  ( 高松仰)

・つくばセンターピノレ( 磯崎)

・土門拳記念館( 谷口)

・ドラード早稲田( 党奔綱)

'1 ュ，" / 方 プ ラ ， ツ 町 線 合 住 毛

- ゴードン・ウホール( ヴェンチューリ+ ローチ+ ス

コ y トブラウン)

.  ' )ュ y ツオー ・プラ y ツの集合住宅( オズワノレド ・7

ティアス ・ウンガース)

・ガレリア( へノレムース . オパタアンド ・カサパウム)

・アプラクサスの宮殿、凱旋門( R ポ7 ィノレ)

・アトランタ美術館( リチヤード ー7 イヤー )

- 若い会只のmいーr7イクロコンビューターの建築へ

の利用研修会一道具としてのマイクロコンビュータ

の可能性J

・集合分線住宅における品質保証に| 刻する研修会「か

し事ili 修基準と耐久性に対する建築技術の来す役割J

. 建築技術選告34- 37号まで発行

・見学会 大阪ターミナノレピ J レ/ 住友生命御堂筋ピ l レ

/ 神 慈 努 明 会 教 祖 殿/ 電通大阪ピ J レ/ 天理教教会

本部神殿/ 大阪城国際文化スポ ツホーノレ他

・ 協会 Ｔｾ 務所、北浜から大阪駅前第 Ｓ ビルへ移転

・工高生コンペ 〈四季を通じて利用できる「ピーチノ、ウスJ>



昭和 5 9( 1984)
昭和 6 1 (印 刷昭和 6 0( 1985)

- 国際科学技術| 噂覧会「科学万博一 つくば'85J 開催

ｓ Ｉ モデルｼ ・ 町 ｴ￮ｦ ｬＱ ｾ￵ とたばこの公社 Ｔ 業の民営化
・男女応用機会均等法成立

Ｍ グリコ森永 ｽｊｾ 件の発生

・ ｾｭ 公社の高度情報通信システム Ｈ 1  

実験「キャ プテンJ サービス開始

・新札発行

・大阪築城4∞年まつり開催

. 世界帆船まつり I泊1出

・国際伝統工長博、京都でI閣{出

・ロサ ンゼルスオリ ンピ ，7 開1m

- 日航ジャ ンポ機墜治、死者520人

- ユニバー シアード神戸大会開催

・阪神タイガース日本一、タイガースフィーパー

Ｎ ｾ田商事 ＴｗＡ ニ

・メキシコ大地袋、死者8000人

- ハレー欝昼地球に接近

. 三 原山大噴火

. . ! R京サミ y ト

社

会

! l ) 

- スペースシ セ トル空中爆発

・ソ述、チェル ノブイリ原子力発電所火災事故

動

き

イベント・ブーム

タウン・ウォッチング

新 人 類

軽さの時代

道づくり

インテリア・デザイン

おじようさま、おぽっちゃまブーム

ダイアナ妃フィーパー l レ

f 、イテクデザイン |

“ 仮設"

ド

インテリジェント・ビル

- 新集合住初期発プロジェクトの具体策固める ( 通産| ・都市計画法にもと づ く現行線引き制度=の全面的弘直| ・殻観建築届出制度スタート

省) しを決定 (建設省 ) 1 ・明石海峡大儒活工

・都市再開発エキス パート会議設lli (建設省 ) ・防災フ才 一 ラムの開催を決定 ( 国土庁 )

・住宅経済慰談会設置 ( 建設省 ) ・21世紀未来初，Ji 懇談会初会合 ( 建設省)

・コミュニティ公営住宅の怨設決定 ( 建設省 ) 1 ・O E C D都市レビ ュー会議、 t止界大都市サミ y ト会

・これからの住まいづ くりについての縫言 ( ハウ ジン | 議開催

グアドバイザーグループ ) I ・1:11心国有地先却第一号 ( 大蔵省)

・中高層共同住宅の 2 戸 l 化設計指導指針作成 ( 大阪| ・民活将入再開発第一号

市 ) I ・) 'f函ト ンネJ レ本坑1t i l 1i

・大鳴門僑I J f J通

- 神戸総合運動公園陸上競抜場定成

. 農業公園オー プン

・大阪ターミナルビ J レ ( アクテ ィ大阪 ) 完成

• 63年点目11同1*正式決定

・京都駅南口、アパンティ、オープ ン

・京都地下鉄 ( 的来線) 起工

- 関西学研都市基本計画固まる

- 大阪械悶際文化スポーツホール ( 日建設計)

• ｩｬｬ 問者市立問物館、釧路市立 ｩｾ 原展望資料館 Ｈ ち綱絞

機 )

・伊豆長八美術館 ( 石山修武)

・藤沢市秋楽ff 文化体育館 (級 )

・直島町役場 ( 石井和紘)

・国立文楽劇場 ( 県l川

• r建築のじつめ力 J (鈴木博之)

. 村野正証吾没す

Ｍ 校関線シ ン ボルロード主主備 ｊｊｾ 業が完成

・六甲アイラ ン ドr.l 1市機能用地分線開始

. インテ ックス大阪オープン

・古都保存協力税実地

・平安建都1200年記念協会発足

- 関西学研都市の小紋 祝闘土地区画主主連 Ｇｊｾ 業起工

- 新交通六甲アイラ ン ド線着工

・( 財 ) 国際花と紋の博覧会協会発足

• i関西文化学術研究者E市建設基本方針J 策定( 国土庁)

. 同志社大学問辺校舎竣工

・京自11においてi ! ! : 界歴史者11市会議機iil i'l i業スタート

行11

- ツイ ン21 ( 日建設計)

・大阪市庁令 ( 大阪市都市懸fiii 局+ 臼建設H)

- 六甲の教会 ( 安 藤)

• R  [  S  E  ( 北川町' . l 品+ [  L C  0 )  

・篠原自邸 ( 篠原 )

・点目11国立近代美術館 ( 繊 )

at-

' )jl:京者E新庁舎指名設計競技発表 ( 丹下案)

・第二国立劇場コンペ ( 柳沢案) 回

- シ ル バ ー ハ ッ ト ( 伊東)

・盈進学間高等学校 ( 7 リストフ T ー ・アレギザンダ| ・ 『路上E見事詩学入門j

1  ( 赤瀬川原平ほか )

・町山ホ - 1レ( 長谷川逸子)

' D A N C E  H A L L ( 高松仰 )

. スパ イラル ( 繊 )

• ｲ 東京の ｾｉｈｊ 人 Ｚ ｭ 学 ｊ ( 陣内秀信 )

y ルハーハ ト

と

主主

築

骨品上市銀行

. A T &T  本社ピ J レ ( ジョンソン + パギー )

・カリフォルニア航空宇宙博物館( フランクゲーリー)

・プラーク開発計阿 ( ビート ・プロム )

・シュトゥ ッ トガノレト国立美術館. I 1 " J 築 ( ジェイムズ

スターリ ング)

・ズープリ ン社ビル ( ゴ y トフリート ・ベーム )

・フレンケルーフェ J レの集合住宅 ( ハ勺マリヒ ・イン

ケ ン パ ー ラ ー )

- ザ パ ラディアム ( 磯崎新)

・工裟博物館 ( リチヤード ・7 イヤー )

・アヴェ ッツT ーノ文化センター やマオロ ・ポルトゲ

ージ+ ヴイ ッ トリオ ・ジリオ ッティ )

・ベルリ ンのj具合住宅 ( アルド ・ロ y シ)

・イ' ) ノイ州セ ンター ( へノレムート ・ヤー ン)

・ヒューマナ ・ビルディング ( - ; >イケ J レ・グレイヴス )

- 子}v.!' 上海銀行 (ノ - - ; >ン ・フ方スター )

- ウィーンの公営住宅 ( フンデルトワ y サー + ペリカ| 海

ン)

外

情

報

Ｇ ｩｬｬｾ 技術選ｬＧ ｾｉ［ 再度品科会一「すまいの語録 ｪ

・〈プロの ノウハウ 〉 シリーズの刊行始まる

・若い会員のmいー「神戸 ・ポートアイランドを見る ー

ポートピア '81 、その後J ir建築不自由の現在j 五

十嵐敬将氏にきく J i 滋賀の秋・ 0 ・県立近代美術館 ・

住友活機倒 N E G大体工場を見る」

・見学会ー 竹中大工道具館/ 大阪市庁舎( 第 2WI ) / ツ

イン 21

・佐野新会長就任

・故悩聞朝i生会長迫↑ 牢会

・工高生コ ンペ 〈街並みを々えた住宅〉

- 主I l 築技術選内自¥38号

・〈プロのノウハウ 〉 シリーズ絞刊

・〈特4査本) i 火災安全学入門 J ( 間四光正) 発干IJ

. ・・近代建築ガイドマ ップ. 再版

・見学会ー インテ y クス大阪/ 都ホテル大阪/ 守r I r.J 1  

市計画河原地区第一位市街地再開発明業/ 大阪市庁

合 ( 第 2 WI) 

・日本建築協会東海支部復活25周年記念俄し

・工高生コ ンペ〈郷土資料館〉

.  <プロのノウハウ 〉 シリーズ紙刊 l 門

. レーザービジョンの導入 ・政映ー「 ポストモダン建築 1- : -

in US A J  i アントニオ ーガウデ ィJ 1  '  

・見学会一日上通関西システムラボラトリ / 大阪、阿| 挫

倍野再開発 Ｉｊｾ 業 |築

・展覧会「解剖台上の私性群- ill 築家池上俊自1¥の 5 年| 協

聞の仕 'J';J 会

・4主設省へ 「建築基準法の改正意見縫自民J を徒出
! l ) 

- 工高生コン ペ〈 テニスクラブハウス 〉

. 第33回青年技術者特集

動

き

85 



「建築と社会」誌20年・特集一覧 昭和 ＴＲ 年 ｾＶＲ 年

「建築と社会j 誌は、昭和4 2年から大型化し A 4 変形判となった。特集と作品作風頁を二本校に、シリーズものの頁を織り込み、その時々

の社会を反映したテー 7 を選んで掲載してきた。 ( 58年 4 月号以降定価9 5 0円) 購読希望者は事務局 ( 06- 348- 0635) へ。

市印は欠号

訟¥き l  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12  

.  .  .  
昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械

日 本 建 築

社 会 と 建 築

者11 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モントリオ

建 設 資 金 設 近 の 外 装

第 14 回

建 築 と 生 命

( 48集)
記協会5念0周 年号 流 通 空 間 - ) レ万博 w年 建 築 家

.  .  .  .  
都 市 の昭和43年

者11 市 生 活 50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群 と し て の 都 市 の ア 第 15 回 新 都 市 計 画

(49集) い こ い の 場

卒 業 記 録 号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青 年 技 術 者 法 の 諸 問 題

.  
鉄筋コ ン ク 計 画 と 住 民

老 人

.  .  
転 換

.  .  .  .  .  
昭和44年

建 築 産 業 の
リート構計造

一 中部から

建げ司築 史 的 方

建 築 行 政待
しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民 家 の 系 譜 第 16 回 1LJ ' Hか ら の

(50集)
耐 震 設 の

と す ま い

よみ君が主千えt にる に 期 られる公害

構 造 と 志 向 再 検 討 の 報 告 過 去 ー す る も の {主 主包 生 産 問 題 と保存計画 青 年 技 術 者 報 告

現 代 社 会 日本万国博
設 計 の.  

グ y ドデザ 高 層 建 築 建 築 家 の

.  
山 陽 ・山陰昭和45年

建 築 と 安 全

欧 米 に

工 事 計 画

デ ィ ベ 第 17 回

( 51集) と は 何 か と技術開発 システムイヒ イ ン 運 動 問 題 おける契約 課 題 と 資 任
ロ ッ ノ守ー『

行 年 技 術 者 か ら の 報 告

昭和46年

住 宅 60年 者11市エネ l レ

者11 市 生 活 企 画 と 設 計 転換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と
代の総括と

ギと無公害 建 築 基 準 法 解 体 工 学 都市と港湾

(52集)
70 年 代

と み ど り のプロセス ュータウン と 渓 災 建 築 生 産 青 年 技 術 者 レジャ空間

の 展 望 fヒ ビ l レ

冬期オリン

600号 都 市 交 通

.  
量 産 住 宅

.  都 市 住 .  
北 陸 の昭和47年

ピ ン ク と

インテリア

水 利 用 一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回

(53集)

札 幌

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 徒 中 学) アプローチ

背 年 技 術 者 新 建 築

.  
大阪大林ビ レジャーと.  大阪国際ビ 老 人

.  .  
昭和48年

建 築 教 育

以北ニ ュー 住 宅 建 築

新 用 途 地 域 構 造 と 施 工 仕 上 と 材 料

第 20 回
ヨー・ロ ッ/ {

( 54築)

タウ ング〉コ

ノレテ' イン グ 施 設 ルデインク 家のすまい 背 年 技 術 者

σ〉

地ミュ ニ テ 設ィ
コミ ュニティ

制 と 環 境 まちづ くり

歴 史 的

明 日 の 既 成 市 街 地 建築生産と 高層プレハ
.  .  

ピJ レ防災に|昭和49年

建 築 は 保 養 所 作 品 の 住 宅 地

北摂ニ ュー

流 通 機 構 の

ビ J レ の 省

プ 住 宅 の み ど り

屋 被 防 水 工
第 21 回

( 55集)
環 境 保 全 タウン計画 エネ l レギ化

事 の 失 敗 例

背 年 技 術 者 関する 12章

ど うなるか 整 備 の 方 策 変 容 構 造 設 計 とその対策

東 海 の

.  
p  c 板 を

社 会 都 市 の 紫 観

建築と プ レ 生 活 排 水
.  

集 合 住 宅 の-昭和50年

図 書 館 イ ンテリア 使 用 し た ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と

第 22 回

Ｈ ＵＶｾ Ｉ＠ 新 建 築 建 築 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料
i ! f 年技術者

設 備

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方 ターミナノレ

証 言 ' 76

建 築 基 礎 椴 床 工 法 建築防災と

.  
鉄骨構造の

集 住 体 の
.  

設備iか ら み

昭和51年

建築デザイ 医 療 施 設 市街地盤側i

工場建築と

ハ ー ド と

結 露 防 止 第 23 回

た 建 築 の

( 57集)

ン の 動 向

造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジ ョイント

ソ フ ト

対断熱策材料と 干7年 技 術 者

問 題 点

.  
兵 庫 県ー そ

会- 6日0周本年建記築士協号

コン 7 リー

日彩規制と

ー悔 埋立地におけ 日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

第 24 回昭和52年 テタサr インrT)

の 風 土 と 建 卜のと行品政質指管 身障者施設 l昭 明 設 備i
るt構造問港題一

公 団 と か ら 計 画 的 る省エネ/ レ

( 58集)
動 向一部 分 - ニ ュータ

法
大阪南 と芦

i ' f 年技術者

と 全 体 築 ・建 築 界 ウ ンの 管 理
理導主 の 方 向

屋浜を例として 建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ 向イ ン
.  

病医療院施情建設 一
' i l L波障害と

組合方式に C  A  D ー
.  

昭和53年
の 動 一

外 壁 新 し い 第 25 回

( 59集)
f J i 旧のコ

水 と 築報

主主 装 材 料 建 築

よ る 集 合 住 宅 設 備

耐 震 設 計

設 計 と コ 一 般 号

背 年 技 術 者

ビ l レ 環 境

ントラスト ン ス テ ム 住 宅 計 画 ンビュータ

.  
大 阪 南 港 ポ

ホアノレ建築

農 村 施 設 の昭和54年

転 換 期 の 商 業 空 間

コンクリート

日 彬 規 制 と 情 報

建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 自白 26 回 建 設 業 の

( 60集)

再 開 発

ートタウ ン の ひ び わ れ

y ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちづくり インテリア 背 年 技 術 者 労 務 事 情

80年代主主の都

.  
-・

都市景観と

- 鍛7宙 酔 棚 設 計 の た め

昭和55年
市 と 築ー

ネ・-ル今建ギ後築ーのの金省趨物エ勢 -・総安事t井務e建所瀦築作鷲設品畿計集

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装
者

の 新 耐 震

(61集)
まちづくりの

耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニテ ィ 施 設 の 設 備 まちづくり 吹 付 仕 上 材
- 転機こたつマン

歴 史 と 展 笠 ンヨン 回集合協 設 計 法

昭和56年

中 国 の 論 文

ポートピア

台所まわり

シーリ ン グ

災害 と法ー 都 市 住 宅ー - 建鞠と風:-7 院 肺 輔 公

間仕切壁の 第 28 回
障 害 者 の 幕

職 能 論

陸側西における

( 62集)

- 北 京 の

' 81 

の 計 画

材 の 知 識

安 全 な 環 境 { 主 ま い 手 ザイナーのた州こ

蹄整備を中心と
性 能 評 価 青 年 技 術 者

らしやすい

都 市 計 画 と 設 備 をめざして か ら の 発 想 - 日態酎協集 υ新企伊耳矧

環境と 設備

昭和57年 新 た な 街 業 省エネ /レ ギ

医療施設ー

近 畿 の

都 市 景 観ー

大 阪 市 庁 舎 音とホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

. t醐こみるすま

- 第 29回 背者庁築 風 土 ・ 空 気

地域医療と まちなみ美

いとまちづ( 1) 年 技 術

(63集)
空 till の 展 開 ー と関口部 地 盤 と 地 質 ( 第 1 J切) 建 築 構 造 作 品 集

- 才一・エム・ホテ - 地 方 の
と 人 間

設 備 計 画 観への誘い ル日航ビル 舎 建

.  
マイコ ンの

多様化する

計画における 大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス ・ プレストレスト . 1i ¥i 峨年姉

昭和58年

建関 西 の
抱: 築 へ の

建 築 と
コi ュニケー

ターミナル

維持管理! と

と 文 化 を (鉄筋) コンク 1)

者
集 合 住 宅

(64集)
築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
Y ヨンと プレ

設 備 変 新

インテリア

- 大醐欝¥ti七
と 生 活 音

を 考 え る 利 用 ゼン予ーション ピ ノレ 考 え る の 変 革 ー ト 構 造 ス;j(ー‘ Yホール

昭和59年

21 世紀への

関 西 の 超

りしめ 1)7レy 建設産業と

住 環 境 と - まと都ち商的駅韓活南畳性口間1化再
消 防 設 備

みどりとそれ

高 齢 化 社 会

- 第31回青年

光 応 用 y ス
関西一魅力 シュー内外装 技 術 者

(65集)
あるまちづ〈り 補修技術の

ロ ポ y ト - 京 をとりまく 床 の 機 工 法

- ディテー Jレ
高 層 ビ l レ 法 制 度

間(7尭，ピル
のポイント と生活空間 テ ム と 建 築

を問 7一一 現状と発展 開 発 マンティ) 人 々 の 思 想

昭和60年 東 海の現 在

-・建の家礎自安築由道を締井一物4 建武式的え築へ雄培る

情 報 化 を ホールーそ 建物の表 ｴｾＱ
大 阪 国 際 見

- 建i演築出 と水の
都 市 と 健 康

- 接 合 - 村 野 藤吾

第 32 回

(66集)

大 阪 湾 物 詩

と 近 未 来

め ぐ る 建 築 れが生みだ 一最 近 の 外

本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ

- 日建設計 の一断主主

青 年 技 術 者

- 都市事情 す 文 化 ー 壁 材 料 園都市 作 品 - 東 海 特 集

これからの住空 屋 椴ー その - 現代デザイト インァリジ - 建 築 防 災

- 開 発

C  A  D ー オ フ ィ ス インテリア・イク

昭和61年 ンーポス

ェン建トビ J レ

自治体営繕 21世 紀 の 住 第 33 回

(67集)

間一都市型集会 デザイ ン と モ7ニズム同年

の 築

と法 その応用と 空 間 の ステンy ョンと

住宅にみる 紫 材

- 防こt水l カ工、ら法グ〉

設 備 計 画

と公共建築

- 大阪市庁舎

居 と 設 備 - ツイン 21

展 開 機 成

青 年 技 術 者

リニューアル

昭和62年 創 立70周 年

- 保管施目貯 室 内 の

駅 ( 仮称)

入 浴 物 語 !席 食

蔵 設

(68集) 記 念 号
- 東(予 海

仕 上 床

( 干定)

定 ) ( 干定)
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祝 70周 年 建 築 と 社 会 1917"- ' 1987

「大阪モダニズム の 精 華」 特集 協 賛

、

四 方 設 計 工 務 ま 式 一 級 建 築 士 事 務所 京都市伏見区深草関屋敷町 32- 2

社 TEL 075- 642- 9516 

25 A  R | 建 築 事 務 所 大阪市南区谷町内- 4- 203 T E L 時 四 ー 1771 25 篠 田)11 ロ 建 築事 務 所 名古屋市東区泉 1-2ト21 TEL 脱 - 9佐 7叩

霊式 ア ー バ ン ラ イ フ 建 築 事 務 所 大阪市北区権回トトト500

社 T E L 06- 341- 2451 

まま 昭 和 設 計 大阪市西区新町トト7 T乱 仲 間 ー3421

まま 赤 松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所 大阪市北区西天満 5- 16- 3 西天満ファイア' ヒ' ル

TEL  06- 364- 5651 

22 AAA総 合 設 計 大阪市南区東清水町 66 TEL  06- 24ト7300

25 浅 野 建 築 設 計事 務所 大阪市天王寺区城南寺町日5 丁 目6- 7時 間 l 22 鈴 木 隆 二 設 計 事 務 所 名古屋市中区松原ト l 刊 T E L 脱 32 卜1763

まま 一 粒 社 ヴ ォ ー リ ズ 建 築 事 務 所 大阪市大淀区中津卜 18- 14

TEL  06- 371- 8036 

25 双 星 設 計 大阪市北区茶屋町 18-21 豊崎ピル TEL 06- 373- 2281 

まま 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 大阪市北区神山町 14- 3 T E L 時 36刊 071 25 創 設 計 事 務 所 姫路市西延末 269- 6 TEL 引 佐96- 2010

ま式 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 大阪市，良速区幸町子会20 清光ピル

社 T E L 06- 562- 4343 

ま ま 創 美 設 計 大阪市北区末広町 3引 TEL 時 31 日 目7

ま式 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 名古屋市中区錦シM 日経錦別館

社 TEL 052- 95 1-1 1  10 

25 大 建 設 計 大阪市西区江戸堀ト 12- 8 丁 目 印 ト 悶 l

出3工 寛 建 築 事 務 所 大阪市北区南森町1 - 2- 22 T E L  06- 364- 3875 竹 本 建 築 研 究 所 大阪市南区南船場 4- 9ーか704 TEL  06- 25 卜0801

22 浦 辺 設 計 大阪市北区梅田ト 12- 39 新阪急ピル T E L 削 41 - 1側
霊 式 都 市 問 題 経 営 研 究 所 大阪市北区堂山町日日本生命梅田ビル

社 TEL 06- 315- 8455 

ま ま 小 河 建 築 設 計 事 務 所 大阪市南区瓦屋町 3- 1- 9 T E L 時 7臼 引01 結 束 畑 建 築 事 務 所 大阪市東区伏見町 5- 19 TEL 時 2任 問 l

22 大 井 建 築 設 計 事 務 所 大阪市西区京町堀ト 10- 8 TEL  0  徳 岡 昌 克 建 築 設 計事 務所 大阪市北区西天満 6- 3- 1 ト205 TEL 06- 314- 1688 

大 阪 建 築 セ ン タ ー ( 坪井柳川) 大阪市阿倍野区阪南町 4- 13- 1サンライズビル

TEL  06- 628- 8372 

22 宮 家 建 築 事 務所 京都市中京区押小路通東洞院西入ル TEL 075- 23 卜臼57

去を 大 阪 雑 貨 建 築 事 務 所 大阪市天王寺区上本町村- 23 T E L  06- 772- 叫 6 22 内 藤 建 築 設 計事 務 所 小野市上本町 2仲 4 T E L  07946十 日7

多 弁 建 築 研 究 所 大阪市東区今橋ト 1 1番館ピル TEL 06- 226- 0008 中 川 匠 建 築 設 計事 務所 大阪市北区浪花町ト 19 新興ピル TEL 06- 371- 3651 

まま 河 井 建 築 事 務 所 奈良市中山町西 3- 210- 25 TEL  0742- 山 100 25 日 建 設 計 大阪市東区高麗橋 5引ー 1 TEL  06- 2昨 お

喜 多 一 級 建 築 士 設 計 事 務 所 枚方市伊加賀西町 10- 4 TEL  0720- 43- 1990 日 積 工 務 25 大阪市南区島之内卜 14- 27 TEL 時 25 ト3195

22 共 同 建 築 事 務 所 大阪市南区谷町内十317 丁 目6- 763- 3277
ま式 日:本 設 計事 務所 大 阪 支 社 大阪市東区淡路町村4 興和淡心ヒ・ル

社 TEL 06- 20ト0321

まま 久 米 建 築 事 務 所 大阪市西区江戸堀卜 10- 8 帝人殖産ビル TEL06- 444- 1161 22 林 設 計事 務所 大阪市大淀区長柄中 3 卜8 TEL 時 35 卜 即 l

まま コ ラ ム デ ザ イ ン セ ン タ 一 大阪市南区南船場 4- 13- 15 丁 目6- 245- 4臼
ま式 プ ラ ス 建 築 都 市 設 計 研 究 所 大阪市南区南船場 3- 10- 10

社 TEL 06- 25ト6387

25 香 楊 設 計 大阪市北区兎我野町 5- 12 梅田グリーンピル TEL 日 日 時 170 福 山 建 設 22 一 級 建 築 士事 務所 大阪市北区天神橋 3- 8- 6 TEL 06- 353- 0055 

25 駒 建 築 設 計 事 務 所 大阪市東区常盤町 1-14 丁 目6- 942- 4419 25 三 谷 設 計 事 務 所 大阪市西区靭本町会刊サコダピル丁目6- 443- 3501

日本建築協会創立70113年記念号
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祝 70周 年 建 築 と 社 会 ＱＹＱＷｾＱＹＸＷ＠
「大|坂モダニス' ムの村裕」特集協11

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2ーシ8 TEL  06- 624- 0926 岐 建 木 村 短 大 阪 支 盾 大阪市北区西天満 6- 8- 7 TEL 時 3 16- 0353

ま ま 安 井 建 築 設 計 室 大阪市西区靭本町トチ 18 TEL 時 制 ー 幻65
共 立 建 設 22 大 阪 支 庖 大阪市東区内本町子45大阪内本町ピル

T EL  06- 942- 249 1  

25 安 井 建 築 設 計 事 務 所 大阪市東区島町日 TEL 時 例3- 1 刊 22 熊 谷 組 大 阪 支 庖 大阪市都島区片町会 10- 5 T E L 時 限 ー 1151 

ま 式 横 河 建 築 事 務 大 阪事 務 所 大阪市東区伏見町 5- 42

社 設 計 所 TEL  06- 202- 4509 

栗 本 建設 工 業 短 大阪市西区南猪江卜 l 卜1 TEL  06 叩 5脱

22 吉 田 建 築 事 務 所 大阪市西区北堀江子日 TEL 06- 538- 299 1  コ ー ナ ン 建 設 緊 大阪市淀川区+ 三本町 2十 28 T EL 時 308- 155 1  

ま続言吉図書都B附市建築研究所 大飯市西区四西本町卜 l日3シ糾刊-→l川1 T乱U ω峠6- 5引5臼3砕 お 祝2お5  
小 西 建 設 22 大 阪 本 庖 大阪市天王寺区玉造本町 5- 14- 10日

TEL  06- 762- 2481 

公 成 建 設 短 大 阪 支 庖 大阪市大淀区豊崎 2- 4- 3 TEL 時 3削 12 1

ア イ サ ワ エ 業 22 大阪市北区浪花町 14- 25 TEL 時 幻 卜4315 22 鴻池 組 大阪市東区北久宝寺町ト27 TEL  06- 24←3508 

ま ま あ め り か 屋 大阪市北区中之島村ー25 丁 目6- 444- 1501 鴻 池 建 設 22 貝塚市沢 1227- 2 TEL  0724- 3ト1241

22 青 木 建 設 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 ト 川 丁 目 光 明 建 設 22 京都市伏見区深草関屋敷町 32 TEL  075- 64 ト609 1

まま ; 菱 沼 組 大阪市天王寺区東高津町 12- 6 丁 目 22 金 剛組 大阪市天王寺区四天王寺ト 14- 29 TEL 時 間 山7731

22 新 工 務 所 大阪市北区曽根崎新地日ー 11 TEL  0  

五 洋 建 設 ま式 大 阪 支 底 大阪市北区梅田会会25 新阪神ピル

社 TEL 06- 345- 0631 

安 藤 建 設 短 大 阪 支 后 大阪市福島区福島 6- 3- 21 丁 目6- 453そ 190 佐 藤 工 業 短 大 阪 支 底 大阪市東区北浜卜25 T E L  06- 203- 7221 

ま ま 今 西 組 大阪市天王寺区上本町 H 引ー309 TEL  06- 779引 61 才 門 建 設 22 岸和田市下野町 3- 10- 25 TEL  0724- 38- 212 1  

岩 出 建 設 25 岸和田市並松町卜5 丁 目 別 剖- 4501 三 和 建 設 短 大 阪 市 淀 川 区 加 島 卜55- 6 TEL 時 30ト防36

ま ま 大 林 組 大阪市東区京僑シ37 TEL  0日 時 1131
島 藤 建 設 工 業 雲式 大 阪 支 庖 大阪市北区野崎町 9- 10 日食ビル

社 T E L 06- 315- 0451 

短 大 本 組 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田 2- 5- 4 千代田ビル函館 TEL 06- 3時 8131 清 水 建 設 緊 大 阪 支 庖 大阪市東区本町 4- 15- 1 TEL 時 2時 2811

ま ま 奥 村 組 大阪市阿倍野区松崎町会日 TEL 時 62ト1101
住 友 建 設 ま式 大 阪 支 庖 大阪市東区北浜ト22 住友ビル 2 号館

社 TEL 06- 220- 87 1  1  

総 長 村 組 大 阪 支 庖 大阪市北区西天満刊ー 13 新老松ビル TEL 06- 36 ト5420 積 水 ハ ウ ス 語 大阪市北区中之島 6- 2- 27 丁 目6- 叫 - 3111

鹿 島 建 設 22 大 阪 支 庖 大阪市西区靭本町ト l ト7 TEL  06- 44 22 銭 高 組 大阪市西区西本町会会 11 丁 目6- 53 ト例31

海 原 建 設 短 大 阪 市 北 区 梅 図 卜2- 2- 3∞TEL 時 刻6- 1900 田 中 建 設 22 大阪市天王寺区北河沼町 4- 9 TEL  06- 77 ト2391

22 金 山 工 務 庖 大阪市東区内淡路町 1-2 TEL 時 942- 5461 大 成 建 設 22 大 阪 支 庖 大阪市東区北浜ト38 T EL  06- 203- 1 131 

25 神 崎 組 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 慨 崎 新 地 ト ト36 TEL  06- 34 ト7刊 第 一 建 設 工 業 短 大 阪 市 東 区 今 橋 ト2 T EL  0  
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「大| 坂モダニズムの精華」特集協11

大 末 建 設 短 大阪市南区島之内会4-10 TEL 時 213- 0555 22 西 本 組 大阪市西成区長橋ト川口 TEL 06-56卜ぬ46

大 鉄 工業 25 大阪市淀川区宮原 4-4-44 TEL 除 却4-1281 日 産 建 設 25 大 阪 支 底 大阪市西区江戸掘トト 14 TEL 06-444-1621 

大 都 工業 22 大 阪 支 庖 大阪市北区茶屋町 6引 制 自 ピ ル TEL 06-372-3671 
日 東 建 設 22 大 阪 支 底 大阪市北区天神緒川-9 新末広ビル

TEL 06-351-0623 

大 日 本 土 木 短 大 阪 市 北 区 堂 島 2-2-2 TEL 06引 卜 日31 日 本 建 設 まま 大阪市東区備後町会58-1 明治生命備後町ビル TEL 06- 226- 0630 

太 平 工業 22 大 阪 支 庖 大阪市北区末広町 3引星和地所扇町ビル

TEL 06- 312- 739 1  
日 本 国 土 開 発 25 大 阪 支 庖 大阪市西区西本町ト 10-10 TEL 06-5佐 市 l

高 藤 建設 22 大 阪 支 庖 大阪市都島区内代町ト日3 TEL 06-9任 2180 野 村 建 設 工 業 短 大阪市東区高麗僑日 TEL 時 202-4791

22 高 松 組 大阪市淀川区回川 2ート5 丁 目6剖 9-8101 25 問 組 大 阪 支 庖 大阪市東区瓦町子20-1 TEL 時 加 幻

22 竹 中 工 務 庖 大阪市東区本町村7 丁 目 印 任 1201 阪 神 土 木 工 業 認 大阪市福島区福島 5-6-37 TEL 0  

22 辰 村 組 大 阪 支 后 大阪市西区北庇工トト30 四ツ橋グリーンビル

TEL 06-538-0691 
25 樋 口 組 大東市大字続問 1296 TEL 0720-69-012 1  

22 地 崎 工業 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島 2-1-27 丁 目6-343-0851 フ ジ タ 工 業 短 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島 2ート 16 TEL 0日 時4510

22 辻 本 工 務 后 八尾市久宝園ト時2 TEL 0729-9月 511 不 二 建 設 22 大阪市西区西本町 3-1-9 TEL 時 54ト日34

鉄 建 建 設 短 大 阪 支 庖 大阪市東区瓦町村6 瓦町K . T ビル

TEL 06-201-1881 

不 動 建 設 短 大 阪 市 東 区 平 野 町 日o TEL 時 20ト1121

戸 田 建 設 25 大 阪 支 庖 大阪市西区西本町ト 13-47 TEL 06-53ト6095 富 園 建 設 22 大阪市北区神山町ト3 TEL 時 313-4591

東 海 興 業 苦式 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島i兵 2-2-8 東洋紡ピル

社 TEL 06- 348- 5602 

お 富 士 工 大 阪 支 庖 吹田市江の木町 17-20-20 1 TEL 時 386-7401

東 急 建 設 ま式 大 阪 支 社 大阪市北区堂山町 1-5 大阪合同ビル

社 TEL 06-313- 1371 
福 川 建 設 22 大阪市天王寺区南河堀町 6引 TEL 06-779- 1515 

東 洋 土 建 22 大阪市東住吉区東田辺 2-3-2 丁 目 25 藤 木 工 務 庖 大阪市東区両替町ト 13 TEL 0  

25 東 和 組 大阪市北区西天満←5- 14 TEL 0日 時 間 l 豊 園 建 設 短 大 阪 市 北 区 天 満 橋 会3-1 TEL 06-353-100 

飛 島 建 設 22 大 阪 支 庖 大阪市東区島町 2-28- 1 TEL 時 942-2481 莫 柄 建 設 2総2 大 阪 支 庖 大阪市淀川区宮原トM ←付-5叩o T花EL 0ω6-引叩3ω393幻3刊 71

寝 中 野 組 大 阪 支 底 大阪市東成区中道トト 1 TEL 時 972- 62 22 前 回 組 寝屋川市大成町ト 1 TEL 072 

25 中 道 組 大阪市都島区片町卜N 丁 目6-3任 灯71
前 回 建 設 工 業 ま式 大 阪 支 后 大阪市都島区東野田町 2-4-20

社 TEL 06-353-7891 

南 海 建 設 25 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須 西 日-22 TELω ー側一 1212 松 井 建 設 語 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島 2-4-17 TEL 06-34山 35

西 国 工 業 25 大 阪 支 庖 大阪市大淀区中津 3- 10-4- 101 TEL 0  22 松 村 組 大阪市北区天満 2ート33 TEL 時 353叶 131

西 松 建 設 22 関 西 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 山 TEL 時 9怯 1131 水 野 建 設 短 大 阪 支 庖 大阪市北区茶屋町日 TEL 時 372-77

日本ill 策協会自IJ J ! 70周年記念号
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「 大 阪 モ ダ ニ ズ ム の 精 華 」 特 集 協 賛

ま ま 水 間 組 大阪市都島区東野田町トト4 TEL  06- 限 引 21 まま 三 晃 空 間 大阪市北区西天満 3- 13引 丁 目 的 砕 | 刊

三 弁 建 設 22 大 阪 支 庖 大阪市北区中之島 3十 18 TEL  06- 川ー 153 三 宝 電 機 25 大阪市北区西天満 2- 6- 8 堂ビル TEL 時 364- 1 刊

= 菱 建 設 ま 式 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田トト 17 第一生命ピル

一 社 T EL  06- 34 ト7141

新 日 本 空 調 22 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1- 2- 6 丁 目6- 344- 6031

村 角 建 設 22 大阪市住之江区浜口西 2- 12- 9 T EL  06- 672- 3551 住 友 電 設 短 大 阪 市 福 島 区 福 島 ト 任8 TEL  0  

村 本 建 設 ま ま 大 阪 本 社 大阪市天王寺区四天王寺 l十 43 TEL  06- 77 4引 55 ま ま 精研 大阪市南区瓦屋町会| ト 16 TEL 時 7ω- 5031

まま 明 和 工 務 庫 大 阪 支 庖 大阪市西区靭本町日ー 15 TEL  06- 44 ダ イ ダ ン 22 大阪市西区江戸掘| 十25 TEL  06- 州 - 8231

モ リ タ 建 設 短 大阪市天王寺区石ケ辻町 15- 15 TEL  06- 772- 1221 
ま式 大 気 社 大 阪 支 社 大阪市北区中之島ト川住友中之島ピル

社 T EL 06- 448- 5851 

望 月建 設 短 大阪市北区中崎西日ー 12 モチケンピル TEL 06- 375- 2345 
高 砂 熱 学 工 業 ま 式 大 阪 支 庖 大阪市北区芝田 1- 4- 8 北阪急ピル

社 TEL 06- 372- 2311 

去 を 森 組 大 阪 市 東 区 横 堀 川 TEL 0  朝 陽 電 気 まま 大阪市北区中之島日-4 TEL  06- 38ト 1361

25 森 本 組 大阪市天王寺区夕陽丘町川 TEL 仲 間 ー 1451 東 光 電 気 工 事 短 大 阪 支 社 大阪市東区高麗矯 5剖 TEL 06-202- 0325 

ま ま 盛工 務 庖 大阪市北区南森町トト26 TEL 時 制 ー 1581 東 陶 機 器 25 大阪市北区曽根崎日ー7 TEL  06- 36←1181 

矢 作 建 設 工 業 ま式 大 阪 支 庖 大阪市北区徳田 l十 2- 400 大阪駅前第 2 ビル

社 TEL 06- 344- 8241 

東 洋 熱 工 業 22 大 阪 支 局 大阪市西区靭本町 3ート27 TEL  06- 443- 8071 

ま ま 磁内 工 務 庖 員塚市鳥羽 183ー1 TEL 町 村 22 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 大阪市大淀区中津 6- 8- 4 TEL 06-4時 3臼

22 山 田 組 大阪市東区内久宝寺町シ58 T乱 時 例 ト 1281 日 本 電 設 工 業 22 大 阪 支 庖 大阪市大淀区豊崎 3- 17- 15 丁 目

22 米 国 工 務 庖 大阪市天王寺区逢阪トト7 T EL  06- 行トm 22 毎 日 映 像 音 響 シ ス テ ム 大阪市北区新大ビル T EL 時 343- 182 1

|電気・空鯛・衛生設備難者 建材業者

ア イ エ ム 換 気 工業 短 大 阪 市 浪 速 区 塩 草 3十 4 T EL 昨日卜初日 l

繰式 タイル

全社 I NAX 住設機器 大阪市西区新町 1-7-1 TEL  06- 532- 6081 

浅 海 電 気 短 大 阪 市 北 区 西 天 満 シ7-4 TEL  06- 3昨 日 l 井上策策室主主主主EZ 大阪市天王寺区生玉町 11 引 T E L 06- 77 ト2851

浦 安 工業 祭 大 阪 支 庖 大阪市北区天満 2- 3- 5 TEL  06- 35 ト花02
ま式 梅 彦 化 粧 壁

社 建築石材大阪市北区中崎西 2ート3 TEL  06- 313- 6171 

まま 大 阪 城 口 研 究 所 大阪市北区角田町 2- 15 T EL 時 抗 ー7151
オリ タメタ製造ま 式オリエン ｾｊ ｉＭＢｾ ル 尼崎市昭和南通 3- 26

エン ル ル 社オリエンタルカラースーパーメタル
T E L  06- 412- 5131 

近 後電 気工 事 短 大阪市大淀区本庄東 2十 41 T EL 時 375- 6 25 大 阪 硝 子 庖 各 種 硝 子 販売工事 大阪市東区本町 5- 4 T E L  0日 時 刻6

栗 原 工業 短 大阪市北区角田町ト 1東阪急ビ J レ T EL 06引 3- 1101

大 阪 ク ロ ー ド 霊 式 ヰ オ ン 電飾 一般看板 大阪市福島区海老江ト l ト21

社 企 画 設 計 施 工 TEL  06- 45卜1273

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖 大阪市東区北浜 2- 22 T E L ω- 202叩 71 大 阪 断 熱 22 熱絶縁工事 大 阪 市 北 区 与 力 町 刊 丁 目 日5 ト附|
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「 大 阪 モ ダ ニ ズ ム の 桁 帯 」 特 集 協 *

大 塚 オ ー ミ 陶* 22 信楽焼大型美術陶領 大阪市東区豊桂町 10 丁 目 州 ム ツ ミ 産 業 蜂 式 ア ル ミ プ ー ル 大阪市西区靭本町 1- 17- 15 TEL  06- 44 卜0378
書事土アルミサッシ

奥 村 重 兵 衛 袋 内 ・ 外 装 工 事 大阪市北区西天満日ー7 TEL 時 312- 4131
室 谷 商 事 緯 式 大 阪 支l吉 内著書不燃材大阪市北区西天満 2- 6- 8 堂ビル

主社 販売・施工 T E L  06- 364- 2031 

関 西 ペ イ ン 卜 22 塗料金般 大阪市東区伏見町日7 TEL  06- 203- 5531 
山 田 タ ィ 22 大 阪 支 庖 タ イ ル 大阪市西区西本町ト3- 4

KYUJ  EI3 9  -1' )1- 内・外・床タイル TEL  06- 538- 2941 

キ ム ラ 硝 子 建 材 ま式ガラス工事 大阪市東区内平野町子28

社 TEL 06- 94 1-4 181 

ロ ン シ ー ル 工業 株 式 大 阪 支 底 ロ ン リ ウ ム 大阪市淀川区西中島 3- 9- 13

会社 口ンプルーフ TEL  06- 304- 2700 

近 銭 防 水 事 業 協 同 組 合 防 水 工 事 大阪市西成区橘 3- 18- 27 工英社内

TEL  06- 661- 8861 

22 和 中 商 庖 床 材 壁 装 防 水 大阪市大淀区豊崎 5- 8- 11 丁 目

久 保 孝 ペ イ ン ト 22 各種塗床材 大阪市東淀川区西淡路ト! 日

塗料全般 TEL  06- 322- 6271 

ロ y ク ペ イ ン ト 盟 大 阪 営 業 所 建築用制大阪市北区梅岡卜! 大阪駅前第 3 ビル

全般 TEL 06-344-1240 

ままサトーセン装飾合せガラス 大阪市西成区津守 3十 39 TEL 仲 間 ー 1305 学 校 ・ 団 体 ・ 報 道 ・ 出 版 ・ 銀 行 ・ 印 刷 ・ 一 般

三 友 工 業 盟 主 主ttt 間仕切材

大阪市西区南堀江卜 19- 8

去 費 修成 建 設 専 門 学 校 大阪市西淀川区大和田 5- 19- 30 T E L  06- 刷ー 164TEL  06- 532- 3321 

昭 和 ロ ッ ク 22 叡錠 大阪市淀川区野中南会 11- 50 T E L  0  
吹 田; 本建築総合試験所 建築全般に関する 吹田市腹自台 5- 8- 1

絞験・研究 T E L  06- 872- 0391 

鈴 木 タ 業 ま 式 大 阪 支 庖 防 煙 ・ 防 火 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5- 2
シ ャ ツ ー ヱ 社 シャッター TEL  06- 371- 4151 

芸回 日 本 建 築 積 算 協 会 関 西 支 部 大阪市南区鰻谷中之町 62 市川ビル
人

TEL 06- 245- 6645 

練書式 9  センイ床タイル
社 ジマ AC7 口728，35，55 大阪市西区京町堀卜 10- 5 TEL  06- 44 ト5951

検式 日 刊 建 設 新 聞 社 日 刊建段新聞 大阪市東区高麗橋 1- 25 i I i 麗橋ピル

会社
T E L  06- 202- 6861 

田 島 ル ー フ イ ン グ 寝 不 燃 シ ン グ ル 大阪市西区京町堀卜 10- 5 検式日刊建設産業新聞社日割l建蚊産損新聞 大阪市東区淡路町卜 14 八千代ビル

ガムロン防水 T E L  06- 443- 0431 会社
大阪支社臼刊建産速報 TEL 06- 231- 8171 

武 自 薬 品 工 業 22 木材保存御l 大阪市東区道修町会27 TEL  06- 20ト2456
樟式 日刊建設通信新社関西支社日刊建段通偉 大阪市西区京町堀卜6-23 エハラピル

書社 月刊l l H工事の動き TEL 06-444-4451 

22 大 併 殺75F 京都市東山区今熊野池田町村 丁 目7叩 卜 制4 25 新 住宅社「新住宅」出版 大阪市北区中之島村ー25 T E L 山 昨 附 l

大 東 ポ ー リ ン グ 量 産 泉 工 業 所 地質問査 大阪市天王寺区堂ケ芝 2ーか 12

T E L  06- 771- 1362 

去 を 彰国 社 建築図書出版 東京都新宿区坂町 25 T E L ω- 3任 問 l

太 陽 工 業 主 主 主 翼 言 語 主 大阪市淀川区木川東 4- 8- 4 丁 目 印 印65

有 限 柳 々 堂 建築図書専門広 大阪市東区北久宝寺町 4- 27 鴻池ビル

全社
TEL  06- 251 - 8233 

東洋シャッタ- 223: :; 仁ビジョン

大阪市東区両替町ト 12 日生谷町ビル

まま 大 和 銀 行 北 浜 支 庖 大阪市東区北浜 2- 15- 1 TEL 仲 間 ー3551T E L  06- 943- 6571 

東 洋 リ ノ リ ー ム 霊式 カーベ y ト・床材 大阪市東区京橋 1- 7 0 MMピル

ユ 社カーテン・クロス T E L  06- 943- 164 1  

中 央 信 託 銀 行 詰 梅 田 支 庖 大阪市北区梅田 1-2引 00 TEL 06- 343- 2451 

内 外 木 材 工 業 22 鵠 土 芸 具 工 事 大 東 市 街 11 2ー刊 T E L  0720作 2161
ュ ー パ ー サ ル 証 券 練式 大 阪 支J吉 大阪市北区梅田 1- 12- 39 新阪急ピル

一 幸社
T E L  06- 345・6671

日 新 エ 材 25 防水工事 大阪市西区新町卜 12- 23 イサオビル

TEL  06- 541- 3785 
25 研 文 社 大阪市北区堂山町 13- 17 TEL  0  

日 新 工 業 霊 式 大 阪 支 庖 総合防水材料 大阪市西区新町ト 12- 22

社
T E L 06- 533- 3191 

日 本 写 植 印 刷 22 大 阪 市 阿 倍 野 区 阪 南 町 円 叩 TEL 06- 6時 1111

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 防 水 工 事 大阪市西区新町卜 12- 22 日新工業側内

協 同 組 合 関 西 支 部
T E L  06- 533- 3191 

大 阪 エ ス ビ ー 紙 工 練会式 封 筒 大阪市北区東天満 2- 2- 15 第 6 新興ビル

社 フ ァ イ ル TEL06- 353- 6560 

花 豊 造 固 まま 舘 ・施工 京都市下京区大宮通五条下ル丁目7刊 l引 46 ゼ ネ ラ ル 事 務 機 22 諸機 大阪市西区靭本町 3- 2- 7 T E L  06- 441 - 1仰
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長 谷 川 敦 史

最近、コンクリート構造物の耐久性あるいは老

朽化という言葉がマスコミによ って使用される時

代に人 った。とくに鉄筋コンクリート精造物は多

方面に用いられており、その耐久性は長〈維持さ

れなければならない。 しかし、コンクリートも人

間と問機に老化するのは遊けられない事実である 。

そのため既存構造物に対する維持・改修に伴う調

査、自然災害による不慮の事故等による調査が重

要である 。 また、老朽化構造物を診断する場合、

その耐震性能を再検討するため 、耐震診断のため

の資料が必要となることも多い。

これらの調査 診断をするにあたり、現地にお

ける調査として、

①ひび割れ状況の調査

②躯体寸法調査

③西日筋状況調査

④コア採取によるコンクリー卜の圧縮強度調査

⑤コンクリートの中性化深さ測定

⑥鉄筋の腐食状況調査

⑦常時微動、不同 iit 下測定

等の項目があり、項目③~⑥は多少の破壊を伴う

調査である 。 とくに、配筋状況の調査は重要な調

査項目にもかかわらず信頼性に乏しい計測器に頼

ったり、昔日材の一部をはつって( 破嬢して) 調べ

る原始的方法に頼っていた。 そこで非破境的な調

査方法として、放射線 ( X線) 透過試験を利用す

る方法が有効である 。 われわれが一般健康診断で

は、専門技術者により直接スケール等を用いて測

定するため個人差が大きく、また限界があ った。

しかし、新しいコンクリートの X*:泉フィルム ts影

方法( 特許出願中) と最新の画像処理システムを

組み合わせることにより、精度が高〈、人間の限

界を越える計測ができる方法を開発した。

X 線による配筋状況調査の特長を以下にあげる 。

①非破話題的調査方法である。

②鉄筋径・鉄筋位置( かぶり厚さ等) ・配筋ピッチ

が精度良〈計測される。

③調査後の補修を必要としないため、経済的であ

る。

④配筋状況を自で確認できる。

⑤記録・保存性州愛れている。

X 線による配筋状況調査方法の原理

1 枚のフィルムに X 線を 2 方向から照射するこ

とにより、そのフィルムには同じ鉄筋の像が二つ

得られる 。

このフィルムから、 図- 1 中の鉄筋像の径 ( d，) 、

(d2) 、鉄筋像の移動距離 (η) 、基準マーク像の移

動距隊 mが計測でき、また X 線発生装置の移動距

離( 2) 、 X 線発生装置とコンクリー卜表面までの距

離 (e ，) 、フィルムとコンクリート裏面までの距雛

(e 2) は実測できるため、鉄筋のかぶり j平さ ( C) 、

鉄筋径 ( D) 、コンクリートの厚さ ( T) が次式で求

図- 1 鉄筋位置、 径、コンクリート厚さを求める

ための計算図

められる。

①コンクリートの厚さ (T)

受ける胸部レントゲン撮影と原理的には同じ方法 1 - (  e， .  m)  /  e  - e  2  

であり、その他の分野でも広く利用されでいるが、 ②鉄筋中心からコンクリート表面までの

コンクリートに対しではその適用方法の| 摘発が遅 距離 ( K0) 

れていた。 K o = 1n ・( 2，十 T) - e . e2} / (2+ n)  

X 線による内部透視、物体内部の欠陥位置測定 ③鉄筋径 ( D)

等はすでに確立された手法であるが、鉄筋コンク D= { ( d，十d2) /2} .  [ { t，十

リートはその部材厚さが大きいため、従来の方法 (  T - K  0) }  /  e  3J 

をそのまま適用することは困難であった 。 また、 ④かぶり厚さ ( C)

撮影された X 線フィルム像からの計測にあた って

- 構造設計・構造診断

C = K o一( D/ 2)

. 建物の総合調査・診断

X 線フィルムの撮影方法

X 線発生装誼をコ ンク リート表面から距離 (e ，) 

を離し、フィルム位置を動かさずに X 線発生装置

をコンクリート表面に対して平行移動 ( Hu雌)

させ、 2 方向から X 線を照射する方法である 。

使用する装置

使用する X 線発生装訟は、その出力が300kvp .  

5mA で、本体とコントロールボックスで栴成され

ており、重量はそれぞれ38kg、21kgである。

したがって、運搬・取り扱いが比較的容易であ

るため、任意の部材( 壁 ・床 ・4主・梁 ・パルコニ

・日差し・基礎等) の計測が可能である 。

現在の X 線発生装誼では、コンクリートの厚さ

が500mm以下であれば調査可能であるが、それ以上

のj平さを持つ部材の調査は、これからの諜題であ

り、また他の方法による研究 ・開発を待たねばな

らない。( 図- 2参照)

図- 2 梁の配筋調査状況

実際の適用例

床スラプの強度算定のために調査した例が、 図

- 3 である。鉄筋の配筋状況・かぶり J写さ ・鉄筋

径等のほかに設備配管( 配管中の電線の数もわか

る) 、釘も認められる。図 - 3 中の 6 S 2がX 線を2

} j 向から照射した写真であり、その{ 也のフィルム

は、一方向から照射したフィルムである。この 6

S  2 のフィルムから計測した値により床スラプの

配筋状況が推定されている 。 ( 止 号 に つ づ く )

3∞ 辺Q___j一
540 

① 12;  .  9;  ( 別立咽)

図- 3 スラブ配筋

( はせがわ あつし 株式会社側造総合技術研究所伎術部技術A 長)

K K キンキ構造設計 ( 株) 構造総合技術研究所

干 542 大阪市南区谷町 9 - 5  - 28- 206 

T E L  06( 763)  ＵＴＶ ＰＨＡｾ＠ .  F A X  06( 763)  5468 

干 583 大阪府羽曳野市蔵之内626番 地

T E L  0729( 57)  098鋭的 ・F A X 0729( 57) 0169 
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• 」施工材料の頁

1 4 7  

アプレイシブ、ジ、工ツトによ

る鉄筋コンクリートの切断

石 橋 積 治

サンドプラスト法のように流体に研磨材を混合

l噴射すると硬い材料を研磨できる 一方、高速水噴

流を用いると硬岩やコンクリートを切断できるこ

とは周知のとおりである 。 この二つの方法の長所

を生かして新しく開発されたものが、アプレイシ

プジェットと呼ばれる技術であり、以下のような

特長を有している 。

1  ) コンクリートはもちろんのこと、鉄筋コンク

リート、鉄骨鉄筋コンクリートの切断が可能であ

る。

2  ) 直線や幽線等、任意の形状の切断が可能であ

るうえ、作業方向や作業環境( たとえば水中) を

選ばない。

3  ) ノズルの移動速度等を調書きすることにより、

切断深さを任意に変えることができる 。

4) 切断面以外の部分を傷めない。

5) 切断時に粉じんが発生せず、かっ無振動であ

る。火花の発生がないので火災の恐れもない。

6  ) ノズルは小型、小反力であり、 rlffl由化、述隔

操作化が容易である 。

アプレ イシプジェ y トの基本的構成を 図ー 1 に

示す。技術的には図ー l のノズル部詳細に示す混

合室内で、高圧研磨材をいかに効率よく添加 ・混

入し集中嶋射するかということがポイン卜であり、

この添加 ・混入技術に各社のノウハウがあり、切

断能力に差がでてくる 。当社は水噴流に関し 20数

年の研究実絞を有しており、この技術的苦手積に基

づいて独自のアプレイシプジェット工法( ヵj 式ア

高圧ポンプ

研磨材 高圧ホース

水ノズル l  

高圧水 苦言ヲII -n
l

レイシブ

一 』 ・昆古車ー一一
ノルズ

ノズル部詳細

図ー 1 アプレイシブジェッ卜の構成

プレイシプジェット) を自社開発した。

以下にその主な適用例を紹介する 。

各種材料の切断例

写真一 1 は実寸法の R C梁、 S R C梁、 R C位、

S R C位、 R C スラプ、デ ッキプレート付スラプ、

S F R C壁、 H鋼、配管をヵ] 式アプレイ シプジェ

ッ 卜で切断した例である 。この試験体は長さ 2.5m、

幅1 . 4m、出さ1 . 4 mであり、鉄筋は世 22mm、H鋼

はH - 300X150X6.  5 X  9 であ る。

切 断j裂さは最大1 . 5 mまで可能であり、 写真一 2

に示すごとく任意の深さにコントロールすること

ができる 。 また写真一 3 のような複雑な形状の切

断も可能であり、写真一 4 のごとく鉄筋を残して

コンクリートだけを切断することもできる 。

写真一 1 各種材料の切断伊j

写真一 2 マスコンクリートの切断例

写真一 4 鉄筋を残した切断例

青函トンネル工事への適用例

本例は青函トンネル工事において、本坑と誘導

路坑を結ぶ連絡誘導路坑取付部の貌工コンクリー

卜の関口あけ (21箇所) に適用したものである 。

本例では写真 5 に示すごとく、切断ノズルを

マニュ ヒ。ュ レーターに俗載し、I < I ! 隔操作化を lヌ! っ

た。( 写真一 6 参照)

写真一 6 向上完了後の切断状況

集合住宅のリフォーム解体工事への適用例

本例は手狭になった社宅の 2戸を併せて 1 戸に

改造し、 1 戸当たりの面積を広げるリフォーム工

事において、戸境の R C壁に関口をあける工事に

適用されたものである ( 写真一 7 、 8 ) 。

写真一 H

向上切断片の織

出機

近年マ ンシ ョンや病院、ホテル 、銀行等、営業

しながらリフォーム工事を行うケースが栂えつつ

あるが、こうした場合、在来の工法では騒音、振

動、粉じん等の問題がある 。本システムは リフォ

ーム用に開発されたもので、装置の軽盆小型化( 人

力で持ち運べる ) 、スラリーの完全回収( 一滴も床

にこぼさない) 、低騒音化( クーラーの音なみの静

かさ) 、集中時IJ ! 卸化( ワンマンコントロール) に重

点を置いて開発した。
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ガスによるコージ、ェネの

現状と発電機システムの

パック化

藤 野 耕 一

ガスによるコージェネレーションの現状

コージェネ パ ック(200kw)外観

コージェネレーション( 以下、コージェネと聞各

記) がわが国に本格的に導入されたのは、 2 度の

石油危機を経験した後の昭和55年頃からである 。

それ以降、昭和61年12月末までに設置されたガス

によるコー ジェネの件数および発電容量の推移を

図ー 1 に示す。

設丘件数、設置台数 1; 1 : . ガスエンジン発電機が多

いが、発m機容量はガスターピン発電機が多くな

っている 。 これを年次別積算推移で見ると昭和 55

年より年々必実に附加しており、とくに昭和61年

は設誼件数、発電機容量とも急激な I首加を示し、

ガスエンジンコージェネで、件数が対前年比170%、

74件、発電機容盆が対前年比300%、14 ，455kwに

な っている 。 またガスタービンコージェネも産業

用や地域冷暖房用で使用され、発電容量が対前年

比 826%、20 ，480kwになっている 。件数当たりの

平均発電容量も年々大きくなり、導入当初はテス

ト的、デモンストレーション的要紫が強く、小規

模 容 凪 ( 50kw未満) のものが多かったが、最近で

I;I:.l OOkw- 500kwの中容量システムが増加する傾

向にある 。 とくにガスエンジンコージェネについ

94  極集 と社会 / 1987年 3 月号

80  

積

算

件

数

35  

4置

30  

算 25

ｾ柄

骨

20  

(M W)  

亡コ都市ガス ガスエンジン _ L P G  ガスエンジン C 2 J 都市ガス ・ガストピン

図- 1 ガスによるコー ジェネ レー ションの年次別積算推移

ては、上記の傾向が強〈、各建物の熱需要に合わ の是非が決定される 。

せて多種多織に排熱を利用し、とくに排熱から温 そこでこのイニ シャルコストを低減することが

水やぷ気を取り出し、吸収式冷凍機による冷房も コー ジェネ普及の大きな鎚とな っている 。

行う高度なシステムが附加している 。 この例とし 現在コー ジェネのイニ シT ルコストは、市販の

で、去年大阪ガス闘のエリア内で稼動した松下興 冷凍機や発電機に比べて著しく生産台数が少ない

II 附ツイ ン21 ピル (726k wX 3 基) や、当社の I CC ために書IJ 高にな っていると思われる 。1量産効果が

ピル( コンピューターセンター 1，100kwX 3 基) 山 ないのは、導入初期の商品について震えること

などがあげられる 。 であるが、この試練を乗り越えてイニ シャルコス

また昭和6 l i l の 5 月29 日には、通産省より“ 系 卜の低減を図ることが急務である 。コスト低減の

統連系技術婆件ガイドライン" や、それに伴う業 ためには、パ ッケージ化による設備コストの合政

務用予備電力制度が示され、コー ジェネ設備と商 化や標準化などにより、機種を限定して量産効果

問屯源とのパララン運転が可能にな った。 このこ を出し、コストダウンを図ることが考えられる 。

とにより発電需婆と熱需裂を効率的にバランスさ コージ ェネが広く普及している西ドイツにおい

ては、ガスエンジン発電機システムの 86kwと230

k wの二つの出力に集中して システムを製作し、そ

の効采をあげ、コージェネが広〈普及した 一 因に

あげられている 。

そこで、大阪ガス鮒と西芝電機仰と共同開発し

た200k I V のガスエンジン発電機システムパ ック( コ

ー ジェネパ ;1 7) についで、簡単に紹介する 。

コー ジェ ネパ y ク開発の目的は、つぎの 3 点 で

ある 。

①イニシャルコストの低減化

，--寸
i __ _ _ j 発電機シス子ムμ 勺 ウ引(コト- ジ工 ネ和 勺 ヲ引)  

図- 2 3 準フロ ー

せる、より 一廓のぞiエネルギーシステムが可能に

なった。

ガスによる発電システムのパックイt

コージェネを計画する場合、経済性を験討する

必要がある 。 コー ジェオ、滋入によ ってランニング

コストを年間l どの程度低減することができるかを

検討し、同時にコー ジェ ネ設備が従来方式に比べ

てどの程度イニ シャルコストが噌加するかを算出

する必要がある 。 この相関によりコー ジェネ導入



とくにコストウェイ卜の高いガスエンジンについ テリーより構成され、機種も 表 ー 1 に示すように、 表ー 2 ヒートバラ ンス表

て、量産性が高く、 k w当たりのコストが安い機 屋内オープンタイプと屋内防音キューピクルタイ

種を選定し、パ y クとしてのロ ッドメ リ y 卜によ

り、コストを低減。

②エンジニアリングコストの省力化

按雑なコージェネシステムをパ y ク化することに

より、省力化とエンジニアリングコストを低減。

①納期の短縮と安定性の向上

プ、屋外防音キューピクルタイプの 3機種になっ

ている。また発電機も同期、誘導の 2 種が適用で

き、低圧用、高圧用もあり、商用電源との並列運

転も可能である。

排熱は、 87 . 5"(; 、42m' / hの温水で取り出され、

熱交換器や温水吸収式冷凍機により給湯、暖房、

標準化することにより納期を短縮し、量産化によ 冷房等に使用される。

り汎用性を I留し、システムの安定性を図る。 このコージェネパックのヒートバランスは、 表

このコージェネパ ックの概要は、 図ー 2 の標準 ー 2 、図 - 3 に示すように、効率が発電機出力で

フローに示すように、ガスエンジン、発電機、マ

フラーイ寸き排ガス熱交換器、発電機盤およひ' パッ

表 ー 1 機 器 構 成 表

31. 3 %、ジャケット水熱量で31 . 4 %、ガス/ 水熱

交換器回収熱量で 1 9 . 5 %となり、総合熱効率は、

屋内オーブンタイプ

庭内防音キューピクルタイプ 屋外防音キューピクルタイプ

(85dB )  (75dB )  

低 圧

日国語 ほ画 白圃
同

220V ( 440V)  

単 独 給 電

期

低 圧

発 220V ( 440V)  

電

商用並列給電

煙車田 ほ園田 日面白
機

高 庄

6，600V (3，300V )  

商用並列給1 l !

誘

低 圧

国主田 白面白 白面白

220V ( 440V)  

導

商用並列給電

発

電
高 圧

L  :  4. Z犯 L ・5. m L  :  5.S!泊

機

6，600V (3 ，300V)  
W:  1.500 W: 1. 血氾 W:  1，000 

商用並列給電

H  :  2，640 H  :  3，αlO H  :  3.α m 

5.3∞kg 7α lOkg 7.300kg 

※  L  : : 長さ 、W: I隔、 H: 高 さ 単 位 mm

No 内
伝が子で・

空基 量 %  

l  入 熱 盆 550，∞Okca l/ h 100 %  

2  回 収 熱 盆 452， 100kca l/ h  82. 2% 

発電機出力 172 ，000kca l/ h  31 .3 %  

ジャケット水熱量 173 ，OOOkca l/ h  31. 4 %  

ガス/ 本熱交換器回収熱量 107 ，l OOkca l/ h  19. 5% 

気

侃

M

T

1

 

+

釘

内

ど

電力

172，0∞kcal /h 

1  r  G  en ¥ .  

一' ¥2∞k wf 可

混水( i 璽)

ω℃ 

図- 3 ヒートバランスフロー

8 2 . 2 %になる。

以上、ガスによるコージェ耳、の現状と発電機シ

ステムパ γ クＨコージェネノｾ ';1 ク : 200k吋につい

て車召介したが、コージェネノｾ ';1 クについては 、今

後異なった機種を逐次開発する予定である。コー

ジェネ普及促進のためには、 パック 化した低価格

商品のシリーズ化がぜひ必要と考えている。

(ふじの こういち 大阪ガス株式会社開営業部T内

推進チーム謀長 ノ

企画: 日本建築協玄

… … 建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなかったこと，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例・原因・対策から，その解説・ヒントまで一一

Mfl f の設備や技術ゆえに起こるトラブルから，いつも失敗をしながら明確な解決策が出きれな

かったトラフルまで，現場サイドの技術や知識に裏付けられた，笑際に起こった事例とその対

策の数々ー 卜 y フレベルの校術者たちの知識と勇気を結集してまとめた. 空調設備や衛生設備

でフdlle しないためのブiil 、や技術をすべて盛り込んだ，画期的なトラブル解消のトラの巻である

空調設備の |衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・ 224頁・定価 1800円 建 築 設 備 ト ラ ブ、ル 研 究 会 著

・内容概略

l  熱特性にまつわるトラブル

2  梁と k n遊スヘースにまつわるトラブル

3  シャフトまわりのトラブル

4  ガラリまわりのトラフル

5  J長 1. .  J ，; 外設ill 機絡まわりのトラフル

6  !空調機械?i くまわりのトラブル

7  J，';" 苧・|人lのトラブル

〈目録進呈〉

四六・ 224頁・定価1800円 建 築 設 備 ト ラ ブ ル 研 究 会 著

・内容概略

l  地<1' 田lょにまつわるトラブル

2  シャフト ・墜. l1 j ! 所にまつわるトラブル

3  浴ｾ ・ 外援にまつわる トラブル

4  地卜 ・J-t': 1にまつわるトラブル

5  腐食にまつわるトラブル

6  給水・給湯にまつわるトラブル

7  排水にまつわるトラブル

干600 J;Olll 'dj '卜');(1ズ木i輩出橋通関制 i院東入

T  E  L  075 (343)  0  8  I  1  

;  
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日本建築協会

月間の動き

昭和62年 1 月分

理 事

. 6.  

-z:r: 

常任理事会

28日 4 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か16名

議事 (1) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

(2) 建築士のための定期講習会後援の件

(3)  創立70周年記念事業の件

(4)  昭和62年度収支予算原案の検討

(5)  入退会者承認の件

(6) 報告事項

編 集 委 員
. 6.  

-z:r: 

「創 立70周年記念号」年表作成分科会

12日 6 時 - 9 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 安田孝氏、石田潤一郎氏、田中幹事ほか4名

議 事 昭 和62年 3 月号「創立70周年記念号」 “ 最近20

年間の年表" 作成

第10回作品作風小委員会

14日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 餓 室

出席者 寺本副委員長ほか 5 名

議事 (1)  最近の掲載状況報告

(2) 新建築調査表の選定

(3)  作品頁レイアウトについて

(4)  r Gall erYJ 内容報告と今後の検討

(5) 作品作風探訪

第10回編集委員会

16日 4 時 - 5 時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 2 名

議事 (1)  2 月号「腐食」特集報告

(2) 3 月号「創立70周年記念号」経過報告

向精進特集「保管・貯蔵施設」の報告

(3) r東海支部」特集報告

(4) 4 月号施工材料特集「室内の仕上床」の報告

(5) 5 月号以降の特集企画

(6)  来年度編集委員会の構成の件

(7)  収支状況報告

(8) そのほか

委員会終了後乾杯

「官公庁営車種と行政建築家」特集第 5 回幹事会

19日 5 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 I首榊I幹事ほか 7 名

議 事 「官公庁営織と行政建築家」特集編集企画

第 5 図書評委員会

21 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 織 釜

出 席 者 伊 藤 委 員 ほ か 3 名

議 事 (1)  r容 評I 私が読んだ本 J r 新刊寸評」企画

(2) 来年度委員会 ・紙面内容のあり方

第 9 回投稿欄小委員会

22日 4 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 村 委 員 ほ か I 名

機 事 (1) 読者の頁について

(2) アンケートについて

(3) r大先輩に聞く J r この人」の企画

96 建 築 と 社 会 / 1987年 3 月号

(4) 舎評頁「新刊寸評」に ついて

第 10回広告企画小委員会

27日 4 時 - 5 時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 弁 上 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 2 月号「腐食」持! ! ¥広告経過報告

(2) 3 月号「日本建築協会創立70周年記念号」 ・

「東海支部」特集 「保管 ・貯蔵施設 J 特集広

告経過報告

(3) 4 月号「室内の仕上床」特集広告企画

(4) 別冊「関西の昭和生まれの建築家ー設計者

のプロフィー Jレ」誌収支計画報告

(5) 収支状況報告

第 13回 「設計者のプロフィール」幹事会

29日 6 時 - 8時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か10名

議 事 (1)  r設計者のプロフィ ール」臨時嶋刊号企画

(2)  表紙、マップ、年表、ポスター( 販売) のレ

イアウト

(3) 問号発行記念イベント企画

事 業 委 員
. 6.  

-z:r: 

出 席 者 佐 々 木 副 委 員 長 ほ か 4 名

議事 次年度の建築工事実務講沼会ならびにテキス

トの内容

出 版 委
. 6.  

-z:r: 

若い会員の集し、小委員会

13日 6 時半 - 9 時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 石 川 副 委 員 長 ほ か 7 名

殺 事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2)  r みどり学習会」実路報告

(3)  rj 閤展の企画」実路報告

(4)  第 4 回以降の企画

(5) 本 会創立70周年記念事業の企画

(6) 次年度委員の編成

第 7 固広報小委員会

14日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 原 兄 副 委fl 長ほか 7 名

議事 (1) 前回事業委員会の報告

(2)  rし V ディスク利用の企画( 第1回、第2回)J

実施報告

(3) 第 4 回以降の企画

(4)  次年度委員の編成

第 6 回見学会小委員会

16日 6 時 - 7 H幸 於 本 会 会 議 室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 9 名

殺事 (1)  前回事業委員会の報告

(2)  茶室見学会「奈良 ・八窓庵」実施報告

(3)  r大阪府立体育会館」見学会

(4)  rベル・パークシティ」見学会

(5)  3 月以降の見学企画

(6)  次 年 度 委 只 の 編 成

見学会共催打合会

21 日 l 時 半 - 2 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 本 会 ほ か 事 務 局 4 名

議 事 「ベ J レ・パークシティ」見学会参加申込者の翻整

第 6 回事業委員会

22日 12時半 - 2 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 鶴 田 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 各小委員会の事業報告並びに事業企画

(2) 本会創立70周年記念事業

(3) 次年度事業委員の編成

若い会員の集い分科会

27日 6 時半 - 9 時15分

出 席 者 松 限 主 査 ほ か 2 名

議事 「東孝光氏の縫演会J の企画

若い会員の集い分科会

29日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 松 本 主 査 ほ か 2 名

議事 ra江寛氏の個展」企画

於 本 会 会 議 室

教 育 委 員
. 6.  

-z:r: 

員

20日 511寺- 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 須賀委 fl 長ほか 6 名、学芸出版社

議事 (1) 選t ! _ . ' < : とプロのノウハウの経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

建 材 委 員

. 6.  

-z:r: 

講習会小委員会幹事会・建築工事実務講習会講師、

小委員会幹事打合せ会

19 日 6 時 - 8 1時 於 本 会 会 議 室

22日 3 時半 - 5 時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 田 委 只 長 ほ か10名

材料説明 r フィールド G R  C J 担当 ・長織委員

議事 今後の検討主主将

創 立 70 周 年 記 念 事 業

第 2 回日本建築協会賞協議会

13日 4 時- 5 時半 於 大 阪 グ ラ ノ ド ホ テ ル

出席省 東畑選考委員長ほか 7 名

殺事 (1)  推せん及び自せん状況の報告

(2)  日本建築協会貨の方向づけ

総務委員会、式典・表彰小委員会

20日 411寺- 5 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 三品小委員長ほか 4 名

議事( 1) 被表彰者の確認並びに記念品の選定その他

(2) 式典などの広報について

講演・祝賀会小委員会

22日 2 時 - 31時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 酒 井 委 員 ほ か l 名

議 事 講 演 ・祝賀会の準備について

第 1団事業・編集合同企画幹事会

23日 6 時 - 8 時半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 石 川 主 査 ほ か 5 名

議事 「主主築と社会」臨時I世刊号「関西の昭平[ J 生まれの

建築家ー設計者のプロフィー J レ」出版記念引業

の企画

「建築と社会」昭和62年 3 月号 「創立70周年記念号」周

座談会

28日 1時半 - 3 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 点畑謙三氏、白石登喜男氏

司会: 足立孝氏

テ ー ? r大正昭和初期の世相と建築」

総務委員会

28日 3時 - 4 時 於 本 会 会 議 室

出席者 市川委只長ほか 6 名

議 事 ( 1) 式典 表彰小委員会の報告

(2) 鵡j寅・祝賀会小委員会の報告

新 年 交 干し
ム

冨

5 日 21時- 3 時

出席者 662名

於 コクサイホテ Jレ

建 築 ク ラ ブ 新 年 会

13日 6 時- 7 時 於 大 阪 グ ラ ンドホテル

出席者 66名

1 月 の 入 会 者 ( 敏嗣品)

〔団体会貝 1 社〕

側構造総合技術研究所

〔個人会員 4 名〕

瀬 藤 良 M ! . ( 安井建築設計事務所)

高 野 考 二 郎 ( コーナン建設)

武 田 J l IJ 日月( 武悶述築設計事務所)

八 木 勝 (Jl I*奇製鉄)



dゑ編集後記メモ

木 子 七 自11 光 安 梶 之 助 設 幾 貞 雄

本 野 粉 吾 瀬 戸 文 吾 日 高 併

圃創刊号( 関西建築協会雑誌と称していた) の「発

刊の辞」にも、「此の進展期に際し、最士舎を指導す

る大抱負の下に、我が園建築界の堅実なる後展を

期し、科学的に組織ある文明的都市の建設を計る

べき急婆の時期たるを覚悟し、以て終に鳴らんと

する目先鎖第一 の金鋼杵たらんと欲す、蓋し、其の

事や大にして其の貨や亦重しと云はざるべからず。

… 従来孜が図一般に拾いてI l l II まざりし都市建築

の拘束改良、家屋政策、其の他文明的施設の刻下

急婆の問題にして荷くも建築に関連せるものは、

凡で之が研究調査をなし、之を枇舎に綾表して啓

蒙の位置に立たんと期す。」とその精神をのべられ

ています。

会総名も大正 8 年には「日本建築協会雑誌」と

なりましたが、すぐ翌年の大正 9 年 1 月号より文

字通り、社会との接触を深めるために「建築と社

会」と改組され、今日に至 っているものです。創

刊以来、この 3 月号で 780 号に途しました 。 まさ

に関西の建築界の歴史を知る上での質重な財産と

いえると思います。

て一致l凶結嫌 って以て枇- r r を指滋すべ き剛体の組

織はな従， ｴｾ ならんや 。

機運は白から来る 。 1 1 . し天窓なるなからんや閥

西の建築家は東風吹く丁己の二 月以来響に熔ずる

琴線の如く今更らに過去を顧みて前途の綾展を期

するに一致せり、斯界是より多事ならざるを得ず、

斯くして吾閥西建築協舎は槽花笑まんとする 三 月

下旬脈々の野を奉 ぐるに至る 。

*  

(松井記)
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石 田 信 夫

原 田 俊 俊

徳 永 臓

器 J虫 12

金 刺 森 太 郎

田 中 鐙 輔

j皮 江 悌 夫

牛 村 喜 勇

松 本 民 象

藤 井 原 二

佐 藤 四 郎

池 田

伊 部 貞 吉

長 谷 部 鋭 吉

小 笠 原 鈎

葛里f ｾ士 一 郎

田 中 大 作

家 兵 厳

村 井 三 吾

吉 木 久 吉

舟 橋 喜 一

佐 藤 彰 美

. 本号は、わが日本建築協会創立70周年の記念号

として企画しました。建築協会の歴史等について

は、昭和142年 3 月号の f 50周年記念号」に詳述さ

れていますので、今回は、その後の20年間のf t J J き

を中心に、アンケート記事や年表を編集し、合わ

せて大阪の近代建築のモダニズム変容の70年につ

いての記念論文を収録しました。座談会について

も、協会の歴史よりもむしろ、建築についての自

分史を中心に、白石、" * 畑両先生に大正・昭和初

期のあり械を諮っていただきました。 なお、大阪

の名建築といわれる大正 6 年以降の近代建築を 20

数点選んでそのディテールをカラーグラビアに収

めました。 これは、当初口頭に入れる予定でした

が、写真の合わせ自の関係上、別冊 ( 附録) とし

て添付しました。

・創立70周年ということで、本年はいろいろと記

念行事が挙行されますが、そのひとつの大きな往

として、巻頭の会長のことばにもありますように、

「日本建築協会1 1 : ・ J (第 l 回) が決まりました 。今

後、この70周年を契機にして、協会の発展や誌面

の充実を期したいものであります。

・ それにしても、日本建築協会の創立当初の大正

6 年( 関西建築協会と称していた 。大正 8 年より

日本建築協会と改称) の会誌をひもといてみます

と、その結成の機運が壮大なものだったことがう

かがわれます。 このことは50周年記念号にものせ

ましたが、その後の読者の参考に供するため、少

し長くなりますが、設立の動向を創刊号より引用

してみます。

住集と社会/ 1987年 3 月号 9 7

、rt いいむそξ

吉川之、. I i ｾ＠

ー'ー、ず、"......、ー-

*  

吾建築界の趨勢亦一層の努力を婆す。一言以て

之れを掩へば「混沌たりf .6明治型代の建築' N は所

説過渡期として活動したるもの汲々乎として泰西

建築術の輸入 l且l暗に努力したるのH寺機也、今や鋒

去はー樽しっ、ある也凪特しつ、ある也否急側しつ

、ある也さはれ大勢の自若向に. f ' 111艮しつ、あるの識

者を除いては多くは無孜無中也只管過去の「スケ

ール」を以て現在を測らんとすIItt 是明治後期のl順

潮に舟を放でる也而して舟1 ' 1-'のt';i 失多くは夕、を wli

いて太平を説 く。

閥西の主l ! 築家は多 くは駄目民間fサの水夫と異なる

なかりしやも知れず、世に「打てば響く」の話に

反: 理ありとせば日日間の述築家はまrに太平の春少を

鴛かされて醒めたる也* のi ' jf を洗ふ波は丙のf告を

も打つ- ;，皮起りで泌波f半ふとかや、汎んや舟中の

水夫をや。

醒めたるものは佼らざる べ からず、大正の建築

界の前途之を如何にすべき乎、知らず建築家は II

己のために建築を建てっ、満足すべ きか否乎、建

築家はあまりに巴前の事務に峨々 と して自技的小

天地に飼町しつ、あるにあらざるなき乎、今須ら

く限界を大にして釘社曾的に活路を求むるｾなき

ゃ否や進んでは圏民を指導して園家的建築の雄投

に努力すべきに非ざるか、斯くしで建築家は自( 聞

を離れて批舎と按鯖し園民と同化して以て大正の

建築を建設するの急務を認めずや、果して然らぱ

同志の糾合を採り意思を疏通して各自の小殺を拾



テトカッパー防水

• | 切水専業の研究純験から生れたすくない資源の， マ- 7 ェクトな| 幼水 l併で す.

この ｾＩｪ 水 府 は Ｈ 一層 防水Ｉ 地工するだけで、防水はプ己惣て Ｇ す Ｎ

弘 ｬ 変変化にや ｬＧ びがなく、柔軟性に ｷ み、耐殿、画 ｦ 司 ｾｉｈｉ 性に慣れ、腐蝕しません Ｎ

カッパー防水帯

コー" ー タイト

オクロン防水帯

新工法

プ レノテクト 吹付工法

奥山化工業株式舎示i
本 社東京郁中央区銀座8- ' - 9

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ーー 一ー一一 一 ・・ 『 ・・・ 選議
大阪司匹暗所 大匝市詑川区東三国6- 1- 41

崎亙嘗寝所 埼玉県禍川市東1- 3- 却

電話03 (571)  2703 

電話師 (391) 108J - 2 

電話0' 87(7' )28・5-6

電話0' 62 (21 )  1761 

電話052 (811 )  36曲

電話回52 ( '7) 却 砧

一 . .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  
マ マ . .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 一 一

厚木出鋼所 神務川県厚木市生邸 259
・・・ ・・・・ ・・ ・・ ・ ・・ーー今 一一一 ーャ ー. .  .  .  
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一一一 ーー ー. ・・ .  .  ・・・ ・ . .  .  .  .  .ーー ーー. .  .  ーョーーー . .  .  .  .  .  .  .  ーーー ー一一
・・ ・・・ ・・ ・・ ・・・・・・ーーー 一一 一一一一ー ・ ・・・ .  一一 一 ーー・. ・・ .

. お申込次第カタログ進呈

名古岨盛蝿両 名古座布術区苦広町33

九州出彊所 佐賀県佐賀郡諸富町大字締富由・50

- 防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

- 軽量シャッター

・クリスタ J レシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム 鈴 木 川 ツ 炉 工 耕 式 鋭;522是正1511;jil lj |  

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッター株式会社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1ー 12 日生ピル 含 (943) 6571代 表

東京・横浜・盛岡 ・仙台・水戸 ・静 岡 ・岡崎 ・名古屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神戸 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 他全 国 主 要 都 市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ お朝日Z 葉 稔

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25司 7 電話 ( 434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 ・58・59 電話 (302) 2 2  7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 園 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・鯵岡・ 京 都 ・神 戸

震災羽汚禁処毒設計施工

φ 知 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪 372局7151( 代 )

京都市東山区大和大 路正 面 上 ル 電 話 京 都 561 局4944 ( 代 )

神 戸 市中 央区 下山手 通 6 - 2 - 8 1宣言舌神戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・衛 生 ・防 災 ・ 産業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・mヲイヲシ械式会社

志庫大阪制土 〒550 ) < 阪市西区江戸堀 1l'口9再生25日 電 話 (06)441-8231

東 京 本 社 〒 104 J l ( 車邸中央区銀腹21'口 2l1' 1Hi 1ll 16(03) 535・5251

宣 社 名古屋・福間

支 底 札 幌 ・ 仙 台 ・ 新世1- ) <-' : 0; - 千錯 1揖 浜 金 沢 神μ - 1<埋・ I岡山・広島ー

高 松 熊 本

営 揖 所 帯広 函 館 。舟森・扶旧 ・ 盛 問 ・iliJ 憎 長 野 ・ 静岡1- 盟 問 抑 留山・

福井，; ! r . I I 徳山松山 『 明 知 ・ 北 九 州 鹿 児 島 邦 制

出 張 所 組 111 ・福島 怯 江 b ! 島 長 崎 ・山 崎

海 外 宝 庫 ンンガポール ・ホンコン・スリラノカ

妓 術 研 究 所 〒354 埼 玉 県 人間m三万町k 下 北 永 井390排 地 電!&(0492)58-1511

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和段傭 ・その他管工事一切の般計. . 工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町2-6- 2 ( 日本ビル)

電路 03- ( 270) ー741 1(伺

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041(的

支 庖 札 幌 ・岡山

営 業 所 仙台・千葉・機浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・倉敷 ・松山 ・宇都宮・静岡・苫小牧

'1! ｾ｜＠ ￠Ｑ ｾｊ＠ 手口 2主 1r.持

給 排 水 ・衛 生 水 i u

1ll : ; . ， 設 備

I肝 房

⑧ ;::iii 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 清 ー 二

取締役大阪支庖長 堀 亀久治

大阪市東区北浜 2 丁円 2 2 1ft!也 m .lli 犬阪 (202) 代表3071

本 /.!f 点，;r . u比 谷 ー三日ピル

支 /.有 名古l:li -J L州 北 海 道 中国 ー東北北陸・四国・ シノガポール

業 所 償浜 市手間 m刊 ・ 岡 山 金 沢 新潟 香 港

空 気 調 和 設 備 二

衛 生 設 備d 計 施 工

φ 三建設備工業株ま曾社

大阪支l苫 大 阪 市 北 区 紅 侮匝T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 点京都中央区日本紙蝋殺町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

。棒式会社三発空調

本 社大阪市点区城見ツイン 21 Ml Dタ ワ ー 電 話 06- 949ー1371

*J;r 本底 東京郎新宿区西新m 新宿住友ピル 電話 03- 344ー1911

大阪本応 大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371

支 山 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 需 10 勾 電 話0222- 61ー3002

名古屋市中村区名駅，i oi 2T 目14醤19号 電話052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 1 r 円 2 番22 号 電話082- 247- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 需22 号 電話092- 761 - 3795

出 減 所 札幌・青森欣凶盛問・字郎官 ・千議・川崎・繍浜 ・富山 ・福井 ・

京都1・神戸 総 江 市 総 ・下関熊本・瓜児島 -i'l' 尉n

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

，ｾ＠ よりよき環境へ欄て銚む一一 一

- 株式会社意書仇膏

副防 '・・.. _..・

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 (オートセンターピル1.2陪)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メノテナンス節 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

鄭便番号102 電話 東京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

重量新日本空調株式会社

大 阪 支 広 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本 社東京都中央区日本僑本石町4-2( 三井第二号IJ 館)

包 括 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 純 ・ 東 海 村 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  

丸

。; 要望?壬j警捗見舎fさ

99 



設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工事

ー逮
社

ム一

A
式電陽朝

士

本 社 .k阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日 ピル T E L 大阪06 (385) 1361  (代}

大阪営難所 T EL  J:. 阪06(385)1361(11:) 京都営業所 T EL  ｬｾＺ Ｏｩｉｉ ＰＷＵＨＳ Ｑ ＱＱＱＸＵＨ ｦｴ＠

東京営難所 T E L '駐車03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T EL 福岡ω2( 771 6  1  6  8  

世本Ul  代 表 取 締 役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取 締 役 社 長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東 区 高純綿五丁目 二 八百 ｾｪ 血 電話大阪 (202) 0325- 9  1s: 

本 社 東 京 郎 千 代 間 区 西 神 間 1 丁 目 4 1s: 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 出 張 所 全国主要郎市2 ヶ所

キ土

l苔

本

支

出 張 所

三 室 電 機 械 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干 530 k 阪 市 北 1><: 阿 疋満 2 - 6 - 8 ( 堂 ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

〒105 JI( 山 間h唇1><: '庁142 16( ニ ュ ー 桁 14 ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

〒462 1月 山 川 市 北 1><: 世 城 : r  11 12  - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

干657 神 ド rl ll ll l変幻 川 中 町 1 2- 9(エピスピル) T E L  078(881)  55 7  1  

限りなきクリーンに銚戦する Ｎ ｾｉ

電 気 位 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・冷趨房位。帽

給 排 水 衛 生 段 傭 ・富十銭申1)御 般 傭 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 筏 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 渇

政 E十 施 工

&  

本 社

車 京 宣 底

名 古 屋 主 底

神 戸 主 庖

一 一誠実と技術でお応えする一 一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 ) I ;

制 も/ 〒悶大臣市幅島区掴血7 T1322- 8 ＮＮ ｾ側 担ー ＱＱＵＱ (大代)

車市/ 〒1! l i 軍軍幅増直芝2丁目 2- 17.. 但3)4臼-7311 (大代}

・岨蝿工事 ・プラント工事

ピル電量JI! 蝿工事 空 関 工 事 ・情帽システム工事

工唖竃M 蝿工事 輯揖水高生工 事 先缶造システム I "

防崎電量睡咽工事 符揖 配曹 工事 C A T Vシステム工，

肘 甚 工 事 消防車盤世情工事 書咽アンテナ量圃工事

住友電設株式会社

恒雪 .臨:

電気・計装・空調工事設計施工

A  �ｾ ト回気工ＺＺ，［Ｚ［［二戸 ｊ レヲ融到 Ｘｦｴ

本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

T E L  06- 364  - 3 0 5 6  (代)

!.RJ;r . 神 戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 苫 小 牧 ・浜 絵 ・滋 賀

!;r 1i! 1. 白 砂 - 三 係i . o&i 山 ・松 山 ・新 居 浜 ・福 岡 ・沖 縄

永 造

丁 目 l

山取 締 役 社 長

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 底
11¥: 3 乃

社本

支! 主

事 業 所

帯 ' 550 大阪市附l旦 凶本 田r 1 ー 13 - 3 3

路 大 阪 06(532) 代0461 e 5 5 0  

天 埋 市 丹 波 市 新 聞T 50 

キ土本

BoardふSlate

1........"';vtfOI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー; ; : ，
晶 画 面 温 圃 圃 圃 圃 圃 圃 I  

ｾ Ｎ Ｎ＠ .  ＮＧ ＧＧＢ司， ＢＢＢ弓ドｾ里Ｍ険話冒・Ｎ，

].  I  "  ｾ， Ｇ ｉ＠ Ｂ・ｾＮＮｬｩ、Ｎｲ，＼幸ｾ
"，.. ;.; ，1  ｲＺ［ ・ 。 山、も， ｾ ＧＮ

B防省d 巴 .. ｾ＠ .. Ｇｾ Ｇ＠ 1:. '，"'A 

Standard 

天理営業所

フ タ バ 工 業

あ ア

勺 ・T 叩

ゆ こ. さ

車二L t
椴 ζ - i 量 ク

工.liL 区 ス

尋 ｾ ｩｴ 亘 書五五
の 唱不 全 六 六

11式E 7 7

JZ会主菌室

社 三一四
百 号 六 五

工

富士造園土木詰

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  (笠ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 塀 ・滋 賀

計 施
=1¥. 
百又園

⑧ 

、tf::

:lE. 

模型製作 l  

{ I  ff 干英明・アクリル校11q 製作目

干665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 050H内

宮岡建築模型製作所

干 103 可lIlIHRImリ[11バg l 、ifAl JWlC.e.._
，江! f. WI IJClIjl illti1i1ilド^ X 10316697565 
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繭

斗

ｾ ＡｊＧＧＧＧ ｬｬＧ ＢＡ 広 務 事 目 軒宿 区 西岡 市2-6- 1 u03-. 344 1  B引 大 代 大師湾民社 。 Qb. 448' J b03  H:. 

大 冊 支社 智 治 a唱 団51 f t  名 畜 壇 玉 庖 官 052 .211 15あ 代 中 国 宜 庖 雪 国 2- ＮＲ Ｔ ＷＭＵｾ Ｔ Ｑ＠

九州支品 管 明 431 .2147 代 2 ・所 北明 W- t縄民 挿 戸 京 都 ・ 岡 山 田 園

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中i ' T ! 6 丁円 8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3628番

T庖・営業所 福岡・京都・天理・川西

空 気 調 和

e  
搬 送 機 設 備 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 並 施 工

給 排 水 衛 生 設 計 施 工

⑥日本管工業株式会社

第・ーエ索抹式会本土

大阪支庖

本 社 浸 京 都 支 庖 京 郎 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0  liI' J也 の 1

電 結 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支l苫 干 530 大 阪 市 北 l三l' 可天渦 3 r 目 6 俳 1 4 月・ 大 阪 支 唐 大阪市北区天満 ト5- 20 電話 ( 06 ) 352- 3501刊

1[t J ;ri  0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 ) 三 軍 支 底 i京市栄町 2 - 1  1  1 電鱈 (0592) ＲＶＭＳＶＱα Ｎｾ＠

本 キ土 〒 100 !.RJ;r /il I T-(¥: 凶 l又 九の内 3 丁目 3 I咋 1 ｾ Ｎ＠ 四日市営雛所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 路 (0593) 53ー 7431側

1tJ:，l; 号 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )
滋 賀 営 健 所 大海市中央 2 丁目 4- 28 電鱈 (0775) 22- 973鮒匂

‘晶

日麦・冷房 ・空 気 温 温 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈 掌

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 芝 田1丁目 4- 8 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

「_ Dt l II戸3
空 気 調 和 設 「

品 言宣言十施工

換 気 ・ 除 塵 詔 備

東 洋 熊 工 総 織 式 会 艦 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 靭 本 国r 3  - 1  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

本 社 東京郁中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

.. 
ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本社: 設備部

大阪市北区丙天満 5 - 11- 12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 回 * 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦(怠l疋登 49771 ;}) I  

11 ｮＷｾｮ＠ ｾ製造販売
渡 辺 式 緩 勾 配 安 定 瓦 (実 用 新 案 登 録 出 版 中 iio75'i) J  

各，ft li 芋瓦全般・カラーベスト モニエ Jレ瓦 ・七千 スイカワラ

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保 Ｑ Ｑｉ鉄工 Ｍｦｾ 下電工側日本モニエル側 目 積水化学工業側，富士スレート附・特約代埋庖

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 ! l 区 休 寺 1 J“ 自 5 番 14号 ⑤544

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大阪市平里f " 区 工 場 兵 庫 県三 原郡( 淡路島)

<<;"IM.E舎 四震居副夢

キ電'ー....

③H途端主義橋茶話

圃圃ＮＮ，司 ＺｉＺｉｉｾＺＢ

⑧日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 _ 06 ( ω6)  1111代

日本写繍セ ンヲー 干892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビJ レ 置 0992 ぼ6) 4371 

i霊山写楢セ ンヲー 〒708 遠山市大手町B番S号 概箆庖会館 ，ω682 (4)  1771 

沖縄写樋セン7 ー 〒銃刀南風原村嫌械 沖縄印刷団地 ，α抱8 (55) 61∞ 

空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 上 下 水 道 施 設

環 境 衛 生 施 設 ・ 公 害 防 止 施 設 / 設計・施工・監理

⑬ 山 田 工 損 積 書a u

本 社 大阪市西lわ;r町綴 1 - 6 - 8 電話 06( 443) 8161 ( 大代表)

(環境袋也事業部惇用) 電話 06(447) 0831 ( 代表)

分析センヲ一 大阪市淀川氏計積極南トト35 1lt Jt 06(308)  1491 

支 庖 lI! J;r ・名古111 ・福岡l

営 業 所 ｊｾＺ ＯｩＱｬ神戸姫路広島 ー 高 ｦ ｬＺ怯山

文化庁・宮内庁・各府県庁

皇要文化高社寺 ・天理教教会本部 御 用 達

〈信〉顎孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

〒630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 26- 2  9 0 1 番( 代表)
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• 

• 
製造元白書マスヲーピルヲ1弐 揖 式 会 融

販売元J t C モ，・司J コr..:r勾届量制k : i 電話誌編主

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 羽:1-8811

大阪営 轟所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 20世- 3294

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

til 司働市0ヨコ! ] O::l

渇

一

二

工

第

第

Ii' 

。_， .>J- ) V長r 横代の断熱局シ~人

』あ，y 司 令

目n/¥. イチ11ーシート P

目豆電線株式曾批判開干畑区抑2 T 目1翻{ 刊回目レ}

営 業 種 目

・防 水 工 事 復 布 防 水 ・ ン ー ト 防 本 モ ル タ j レ防本

・樹脂注入篠倉工法 各傾鮒 Ｑｭ 注入 ｦ 喪主ｈｬ ｦｩｬｬ 証工ｾ

・ 亀 裂 調 書 修 工 事 各位+ 封勝注入 ・充 犠 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン・アクリル

・吹 付 エ 恵 アクリ Jレ・リシン ・弾性タイル・その{ 也

。建 E貴 重 量 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般 - 53) W，51225号

。 日 本 シ ー リ ン グ 工 事 業 協 会 身 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  Ｏｾι 、比三ＱＺＮＧＱョーＭ ""-'-τ 宜' I'

ｾ相 ｊ 也， ￬ 庁扇町ピル Ｒ ゆ Ｑ S  岬彊1: : . 1 ＢＢＧＢｲｴＧ守古田ｾＮＮＮ電 Ｗ Ｔｊｔｬ
T E L  06( 3 15) 070 1  v - ・-， ・.. ＣＭ・・ＮＮＭ、ｾ・

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・者二J DCS A.… … … … ・… … … … ・… コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和 材 )

・安二J D弓ヌヨニJ … … … … … … … … ・鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＺ，二 ｊｄ 司 ｆ Ｚｲー子 Ｂｊｉｊｾ . … … … … … ・コンクリー卜躯体の漏水補修に

( 止 水 ・補修 用 急硬セメ ント)

・安二J DES. ……………. . . ・ H ・- … … … 地盤補強用薬液注入

( 上質安定用急硬 材 )

・安二J DI I OOO・… … … … … ・… … ・・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメント製造用に

• 
電気化学工業株式会社

社

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ム

玄
業 株 式産

白

木浜

近 畿 地 区 販 売 庖

• 

ム

玄
浦 産 業 株 式金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

(  0  6  )  

(  0  3  )  

T E L 大 阪

T E L 東京

社/ 本コト --社

ム

玄洋 物 産 株 式光 ネ士

. .A.  

冨茸

T E L 滋賀・ 守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  T E L 大 阪 ( 0  6  )  2 5 2 - 6 0 0 0  
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歩ゆJlシヲ JlI J I  11 
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

エ

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

任 施責

=: .  

晶豊色 彩物長 尺

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

フフフターケアー /  

S 小 i皮.s大 波 . V i皮・ボ ッ クス i皮.w ジャ ン ポ j皮・V デ ッキ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・ボノレトレスルーフ B L . J t: の 1l!!.

i皮板規 格

平板・波板・棟包・雨押類 ・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱 材 ) D.G. K. ※ カ タ ロ グ をi創J 1I 1' j ボド さい

Tl I J I シヲ) 乱暴ヲJl 製造株式会祖

J I!)I:'j ､ ￮ｬｬ 何千 ｉｉｉｾｾ iUi 1) 3  - 26 松本ビ ノレ '，ti:，/i 大|仮 ( 06) 41 2- 5131  ( 代)

大|以 . J UH  .  ?" ｲＧ￮ｨｩ ・ ｊｩ 、 ｽＺＮｉ ｪ ・ 点条 ・ 刈谷 ・ ｫｬＺｾ ｬｍｬ

干 660阪 本 社

支 庖 及 工 場

大

' 似品厳 ( 0484) 42 - 3115( 代 )係 32 ｾｊ＠以 di ij;( J!& 5 寸 11 6  

以北米; ; ( .  I比l 点 ・熊 谷

〒335東 京 本 社 及 工場

支 庖 及 工 場

途用

題参

:"' " 

， 前 ｾ ｾ ぺ 晶

ァ、面子五? 品唱曲

電 発 竹 原 火 力 石 炭 庫 屋 根 に 採 用

3  a書聖護柿

月ｅ 主要ｾ聞置郎主羽田
お待 たせしました。建築構造計算資料集図
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1100円特別定価全国書庖で好評発売 中 /NO.427  
建 築 の 構 造計 算は 非常に煩わしい手間のかかる仕

事ですが、本書の図表を活用することによってこ

のような煩雑さから解放され、能率の向上 をはか

ることがで き ます しかも ー貧した方針のもと に

シリ ー ズとし て まとめた意欲的な実用便覧で、構

造 計 算 書作成 に強力な武器とな ります。

中川 淳 編 著 8 5判 . 234頁 ・定 価3800円

イ ン テリ ジ エ ン 卜ビルQ & A

ことばがわか る / 仕組 がわかる /

これからのオフィスビルの設計

ｾＱｾ＠ : 中塩荘一郎 85卒IJ . 144頁・定価2300円

近年の情報化の進展や社会環境の変化から、 オ フ

ィスの内容は急，数に変わりつつある オ フィス空

間に電子機器が大量に入りこんできている 。 オ フ

ィス空間 に対 す る要求も大幅に変化してきている

配 線 処理、セキ ュ リティ対策、 V D  T に対応した

照明 ・採光、機器発熱への対応、休憩室などの整

備 、 面 積な ど、在来のオフィス計画と は 多くの菌

で 違 い が で て きている この本は、 オ フィスビル

の変化と対応策を判りやすく解説している

( 監修者の こ とばから)

新干IJ

康
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- ご好評をいただきました屋内用につづいて屋外用も発売に踏切りました。

無表情なシャッタースペースカミ

ダイナミックなコミュニケーション空間に変わる0

・鮮やかに、お屈のイメージをアップ。

・取りイ寸けカンタン。

・交按; も自由。

表

紙

ス 守 E

ケ 3主 告

ｾ＠ ，回 買

チ九 品

士 五 読

ロ 〈 料

因 【 】 吋

担 i

弱者旨

目 f t '::

5きt

ター ビジョン〉 は、 ファス ナ ー 1 本 で ス ク リーンを交

換でき 、イ ベン 卜や季節 に合わせ て、お庖のア ピール

を主張 し だ し ま す。 す で に 銀 行、証 券、 商業 ビル、百

貨!苫などで幅 広く 使 用 さ れ て い ま す。 また既 設 のシャ

ッターにも 取り付・け られますので、最寄 りの 弊 社 営 業

所 へ お気軽 に ご相談下 さい。

シャッ ターのrlIJ 面 にもう 一 枚 、表情 豊 か なスク リー ン

くシャッタ ービ ジ ョン〉が、街行く 人 々に心暖まる コ ミ

ュニケ ー ションを始めます。 〈シャ ッター ビ ジ ョン〉は、

お 好みの写真や文字、絵を 美 しく再現でき 、 そ の 鮮明

な 出来栄えは人の目を 引 きつ けて慨 しません。 今 ま で

金三か され ていなか ったシャ ッタース ペ ースを くシャ ツ

社 干540 大阪市東区画醤町 1- 12 日本生命各町ピル

n06(943)6571 (代)

東京本社 〒106 東京都港区六本木6-3-18 第 地所麻布ピル

n03(479)2911(仰

本
ビ ル 開 口 部 の 防災 総 合 メ ー 力 一

東洋シャッター株式会社得〉

03379- 3  雑 誌


